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第九話　すべての始まり

　繰り返し見る夢がある。

　私はそれを、ふわふわと宙に浮かんで、見ていることしか出来ない——









　部屋の至るところに、無数の写真が散らばっている。

　毛足の長い柔らかな絨毯の上、細かな刺繍がなされた品の良いソファの上、美しい曲線を描くテーブルの上、天蓋のついたベッドの上——。元々はテーブルの上に重ねられ、積まれていたであろう写真は、乱雑に払い落とされて、あるいは辺りに投げつけられ、あちこちに散乱していた。

　
高級
 たか

 そうな台紙に挟まれた写真が、どれも取って付けたような笑顔を浮かべている。全てがカメラの方を見つめていて、自分を値踏みしているかのようにリサの目には映った。

　——この中から、将来の伴侶を選ばなければならない。

　これが今のリサに与えられた課題だ。

「どうしてこんなことを、しなくてはならないの……」

　どれも選べないと言えば、新しく写真が増やされる。親切な——リサにとっては迷惑な伯母によって選ばれた婚約者候補は、リサと同じ年齢の少年から中年に差し掛かった男性に到るまで幅広く網羅されている。

「私には無理……。恋も、愛も知らないのに」

　八つ当たりでバラバラに散らした無数の写真を前に、リサは途方に暮れている。気に入る人が居ないと逃げ続けていたが、それも今日で終わりなのだ。

　リサには寛容な両親も、仲介役を買って出た伯母の立場と、世間体を気にし始めている。リサにはもう逃げ場はなかった。

「……もう嫌……」

　ぽつりと呟いて、唇を噛み締める。写真の上に涙が落ち、醜い男の顔をさらに醜く歪ませていった。

「リサ、決まったかしら？」

　ノックの音もなく自室の扉が開かれる。顔はもう思い出せないせいか、伯母の姿は黒いシルエットに変わっていた。

「いいえ。伯母様……」

　夢の中のリサは涙を拭いながら、怯えたように首を横に振っている。

　恋愛感情や、そういうものを意識したことがなかったリサにとって、この課題は自分の未来を決める恐ろしい選択として認識されていた。

　その上、見合い相手に選ばれた貴族の息子たちは、いずれもリサの心を動かすには不十分で、それどころか、両親の方が年齢が近いと思われる候補にいたっては、リサに大きな拒絶の感情を湧き上がらせた。

「まあ。今日こそは良いお返事を頂ける約束でしょう？」

　お節介な伯母の言葉を無視し、その背後の父母へと目を向ける。唇を噛み、不満を堪えた表情で察して欲しいと願ったが、父母は根気強くリサの返事を待ち続けている。

「…………」

　誰もなにも言わずに沈黙だけが流れる。その沈黙に堪えきれなくなったリサは、泣き出しそうな声で問いかけた。

「お父様、お母様、この中から選ばなくてはならないの？」

　その様子を宙から
俯瞰
 ふかん

 しているリサには、両親の顔が逆光となって表情を窺うことが出来ない。だが、両親は穏やかに微笑んでいるように感じられた。

　自分の感情を理解されていないのでないかと危惧したのか、夢の中のリサは、訴えるように続けた。

「私、まだ十三歳よ。恋も愛も物語の中でしか知らないし、自分にそんな感情があるとは思えないの」

「……私たちのことは、愛してはいないのかい。リサ？」

　娘の言い分を聞いた父親が、困ったように問いかける。

「それは——」

　なにひとつ不自由なく育ってきた、もちろん家族のことは愛している。

「家族への愛と、恋人への愛はまた別のものでしょう？　そうよね？」

　リサが懇願の意味を込めて尋ねるが、両親はただ困ったように微笑み合うだけだった。

「年頃になれば、貴族の娘は婚約者と結婚する規則なのだよ。みんなこうしてきた」

「お父様、お母様……。私、生涯を添い遂げる相手は、自分で選びたいの。それにまだ早すぎるわ」

「わがままを言うものではないわ。みんなこうしているのよ」

　伯母は責め立てるように口を挟むと、床に散らばっていた見合い写真の中からリサが一番選びたくなかった人物の写真を拾い上げた。

「この方に致しましょう。実はもうお呼びしているの」

　自分より三十歳は年齢が上の貴族の張り付いたような笑顔に、リサは顔を強ばらせる。

「さあ、リサ——」

「嫌よ、絶対に嫌！」

　両親の手が促すように差し伸べられたが、リサは悲鳴を上げて部屋を飛び出した。

「リサ！」

　呼び止める声に振り向かずに全速力で屋敷を駆け抜け、地下の宝物庫へと逃げ込む。

「……はあっ、はあっ……」

　重い扉を閉めて背を預けたリサは、目に溜まった涙を手の甲で繰り返し拭って、力なくその場にしゃがみ込んだ。





「……酷いわ……。お父様もお母様も、私のこと、全然わかってくださらない……」

　遠くで伯母がヒステリックな声を上げているのが聞こえてくる。リサは顔を伏せ、耳を塞いで、声を殺して泣いた。

　人の立ち入りがほぼない宝物庫には、埃っぽい匂いが満ちている。

　ただ、物言わぬエーデルワイス家に代々伝わる所蔵物の数々は、それぞれに独特の温もりを持っており、それらに囲まれているうちに、リサは落ち着きを取り戻し始めた。

「……——……」

　自分を呼ぶ聞き慣れない声が、微かに響いたような気がして顔を上げる。両親と伯母がリサを探す声は、もう遠くなっていて聞こえない。捜索を諦めたのか、あるいは、屋敷に来ている見合い相手への謝罪に忙しいのかはわからなかったが、少しだけ猶予が出来たようだ。夢の中のリサは、のろのろと立ち上がりながら安堵の息を吐いた。

「……じゃあ、さっきのは気のせ——」

「気のせいではないぞ、リサ」

　小さな声ではあったが、今度ははっきりと声が聞こえた。

「……誰かいるの？」

　ふと、誰もいないはずの宝物庫に何者かの気配を感じて、首を巡らせる。部屋に備えられている明かりを全て点したが、宝物庫に浮かび上がったのはリサの影しかなかった。

「……ここから出してはくれぬかのぅ」

　掠れたようなか細い声が、囁くように聞こえてくる。声のした方を視線で辿ると、薄く埃を被ったガラスケースが目に入った。ガラスケースの引き出しの留め具を外し、手前に引き出したリサは、宝石類と共に、仕舞われていた狐をモチーフにした古い首飾りに目を留めた。

　手を
翳
 かざ

 すと、触れてもいないのに微かに温かな首飾りの感触が伝わってくる。

（まるで生きているみたい……）

　人肌のような温もりに、リサは目を瞬いた。

「……まさかね？」

　苦笑を浮かべながら手に取ると、首飾りにあしらわれた狐の目に
嵌
 は

 め込まれた紅い宝石が光った。

「いや、そのまさかじゃ」

「首飾りが喋った！？」

　驚き、首飾りをケースの中に戻す。

「違うぞ、この天狐の首飾りの中から喋っておるのじゃ。わしは、シェンフゥ。ここに長らく封じられておる精霊じゃ」

「天狐の首飾り……？」

　聞こえて来た言葉を反芻すると、相槌を打つように首飾りの狐の目が鈍く光る。

「左様。この家の家宝じゃぞ」

「……それが、どうして喋るの……？」

　ガラスケースの前に腰を屈め、リサは天狐の首飾りをじっと観察した。

「さっきも言ったとおりじゃ。わしが封印されておるからのぅ。じゃが、精霊であるわしの加護を受け、この家は繁栄しておるのじゃ。有り難く思うがいい」

「それは……ありがとう……ございます……」

　首飾りの中のシェンフゥの言う言葉を裏付けるように、ガラスケースの中には、高価な宝石類がまとめられている。その中のひとつは、両親の肖像画にも描かれている婚約指輪だった。

「かかかっ！　わかってくれたか。よしよし」

　天狐の首飾りの狐の目が笑い声に合わせて明滅している。

「では、おぬし、ここからわしを出してはくれぬかの？」

「……それは出来ないわ」

　リサがきっぱりと断ると、一瞬の沈黙の後に大仰な嘆きが響いてきた。

「……な、なぜじゃぁ〜！？」

「だって、あなたはここに封じられているのでしょう？　それなら私がその封印を解くわけにはいかないわ」

　ガラスケースに手をかけ、引き出しを元に戻そうとする。

「ま、待て待て！　話せばわかる！」

　首飾りの中からリサを引き止める声が響いたが、リサは引き出しを閉め、留め具に手をかけた。

「話すことなんて——」

「おぬし、泣いておったじゃろう？」

　言い当てられたリサは、ぎくりとして留め具から手を離した。

「泣くほど嫌なことがあったと見える。どれ、これもなにかの縁じゃ。わしが話し相手になってやろう」

　シェンフゥの申し出に、リサは少し迷ってから再び引き出しを手前に引き寄せて開いた。

「……でも、なにから話したら良いか……」

「おぬしのことなら、まあ、それなりにわかるがな」

「……どういうこと……？」

　首飾りの中から、かかかっと快活な笑い声が響いてくる。

「疑うのも無理はない。まあ、この首飾りに手のひらを触れてみるがいい」

「こう？」

　言われるがまま首飾りに手を
翳
 かざ

 すと、陶器のような滑らかな表面がその肌に触れた。その感覚はリサにとって初めての感覚だったが、どこか心地良かった。

「……ほうほう。親ほども年の離れた男と見合いを強いられておるのか。それは気の毒じゃのぅ……」

　話してもいないことを言い当てられ、同情の言葉をかけられたことでリサは思わず首飾りを手に取って目の高さに持ち上げた。

「……あなたも、そう思う？」

「おお、わかるぞ。そんな年で、こんな美少女を
娶
 めと

 るなど、不届きな男もいるものじゃ」

　狐の目が薄く光り、リサを見つめるように動いているようにも見える。

「それで、おぬしはどうするつもりじゃ？」

「この人だけは絶対に嫌。でも、もうこの屋敷に来ているの……」

「両親の顔を立てて、会うだけ会うのはどうじゃ？　その場で無礼を働いて嫌われるという手もあるぞ」

　茶化すような口調で提案されたが、リサは真顔で首を横に振った。

「それは……困るわ。伯母様の紹介だし、お父様にもお母様にも迷惑を掛けてしまう」

「こうして逃げ回っているのは、迷惑ではないのかのぅ」

「……そうね……」

　正論を向けられ、リサは力なく首飾りを元の位置に戻した。

「お父様とお母様のことは大好きなの。私だって、迷惑をかけたいなんて思ってない。だけど……、やっぱり私にはお見合いは無理よ」

　絞り出すように本心を告げると、首飾りの中から溜息が聞こえた。

「それは難儀な話じゃのぅ。しかし、貴族の身に生まれたとなれば、そういう
運命
 さだめ

 として諦める他はないのぅ……」

　同情を示しているがシェンフゥの述べた結論もまた、両親や伯母と変わらない。

「……やっぱりそうなのね。みんなそう言うわ。お父様とお母様も、いずれ私よりも先立つ運命なのだから、伴侶を見つけて早く安心したいと仰るの」

「それは親心というものじゃろうなぁ」

　その心がわかるからこそ、今まで黙っていたということもある。

　シェンフゥの理解は嬉しかったが、同時に両親の考えの及ばなさに微かな苛立ちを覚えてリサは続けた。

「でも、そうだとしても、残りの人生を共に過ごす相手ぐらい自由に選ばせてほしいの。そもそも、自分よりもうんと上の相手のことを、愛して生涯添い遂げるなんて、私にはできないわ」

「見た目が問題ならば、長命の種族もおるぞ。おぬしの方が先に老いることもあるじゃろうて。……まあ、そんなことは考えたくもないがのぅ」

　写真しか見ていないが、亜人の可能性もある。シェンフゥの言葉から気づきを得たリサは素直に謝った。

「……そうね。それは考えが及ばなかったわ。ごめんなさい」

「なに。わしも途中で数えるのを忘れたが、齢千年は超えておるからのぅ。かかかっ」

　声のトーンから表情を察したのか、あるいはリサの表情が見えているのかシェンフゥが明るく笑い飛ばす。が、その思いも寄らぬ長命を耳にし、リサは思わず聞き返した。

「そんなに長生きなの？」

「おぬし、精霊と接するのは初めてか？」

「えっ？　ええ……。てっきり
御伽噺
 おとぎばなし

 の世界の話だとばかり……」

　シェンフゥの軽快な口調にすっかり警戒心を緩めていたが、相手が精霊であることに改めて気を引き締める。

「ほうほう。わしの姿を見てみたいとは思わぬか？」

「それは——」

　長く吐き出せなかった感情を打ち明けた相手が、どんな姿をしているのかには興味が湧いている。だが、シェンフゥの発言を思い出したリサは危うい罠の気配を感じて首飾りから離れた。

「待って。それで封印を解かせようってことじゃないのかしら？」

「おっと、バレてしまっては仕方がない。その通りじゃ」

「……ぷっ」

　シェンフゥの
戯
 おど

 けたような口調に、リサは思わず噴き出した。

「悪い精霊かと思っていたけれど、意外と正直なのね」

　リサが笑いながら応じると、シェンフゥは、首飾りの中で、とほほ、と独特の溜息を漏らした。

「美少女にそこまで警戒されるとは、心が痛むのぅ……。まあ、冗談はさておき、こんな話には興味がないか？　『天狐の首飾りを身に着ければ、一度だけどんな願いでも叶う』……」

「え？」

「おぬしの願いをわしが叶えてやれるぞ。どうじゃ？」

　リサの心を読んだように、シェンフゥが言葉を変えて繰り返す。

「それって、私の家のご先祖様も願いを叶えてもらった……とか？」

「いや、それはまた別の話じゃ。おぬしは、自分のことで悩んでおるのじゃろう？」

　階段の辺りから、伯母の金切り声が聞こえてくる。リサの名を呼ぶその声には、明らかな怒りが表れていた。

「おお、噂をすればなんとやらじゃ」

　首を
竦
 すく

 めたような声を漏らし、シェンフゥが声のトーンを落とす。

「……どうしよう……」

　リサもシェンフゥに合わせて声をひそめ、その場に隠れるように身を屈めた。

「その見合いとやらに行くしかないのぅ」

「……それは絶対に嫌。お父様とそう変わらない年齢の人が伴侶だなんて、あり得ない……」

　首を横に振り、拒絶の意を示す。

「ならば、誰ならよいのかのぅ？」

「それは——」

　シェンフゥに訊ねられて唇を動かしたが、同時に、答えなど、どこにもないことに気がついた。

「この家におる限り、その
運命
 さだめ

 からは逃れられぬぞ。皆、こうして家を存続させてきたのじゃからのぅ……」

　その言葉は何度も聞かされて覚えている。けれど、リサには自分なりの思いがある。

「私は、エーデルワイス家の娘だけれど、だけど、その前に一人の人間なのよ」

「その理屈が通じるなら、説得するがいい。ほれ、もう扉の前に来ておるぞ」

　こつこつとヒールを鳴らす音が近くまで響いてきている。

　呼び声はもうなく、真っ直ぐに宝物庫に近づいてきていることがわかった。

「そんな……」

「さあ、どうする？　わしなら、なんとかしてやれるかも知れぬぞ」

「本当に……？」

　宝物庫の扉を開こうとする音が響いている。

　鍵が開けられるまで、もう幾ばくもない。

「わしの力をどう使うかは、おぬし次第じゃ」

「…………」

　シェンフゥが、言葉巧みにリサを誘っている。リサは応じるべきか否かを考え始めていた。

「精霊の力は凄いぞ、人間の
理
 ことわり

 では、どうにもできないことさえ何とかできるからのぅ」

「例えば……？」

　思わず問い返したリサの言葉に、シェンフゥが、勿体ぶって付け加える。

「おぬしの希望に添う言い方をするならば、そうじゃのぅ。人同士のしがらみとかかの？　例えば、こう思ったことはないかの？　貴族の生まれでなければ、もっと自由であったのに——」

「それは……」

　数え切れないほどある。こうなのだから、こうあるべきだ、と幼い頃から言い聞かされて育ったリサは、これまでに色々なことを諦めてきた。

　衣食住が足りているだけで、恵まれているのだ、そう自分に言い聞かせながら、両親が求める貴族の娘として振る舞い続けてきた。

　両親はそんなリサを心から愛し、リサも両親の期待に添うように努力し続けた。だが、今回ばかりは両親の考えには賛成できない。従うわけにはいかない。

「本当に、首にかけるだけでいいのね？」

　抗いがたい魅惑的な話に、リサは遂に首飾りの留め具を外した。

「そうじゃ。そうして首にかけるだけじゃ」

　天狐の首飾りを首に回すと、ひんやりとした陶器の感触に鳥肌が立った。

「リサ、開けなさい！」

　扉を叩く音と、伯母の叫ぶ声が響いている。

「リサ、こちらにいらっしゃい。相手の方をお待たせしているのよ」

「……っ」

　母親の言葉から逃れるように目を閉じ、リサは後ろ手で留め具を嵌め込んだ。

「よしよし。大したことなかったじゃろう？」

「……ええ。大丈夫みたい」

　首飾りの中からは、変わらずにシェンフゥの声が響いている。

「では、願いを口にするがいい。おぬしの願いはなんじゃ？」

「私は——」





　——自由になりたい。





　そう口にした瞬間、天狐の首飾りが眩く発光し、リサの身体を包み込んだ。

　リサが
仙狐
 シェンフゥ

 の宿主となり、精霊の契約者となってしまった記憶——夢の顛末はそこで一度途切れる。

　夢の世界が白い靄に包まれ、宙を漂うリサはその中を泳ぐように進んでいく。靄が晴れた先、目に映る光景は外から見下ろした屋敷の姿だった。屋根が透け、屋内の状況が在り在りとリサの目に映し出される。

「……あぁ……」

　もう止められないのだとわかって、リサは目許を覆った。その耳には、シェンフゥに意識を乗っ取られた自身が、大声を張り上げ、伯母と見合い相手を罵倒している声が響いてくる。

　——普通の女の子のように、誰かに恋をして好きな人と結婚したい。

　——貴族の娘だからって、自由になれないのは、もううんざりなの。

　リサの身体を乗っ取ったシェンフゥが発する言葉は、全部自分が溜め込んだ不平や不満だ。思考の全てを読み取ったようにシェンフゥが、リサの声と身体を使ってこれまで打ち明けて来なかった本心を最も棘のある言葉を用いて両親に突きつけている。従順だったはずの娘に牙を剥かれた両親はおろおろと
狼狽
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 え、母親はその場に泣き崩れた。

　伯母だけは感情を剥き出しにしてリサと張りあっていたが、リサは物を投げ、見合いのために用意された部屋を滅茶苦茶に破壊して、屋敷を飛び出して行った。









「……また、あの夢……」

　泣きながら目覚めたリサは、震える喉で溜息を吐き、ようやく馴染んできた宿の部屋をゆっくりと見回した。

「……あんなこと、言うつもりはなかったのに……」

　夢と記憶が混在した世界で見た残された両親が嘆き悲しむ姿に、ずきずきと胸が痛んでいる。家を出て五年が経つにもかかわらず、その光景はまるで昨日のことのように鮮明に思い出される。

「まったく、人の気も知らないで……」

　隣ですやすやと眠っているシェンフゥの鼻先をつねったが、彼女は至福の表情を浮かべたまま起きない。もう一度溜息を吐き、ベッドから抜け出そうとしたリサはぎょっとして目を見開いた。

　——服を着ていない……

（また勝手に『食事』をされた……）

　苛立ちに唇を噛み、リサは手早くベッドの傍に散らばった衣服を身に着けると、無言で部屋を出た。


第十話　リサの仕事





　
聖華暦
 せいかれき

 八二七年四月末——





　シェンフゥとの『契約』の結果、放浪生活を余儀なくされたリサは、カーライル王朝・聖王国辺境伯グリューネワルト家の統治するエリアに位置するカルモリア村に身を寄せていた。

　聖王国北部に位置する地方都市ナクラバルに程近いカルモリア村は、農業や養鶏、放牧が盛んで、その多くはナクラバルに出荷されている。

　ナクラバルへ向かう朝の定期便に間に合わせようと、新鮮な牛乳や卵を積んだ荷車を引く酪農家や養鶏家の姿が村の入り口近くにある船着き場へと向かっている。

　船着き場の周辺には貯蔵庫や畑から集められた作物が入った木箱が積まれており、その上に腰掛けた荷物番の少年が朝食代わりの果物を
囓
 かじ

 っていた。

「……みんな早くから働いてる。私も頑張らないとね」

　この村では、誰もが自分の仕事や役割を持ち、日々を過ごしている。

　学校と呼ばれるようなものはなく、時折村を訪れる吟遊詩人が読み聞かせを行い、字や歴史を教えているらしい。

　村の子供たちは家の仕事をよく手伝い、家の仕事を継ぐことを自分の将来と心得ている。それは、彼らにとっては当然のことであり、誰もが疑いもせずに裕福とは言い難い生活の中でそれぞれに楽しんでいるのだ。

　カルモリア村でしばらく過ごすことに決めたのは、そうした村人たちの姿に共感したことも大きい。

　村で過ごす一ヶ月のうちに生活にも慣れ、リサも仕事を得ることが出来た。今では、早朝に村に一軒しかない宿を出て、村の小さな酒場での仕事をこなす毎日だ。とはいえ、良家の子女として暮らしてきたリサに出来ることは限られており、開店前の掃除が主な仕事となっている。最近は朝の時間帯だけ給仕の仕事を手伝い、僅かながら収入も増えた。

「……本当に、どれだけ自分が恵まれてたか全然わかってなかったわ……」

　空腹を宥めるように腹部を手のひらで撫で、溜息を吐く。あの夢を見たせいか、屋敷での暮らしのことが不意に懐かしく思い出され、リサは唇を噛み締めた。

「……でも、結婚だけは嫌……」

　暮らしには不自由していなかったが、不本意ながらもこうして本物の自由を知ってしまえば、あの生活が自分に合っていなかったか思い知らされたような気持ちになる。

　シェンフゥのせいで放浪生活を余儀なくされてはいるものの、リサは今の暮らしが気に入り始めていた。

「もう少しここで暮らしてお金を貯めたら、今度は——」

　家に戻れないのならば、せめて自由を満喫するまでだと考えを改め、まだ朝焼けが滲むカルモリア村を見渡す。

　春の息吹が宿った街路樹の上を優しい風が吹き抜け、リサは薄桃色の髪をそっと押さえて微笑んだ。だが、その微笑みは村の掲示板に貼られた真新しい尋ね人の張り紙が目に留まった瞬間、凍り付いた。

「これ——」

「おはよう、リサ」

　唇を震わせ、思わず呟くリサの背後から、酒場の女主人の快活な声が響く。

「お、おはようございます」

　慌てて振り返ったリサに、鶏舎から仕入れた卵が入った
籠
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 を携えた女主人がつと歩み寄り、尋ね人の張り紙をまじまじと見つめた。

「あ、あの……」

「あぁ、これね。昨日、旅の行商人が貼り出してくれって持ってきたんだよ」

　似顔絵の姿は成長したリサの姿に変わっている。女主人は、そこに描かれている女性の姿が、リサであることに気づいていない様子だ。

「なかなかの美人さんじゃないか。駆け落ちかなにかかねぇ……」

「…………」

　今の自分を見ても普通の人は気づかないだろう。五年前に失踪した娘が失踪時と変わらない姿だとは誰も思わない。似顔絵に現れているように、両親も当然、リサの成長を意識している。

「しかも、この褒賞金。なかなかいいところのお嬢さんだろうねぇ」

「……そうかもしれませんね……」

　——もし、お父様とお母様が今の私を見たら……？

　家を出た時とまるで変わらない『成長しない』自分を見てどう思うだろうか。そう思うと、鳥肌が立つような薄寒さが押し寄せてくる。

（お父様もお母様も、まだ私を探していらっしゃる……）

「あぁ、この褒賞金があれば、うちの店も改装が出来るんだがねぇ。雨季の雨漏りが今から心配でならないよ」

「…………」

　女主人の話に曖昧に相槌を打ちながら、成長した自分の似顔絵を眺める。名乗り出れば、少なくとも家に戻れはするだろう。だが——

「おーい」

　一番客が女主人を呼ぶ声で、迷いかけていたリサの思考は中断された。

「あらあら、もう一番客だよ」

　女主人が卵の入った籠を抱えて、慌てて店へと駆けていく。

「…………」

　掲示板が見える範囲に誰もいなくなったことを確かめたリサは、張り紙をそっと剥がし、小さく折り畳んでポケットにねじ込んだ。





　酒場に入ってすぐに、換気のために全ての扉と窓を開け放って風を通す。

　店の女主人が暖炉に火を淹れ、掃除用の湯を沸かしてくれる間に掃き掃除を済ませたリサは、湯に泳がせた
布巾
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 をかたく絞って、店内のテーブルと椅子を丁寧に拭き上げた。

　開店時間よりも前に店に訪れた年配の常連客は、料理の準備が出来るまでの間を、熱い紅茶を啜って寛ぎながら過ごしている。

「今日も朝から偉いな」

　ほぼ毎日店に通い詰めている彼は、リサの仕事ぶりを感心したように眺めながら、いつものように褒めてくれた。

「まだ随分と若いのに、親元を離れて働くなんてなぁ」

「ありがとうございます」

　彼に褒められるようになって十日ほどになる。

「俺の孫なんて、まだぐーぐー
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 をかいて寝てる頃だよ。あのねぼすけもそろそろ直さないとなぁ」

　リサの実年齢は十八歳だが、外見は十三歳の少女にしか見えない。今年十歳になるという彼の孫と比べられたリサは、複雑に笑って会釈を返した。

　表玄関の掃除を終えて、店内へ戻る。営業中の看板に切り替えると、程なくして店内に客が入り始め、朝食を摂る常連客や、ナクラバルへ向かう途中の商人らで賑わった。

「おっ、もうやってるみたいだぜ」

　開け放たれたままの扉に気づいたのか、明るい男性の声が背後から響いた。

「いらっしゃいませ」

　慌てて扉の前から移動し、背後の男性を迎える。

「お二人さまですか？」

　男性の一人客かと思えば、修道女風の法衣に身を包んだ女性との二人連れであることに気がついた。

「ああ、そうだ。入れるか？」

「はい。こちらの席へどうぞ」

　愛想良く訊ねる無精髭の男と、その連れの女性を窓際の席へと案内する。

（見慣れない姿ね。冒険者……？）

　無精髭の男は、大きな武器のようなものを携えている。修道女風の法衣の女性は特に武器のようなものは装備していないように見えたが、太腿に及ぶ深い法衣のスリットから推察するに、少なくとも修道女であるようには見えなかった。

「ご注文がお決まりの頃に、お伺いします」

　席に着いた二人に水と、メニュー表を手渡す。

「……どれも旨そうだな。どうする？」

　リサが作ったメニュー表をじっくりと眺めた無精髭の男は、腹部をさすりながら連れの女性に訊ねた。

「好きに頼むといい。全部とでも言い出しそうだな」

「そうなんだよなぁ。さっきから腹の虫が鳴って鳴って……」

「あの——」

　注文のタイミングがわからずに、切り出したリサに、無精髭の男がメニュー表を手のひらで示す。

「よし。嬢ちゃんのおすすすめを全部持ってきてくれ」

「え……？」

　聞き間違いかと思うような注文に思わず声を上げると、男は笑って懐を探った。

「金はある。心配するな」

　テーブルに二枚の金貨が差し出される。店の全てのメニューを頼んでもおつりが出る額だ。

「これで食えるだけ持ってきてくれても構わねぇよ」

「かしこまりました」

　無精髭の男がにかっと笑い、冗談めかしたように言う。人好きのする顔につられて微笑みながらメニュー表を回収し、リサは会釈して背を向けた。

（格好は適当なんだけど、育ちは良さそうなのよね……）

　二人連れの席から少し離れたところで振り返る。無精髭の男と修道女風の女性は、水で喉を潤しながら窓の外を眺めている。リサのところまで声は聞こえてこないが、楽しげに談笑している様子は、リサの知る冒険者の印象とは随分異なっているように思えた。

「リサ、注文は聞いてきてくれたかい？」

　厨房の女主人が出来上がった料理をカウンターに並べながら、リサに声をかける。

「あ、はい。その、注文なんですが……」

　言いかけて注文票を書くよりもメニューを渡した方が早いと気づき、リサはメニュー表を女主人に手渡した。

「ん？　なんだい？」

　女主人が不思議そうに首を傾げながらメニュー表を見つめている。

「これで、食べられるだけのおすすめだそうです」

　リサが続けて二枚の金貨を差し出すと、女主人は合点がいった様子で大仰に背筋を逸らして驚いた。

「おやおや！　景気がいいことだねぇ。冒険者かい？」

「そこまでは聞いていないですが……」

　冒険者の稼ぎが破格なのは、この界隈では知られた話だ。

　女主人は金貨をポケットにしまうと、下がってきていた長袖を
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 り上げ、楽しげな笑みを見せた。

「じゃあ、たっぷりサービスしてあげないとね。接客の方は頼んだよ！」

「はい！」

　カウンターに並べた料理を手に、客席へと向かう。全ての料理を注文通りに客席に届け終わると、あの二人連れのための料理が二つの大皿に盛られてカウンターに置かれていた。

「皿が足りなくなりそうだからね。前菜とおすすめは、全部そこに盛りつけてあるよ」

「わかりました」

　前菜とおすすめだけでも、成人男性の一食分として充分なほどの量がある。リサがそれをテーブルへ届けると、無精髭の男と修道女風の女性は大いに喜び、上品な仕草で食べ始めた。

「んっ、旨い！　はぁ……生き返るぜ」

「ありがとうございます。メインの肉料理も盛り合わせでお届けしますね」

　よほど空腹だったのか、無精髭の男は順調に料理を食べ進めている。修道女風の女性もナイフとフォークを使って少しずつ口に運んでいたが、その動きは全く淀みなく、食べるペースはその仕草に反してかなり早かった。

「…………」

　食べ方は上品で、がっついているわけでもないのに、大皿の上の料理は見る間に減っていく。二人の食事の様子に見入るリサに気づいた女性は、リサと目を合わせて優雅に微笑んだ。

「良い味だな。パスタとリゾットも楽しみだ」

「あ、ありがとうございます。取り分けてお持ちしますね」

　慌てて頭を下げて厨房を確認する。女性は特に気にする様子もなく、頷いて食事に戻った。男性の方は、ひとつひとつの料理に感嘆の声を漏らしながら、幸せそうに料理を食べ進めている。

（不思議なお客さん……）

　冒険者風ではあるが、やはりなにかが違うような気がする。二人のことが気になり、つい視線で追っていると、入り口の扉が開き、扉の上に取り付けられていた小さな鐘が鳴った。

「いらっしゃいま——」

　言い終わる前に、狐耳が目に入った。

「おお、ご主人。やはりここじゃったか」

「…………」

　愛想良く手を振りながら店内に入ろうとするシェンフゥに大股で歩み寄り、リサは戸口までシェンフゥを戻した。

「あんた、何しに来たのよ」

　他の客に聞こえないよう、囁きながら少しずつシェンフゥを店内に追いやっていく。シェンフゥは抵抗こそしないものの、店先の階段を数段下りたところで狐耳を下げて訴えた。

「いや、腹が減ってのぅ」

「今、そんな余裕ないでしょ。あとでまかないを持って行ってあげるから——」

　空腹なのは自分も同じだ。宥めるようにシェンフゥを説得しようとしたリサの口元に、シェンフゥはにっと笑って人差し指を押しつけた。

「実はその余裕が出来そうじゃ」

「え？　どういうこと？」

　にんまりと目を細めるシェンフゥを前に、リサは怪訝に眉を顰める。

「喜べ、ご主人。魔獣討伐の依頼が入ったぞ。しかも着手金つきじゃ」

　シェンフゥが手のひらを開いて示す。そこには数枚の銅貨と一枚の銀貨があった。

「着手金まで受け取ったら、断るわけにはいかないじゃない……。大丈夫なんでしょうね？」

　いつになく金払いの良い依頼者の存在に、一抹の不安を覚えながら問う。放浪生活における主な収入源は、潜りの冒険者としての魔獣討伐ではあったが、今回の依頼はリサをいつになく慎重にさせた。

「なに、わしがついておれば、そこらの魔獣に負けはせん」

　リサの心配をよそに、シェンフゥはいつもの調子で快活に笑っている。

「それに——」

「『食事』をしたから平気ってわけ？」

「んっ？」

　その自信の源に気づいて睨めつけたが、シェンフゥは聞こえなかったのか、驚いた様子で目を瞬いた。

「……なんでもないわ」

「で、この仕事は昼までじゃったよな？　終わり次第向かうぞ」

「……そうだけど。そんなに急がなくても——」

「善は急げというやつじゃ。それに他の冒険者に先を越されては困るからのぅ」

　声をひそめるシェンフゥは、窓際に座すあの二人連れを横目で示している。

「……確かに……」

　本物に先を越されてはならないのは確かだ。シェンフゥが言わんとしていることを察したリサは頷き、ポケットの中を探った。

「報酬を得れば、しばらくは遊んで暮らせるぞ」

「この村を出て、次の場所へも行ける？」

　ポケットにねじ込んでいた尋ね人の張り紙をシェンフゥに差し出す。シェンフゥはそれを少し開いて頷くと、手のひらの上に狐火を点した。

「もちろんじゃ」

　シェンフゥの手のひらの上で、張り紙はあっという間に灰へと変わり、風に吹かれて流れて行く。

「じゃあ、やるわ」

　両親の捜索が近づいてきていること、酒場のアルバイトの半年分ぐらいの収入が魔獣一体にかけられていることもあり、リサは魔獣討伐に出かけることに決めた。

「さすがはご主人じゃ。わしも腹ごしらえと行くかの」

　シェンフゥが尻尾を揺らしながら、悠々と店内へと入っていく。

「ちょ、ちょっとなにを勝手に——」

「呼ばれておるぞ？」

　シェンフゥに視線で示されたのは、あの二人連れだ。手を上げている無精髭の男に気づき、慌てて注文に向かおうとしたが、彼は苦笑を浮かべて厨房の方を指差した。出来上がった料理がカウンターに所狭しと並んでいる。厨房の女主人が困り顔でリサを見つめていた。

「も、申し訳ありません！」

　リサは慌ててカウンターに寄ると、二人連れのテーブル席に料理を運び始めた。

「忙しそうじゃのぅ」

　ゆったりと空いている席に腰掛けたシェンフゥが、給仕に勤しむリサに声を掛ける。

「誰のせいよ」

　仕返しとばかりに尻尾を踏んで怒りを示したが、シェンフゥは特に痛がる様子もなく尻尾を持ち上げてリサの太腿を撫でた。

「馬鹿っ」

　小声で悪態を吐きながら、笑顔を作り直し、二人連れのテーブル席へと肉料理の大皿を届ける。

「すみません、大変お待たせしました」

　まだ湯気を立てている肉料理に安堵しながら踵を返そうとすると、無精髭の男がリサを呼び止めた。

「なあ、あんた——」

「なんでしょうか？」

　先ほどまでとは違う冷たい声にぎくりとしながら振り返る。リサの怯えた表情に気づいたのか、男はふっと笑って心配そうに訊ねた。

「さっき、魔獣とかなんとか聞こえたんだが、なにかあったのか？」

「あ……いえ、なにも……」

　声はかなり落としていた筈だが、聞き取られてしまったのだろうか。

「…………。そうか……」

　咄嗟に誤魔化したが、無精髭の男の探るような視線にリサは俯いた。

「ステファン」

　長い沈黙を破ったのは、連れの女性の静かな声だった。

「年頃のお嬢さんをじろじろ見るんじゃない。自分の歳を考えろ」

「はぁ、別にそういう目で見てるわけじゃねぇんだけどなぁ……」

　ステファンと呼ばれた無精髭の男は、咎められたことに苦笑を浮かべながら後頭部を乱雑に掻いている。

「変なことを聞いて済まなかったな」

「いえ……」

　ステファンの代わりに連れの女性が短く謝罪し、解放されたリサは深く頭を下げて二人の席から離れた。


第十一話　冒険者の真似事





　村を出て放牧地帯を抜けた先には、大規模なトウモロコシ畑が広がっている。

　
魔素
 マナ

 の影響で大きく背丈を伸ばしたトウモロコシの雄花が
箒
 ほうき

 のような穂を風に揺らしている姿を見留め、リサとシェンフゥは小高い丘から周囲を注意深く眺めた。

　辺りには、トウモロコシ畑の他に、多くの耕作地が広がっている。畑から少し離れた場所に
蹲
 うずくま

 るような姿勢で巨大な人型の機体が置かれているのが見える。人間にたとえるならばずんぐりとした体型のその機体は、表面の塗装が剥げてかなり錆びついていた。

「旧型の
従機
 じゅうき

 かしらね……」

「使い物にはならなさそうじゃのぅ」

　リサの呟きにシェンフゥが相槌を打つ。注意深く観察してみると、駐機姿勢のように蹲っているのではなく、地面に崩れていることがわかる。かつては耕作に使われていたが、随分前に壊れて放置されているらしい。雨ざらしになって朽ちているのか、不自然にその手足が折れ曲がっているのが見て取れた。

「……それで、どんな依頼なの？」

「群れからはぐれたフラップ・スナークが、近くの森に住みつき、畑を荒らしているそうじゃ」

　フラップ・スナークは、暴食の獣と呼ばれる竜種の中型魔獣だ。

　耕作地を囲むように、森が迫っているように見えるが、恐らく農地を拡大するために森を切り開いたのだろう。魔獣が群れで暮らすには小さな森ではあったが、群れからはぐれた一頭が住み着くには充分な広さのように思われた。

「それは、厄介ね……」

「繁殖期になれば聖騎士団が討伐に出るが、今はその時期ではないというわけで、わしらに依頼が来たというわけじゃ」

　シェンフゥが
錫杖
 しゃくじょう

 を持ち直し、丘から跳躍する。危険がないと判断したのだろう、シェンフゥに促され、リサも後に続いた。

「今回のは、大きいの？」

　スナークの成体は、大きなもので全長五メートルに達する。生身で相手をするには、それなりの戦闘能力を有する必要があり、リサは腰に携えた鉄剣の柄を確かめるように握りながら訊ねた。

「いや、二メートルほどという目撃証言じゃ。おそらく、
チルト
 子供

 ・スナークじゃな」

「チルトなのね……。じゃあ、一体だけならなんとかなりそうね……」

「まあ、ともかく畑を知ってしまった上に、親が来ては厄介じゃ。そうなる前に、どうにか駆除して欲しいとの依頼じゃな」

　荒らされたトウモロコシ畑の一部がぽっかりと空いており、村が遠目に見えた。

「親だけじゃなくて、仲間を呼ばれても困るものね」

　木の杭で周囲を囲っただけの小さな村は、スナークの群れが来てしまえば、ひとたまりもないだろう。

「この辺りはもうやられてしまっておるか……」

　食い荒らされたトウモロコシの若い実が、畑に散らばっている。近づくにつれ、畑の至る所に踏み荒らされた足跡が露わになった。

（あれ……？）

　ふと、足跡の違和感に気づいてその場に屈み、じっくりと観察する。

（大きいのと、小さいのがある……？）

　大きさの違う足跡は、少なくとも二個体が存在するという証だ。そのことに気づいたリサは、数歩後ずさると、先をゆくシェンフゥに声をかけた。

「ねえ、シェンフゥ——」

　言いかけて、遙か先のトウモロコシがガサガサと揺れていることに気がつく。

「なんじゃ」

「静かに。向こうに、なにかいる……」

　声をひそめて訴えると、シェンフゥもリサのいる位置にまで戻り、
氷狐
 ひょうこ

 を飛ばした。

「ガァアアアッ！？」

　氷狐が命中し、驚いたスナークが飛び出してくる。

「えっ、二体！？」

「おっと、親が増えたか」

　シェンフゥが咄嗟にリサを抱きかかえ、跳躍してトウモロコシ畑から距離を取る。

　毒々しい緑色の身体がトウモロコシ畑を踏み荒らしながら、敵を嗅ぎ回るようにしきりに首を動かしている。その首の上には、頭をすっぽりと覆うような大きな
鶏冠
 とさか

 があり、気味の悪い紫の模様が浮かび上がっているのが見て取れた。

「グォオオオオッ」

　二メートルほどの一体に続き、倍以上はある成体が二人を威嚇するように翼を広げる。

「ちょっと、これ、親じゃない！　話が違うわよ！」

　五メートルはあろうかという親スナークの姿に、リサが悲鳴を上げた。

「まあ、良いではないか。二体倒せば報酬も二倍じゃ」

　じりじりと間合いを確保しながら錫杖を構えるシェンフゥは、余裕の笑みを浮かべている。

「倒せたらの話よね」

　リサも覚悟を決めて鉄剣を鞘から抜き、突進してくる親スナークに狙いを定めた。

「急所は喉じゃぞ。やつら、羽があるが飛べぬ」

　大きく口を開けた親スナークが、リサたちの所在を嗅ぎ分け、向かってくる。攻撃態勢に入った親に、子スナークも続いた。

「目はないが、鼻が利く。油断するでないぞ」

「わかってるわよ」

　辛うじて剣を構えて、間近に迫ったスナークらを見据えてはいたが、リサの脚は恐怖で竦んで動かなくなっていた。

（こんな大きい魔獣、本当に倒せるの……？）

　不安になってシェンフゥの横顔を見ると、浮かんでいたはずの笑みが消失している。迫り来るスナークらの影が、リサとシェンフゥを呑み込むように覆い始めた。

「やはり、大きいのぅ」

　シェンフゥが今更ながらの感想を口にする。

「やっぱり逃げた方が——」

「なに、心配はいらぬ。基本的にはわしが攻撃する。ご主人は、そこで見ておれ」

　二体の注意を惹きつけるべくシェンフゥが数歩前へと進み出る。

「……大丈夫なんでしょうね？」

　下がりたいのに、脚が思うように動かない。自分でもはっきりとわかるほど頼りない声が漏れ、リサは慌てて口を噤んだ。

「ああ、任せておくがいい」

　リサの恐怖を
揶揄
 やゆ

 することもせず、シェンフゥがスナークらに向かって駆け出して行く。

「さあ、こっちじゃ！」

　シェンフゥが、錫杖の遊環を激しく鳴らしながら、居所を主張する。親スナークは素早く反応し、大口を開けてシェンフゥを威嚇したが、子スナークは全く反応しないどころか、立ち止まってしまった。

「さあ、こっちじゃ、こっちを見ろ——。ん？　そう言えば目がなかったのぅ」

　その挙動に気づいたシェンフゥが声を張り上げる。だが、子スナークは、リサを狙っているらしく、全く反応を見せなかった。

「グゥルルル……」

　低く唸りながら身体を揺らし、子スナークがリサの匂いを嗅ぎ当てる。

「どんどん近づいてきてるんだけど……」

　巨体が進むにつれ、リサと子スナークの距離が見る間に縮まっていく。

「あ……、あ……」

　苛立ったように太腿を叩き、自らを鼓舞する。一人で魔獣を相手にする戦いは初めてということもあり、自分よりも遙かに大きな個体を前に恐怖の方が勝った。

「やだ、来ないで！」

　悲鳴のように叫びながら、転げるように駆け出す。リサの気配に反応して、子スナークが加速した。

「こっちを倒したら、すぐに加勢する！　それまで頼むぞ、ご主人」

　少しでもリサとの距離を離そうとしてか、シェンフゥが親スナークに攻撃を与えながら遠ざかっていく。

「ちょ、ちょっと！」

　一人取り残されたことで、リサの中で不安が膨らむ。

「逃げると余計に追われるぞ。手負いになれば怯むじゃろうて！」

「……っ」

　シェンフゥの忠告を耳に、逃げ切れないと察して立ち止まり、剣を構える。

「……っ！」

　突進してくる子スナークを、地面を転がりながら辛うじて
躱
 かわ

 し、シェンフゥの動きを真似て剣を繰り出す。

　だが、剣は威嚇するように広げられた子スナークの翼を掠めただけで、本体には届かない。

「シェンフゥ！　助けて！」

　姿勢を低くした子スナークが、ガチガチと歯を鳴らしながら、リサの匂いを探っている。リサは剣を盾のように構えて必死に逃れながら、悲鳴のような声を上げた。

「森じゃ、森へ逃げるのじゃ、ご主人！」

　シェンフゥの声と共に氷の柱が降り注ぎ、リサと子スナークの間を隔てる。

「森ね！」

　衝撃で尻餅をついたリサは、肩で息を吐きながら応じると、後ろを振り返ることもせずに森へと駆けた。

　背後にシェンフゥの錫杖の遊環が激しく鳴り響く音が近づいている。

「すぐに追いつく。囮になってくれると助かるぞ！」

　親スナークを殴打しているのか、短い叫び声が上がるのが聞こえた。

「わかった、囮になるわ！」

　まともに戦うことができない以上、そうするしかないと割り切って声を張り上げる。

　森へと全速力で駆けたリサは、手近にあった木の幹を剣で抉り、その痕を足場にして木の上に逃れた。

「……っ、はぁっ、はあっ……」

　息を切らせながら、ようやく後ろを振り返る。トウモロコシ畑は無惨に荒らされ、その方角から激しい土煙が近づいてくる。

「キィーーーーン！」

　両腕を水平に広げ、奇妙な掛け声とともに向かってくるシェンフゥの姿が見える。その後ろを二体のスナークが首を左右に振りながら翼を広げて追ってきていた。

「シェンフゥ！」

「無事か、ご主人！」

　高く跳躍し、枝葉を巻き込みながら樹上を移動するシェンフゥがリサへと接近する。

「ええ、なんとか……」

「もう少し作戦を立てておくべきじゃったかのぅ」

　僅かに息を乱しているシェンフゥから、微かに血の匂いがする。リサの視線に気づいたのか、シェンフゥが誤魔化すように服の裾を引いた。

「……怪我、してるの？」

「この程度『食事』を摂ればたちどころに治るぞ」

　心からの心配を茶化され、リサは不機嫌に視線を逸らす。

「そう……。無事で何よりだわ」

　溜息を吐くように呟きながら、リサは突進を止めた二体のスナークの様子を樹上から窺った。森へとリサとシェンフゥを追ってやってきた親スナークは、子スナークとともに、途切れた匂いに戸惑うように首を巡らせている。

「さて、ここからが本番じゃのぅ」

　錫杖を構え直したシェンフゥが、目の前に迫りつつある親スナークの頭部を好戦的に見つめている。自分のことで手一杯だったが、シェンフゥの様子もいつもとはどこか違うような気もする。危機感を匂わせるその表情に、リサはシェンフゥを見上げて訊ねた。

「さっきまでは違うの？」

「畑の作物を守るため、炎や雷が使えんかったからな。だが、森に誘い込めばこっちのものじゃ。さて、どう料理してくれようか」

　息を整えたシェンフゥが、枝の上に錫杖を突き立て、遊環を鳴らす。その音にいち早く反応した親スナークが、シェンフゥのいる木に向かって突進を始めた。

「おおっ、馬鹿力じゃのぅ」

　ぐらぐらと揺らぐ木の上で、シェンフゥが愉快そうに笑っている。枝が折れ、木の幹が軋む音を立てて傾ぎ始めた。

「笑ってる場合じゃないわよ」

　今にも倒れそうな木と、眼下のスナークを見比べながら、リサが引き
攣
 つ

 った声を上げる。

「わかっておるとも」

　シェンフゥは頷き、別の木へと飛び移ると、錫杖から狐火を飛ばして親スナークの
鶏冠
 とさか

 を撃った。

「グゥルルルル……」

　狐火を受けたスナークが、鶏冠を振り乱しながら威嚇するように低く
唸
 うな

 っている。狐火はその風圧によって立ち消え、表皮を焦がしたような嫌な臭いを漂わせながら親スナークはより一層、木々への突進を激しくした。

「全然効いてない……」

「目がない分、炎の威力は弱いのぅ」

　シェンフゥが倒木を避けて飛び退きながら、リサの近くへと戻ってくる。

「ガァアッ！」

　子スナークがリサの存在に気づき、親スナークへ知らせるように低く鳴いた。

「おっと。やはり勘づかれたか」

「どうするの？　このままじゃ、逃げ場がなくなっちゃう……」

　自分の背丈よりも遙かに大きな魔獣を目の前に、リサの声が弱々しく細る。シェンフゥはそれを気に留めない様子で声を立てて笑った。

「二体同時に倒そうというのが、間違いじゃったな。かかかっ」

「笑いごとじゃないわ！」

　命の危険が迫っているにもかかわらず、
戯
 おど

 けた調子のシェンフゥに、苛立ちながら叫ぶ。

　鉄剣を構え、降下して頭部を狙うことを考えたが、いざ飛び出そうとしても脚が
竦
 すく

 んで動かなかった。

「二体同時は無理じゃが、一体ずつならどうじゃ？」

「え……？」

　シェンフゥが意識を集中させ、無数の氷狐を生み出す。氷の姿の狐は、子スナークの回りを取り囲み、脚に噛みついて辺りを凍らせた。

「かかかっ、これでしばらくは身動きが取れまい」

　シェンフゥが妖術で氷を操り、一瞬にして氷の檻を作り上げる。

「よし、これでデカい親の方から順に——」

「グォオオ……」

　シェンフゥの言葉を遮るようにスナークが明らかな怒りの声を上げている。低く唸り、
獰猛
 どうもう

 に牙を剥き出しにしながら、親スナークは子スナークが捕らえられている氷の檻を荒々しく食い破り始めた。

「おっと……これは想定外じゃのぅ」

　親スナークの口から唾液がぼたぼたと垂れ、見る間に氷を溶かしていく。氷の檻が破壊されるのは時間の問題だったが、リサはあることに気がついた。

「ねえ、シェンフゥ。氷狐で凍らせた部分に雷狐を走らせられない？　雷撃じゃなくて、感電させるの」

「ほうほう。やってみる価値はあるのぅ」

　シェンフゥは頷き、錫杖を木の枝に引っかけると、その場に四つん這いになり始める。

「え？　なんなのそのポーズ」

「より強力な雷狐を放つために必要なのじゃ」

　尻尾をぴんと立てたシェンフゥが、いつになく凜々しい表情で説明する。

「またわけのわからないことを」

　呆れたリサが思わず額に手を当てた次の瞬間。

「ゆくぞ、百万ボルト……！　ピィカァーーーーッ！」

　シェンフゥの全身が眩い稲妻に包まれ、雷狐が鋭く氷の上を走ったかと思うと、二体のスナークに激しい電撃を喰らわせた。

「ヴガァアアアッ！」

　苦悶の叫びを上げながら、親スナークが電撃から逃れようと後退を始める。このままでは逃がしてしまうと悟り、リサは叫ぶように問いかけた。

「止めを刺さないと！　シェンフゥ、天狐にはなれないの？」

「おおっ、あれなら戦闘力が十倍になるのぅ。いっちょやってみっか！」

　姿勢を元に戻したシェンフゥが、今度は大股開きで気合いの咆吼を上げ始める。

「————っ！」

　さながら獣のような咆吼を上げながら、シェンフゥが全妖力を集中させていく。それに伴い、狐火のようなものが朧に浮かび上がった。だが、それも束の間——

「おろ〜……」

　情けない声を上げ、シェンフゥが木の上から落ちた。

「だ、大丈夫！？」

　慌てて飛び降り、地面に横たわるシェンフゥを抱き起こす。

「天狐になるには、力が足りぬ……。はぁ、はぁ……わし、この戦いが終わったら、ご主人と『食事』を……」

「もうっ！」

　苛立ちながら顔を引き寄せ、シェンフゥの唇に強引に唇を重ねる。

　リサの歯が当たるような乱暴な口付けに、シェンフゥが大きく目を見開いた。

「……ご主人……」

　乱暴な口付けのせいでシェンフゥの、唇が薄く切れている。だが、それ以上にリサが『食事』への協力を示したことの方がシェンフゥにとっては重要らしく、目を潤ませてリサを見つめた。

「……これで少しは足しになる？」

「おうよ」

　シェンフゥが立ち上がって手のひらを翳し、再度雷狐を放つ。威力は回復しているように見えたが、親スナークはそれを読んでいたように巨体を揺らして避けた。

「どこ狙ってんの——」

　言い終わる前に、子スナークがリサへと襲いかかる。大きく広げられた翼を伴って、前肢の鋭い爪が空を割くようにリサに迫った。

（避けきれない！！）

「リサ！」

　衝撃を覚悟して目を閉じたリサの身体が、鋭く舞う風に吹き飛ばされる。シェンフゥの鋭い叫びにはっと目を開くと、子スナークの前にシェンフゥが立ちはだかっていた。

「今のはさすがに効いたぞ……」

　腹部を押さえて喘ぐように言いながら、シェンフゥが身体を支えるように錫杖を持ち直す。

「グゥルルル」

　威嚇の声を上げる子スナークの前肢にはなにか白いものが引っかかっており、それがシェンフゥの服だと気づくまでに時間を要した。

「シェンフゥ！」

「はぁ……、お気に入りの服が台無しじゃ……」

　冗談めかして呟きながら、シェンフゥが振り返る。腹部を押さえるシェンフゥの服の袖は、元の色がわからないほど、夥しい量の血の色に染まっていた。

「グォオ、グァアアア……」

　子スナークに代わって、親スナークが警戒しながら距離を詰め、止めを刺そうと牙を鳴らしている。

「はっ、……参ったのぅ」

　シェンフゥが膝を折り、その場にゆったりと崩れる。

「……っ！　シェンフゥ！」

　リサは恐怖を堪えるように歯を食いしばって鉄剣を抜き放ち、親スナークに向かって構えた。

「来るな！」

　リサのその動きを察したのか、シェンフゥが身体を跳ねさせるようにして飛び起き、リサを強く制した。次の瞬間——

　突如として降り注いだ鉄杭が子スナークを貫き、魔導砲の弾丸が親スナークを撃った。

「一丁あがり！」

　颯爽と木から飛び降りたステファンが、魔導砲と一体となっている銃剣で親スナークを両断する。

　子スナークは頭部を貫かれてよたよたと数歩進んだのちに、ばたりと倒れ、親スナークの身体は真っ二つになって血飛沫を上げながら崩れた。

「…………」

　鮮やかな戦いは、二人の実力がリサたちとまるで違うことをなによりも明らかにしていた。

「ほら、やっぱり聞き間違いじゃなかっただろ？」

「そうらしいな」

　修道女風の女性が、手にした鉄杭をスリットの隙間から戻しながら頷いた。

「さて——。怪我をしているな。手当は必要か？」

「なに、かすり傷じゃよ」

　二人の視線から逃れるように後ずさり、シェンフゥが気丈に笑みを浮かべて見せる。怪我の程度は小さくはないが、『食事』を摂れば治るだろうとリサも頷いた。

「……そうか」

　ステファンが銃剣からスナークの血を払いながら、二人に合わせて微笑み返す。リサも安堵の笑みを浮かべ、深々と頭を垂れた。

「助けて頂いて、ありがとうございました」

「わしらはこれで——」

　礼を言って別れようとしたリサの手を、ステファンが掴む。

「え……？」

　驚いて振り返ると、笑顔を消したステファンがリサとシェンフゥを真摯な表情で見つめていた。

「いや、ここで帰すわけにはいかなくなったな」

「ああ。悪いが拘束させてもらう」

　ステファンの言葉に、修道女風の女性が頷き、二人との距離を詰める。

「拘束じゃと……？」

「冒険者ライセンスを持たずに、依頼を受けましたけど、拘束なんて——」

「いや、違う」

　リサとシェンフゥの言葉を冷たく遮り、女性が緩く首を振った。

「じゃあ、なんで——」

「見逃すわけにはいかない重罪だからだ。精霊保護法第三条『精霊の不法所持』違反の疑いで、お前を拘束する」

「なにその法律……」

　聞いたことのない法律を並べられ、リサは愕然と唇を震わせる。

「精霊の所持及び使役等に関する危害予防上、必要な規制について定めたものだ。知らないとすれば無理もない。説明してやってくれ、ミランダ」

　リサの反応で察したのか、ステファンが困ったような笑みを浮かべて補足する。

　ミランダと呼ばれた修道女風の女性は、表情を変えずに淡々と続けた。

「そもそも、一般人が精霊と行動を共にすることを想定していないからな。それだけ希有な存在なのだ。端的に言おう。特別に認められた場合を除いて、精霊を所持、使役することは禁じられている」

「わ、わしはどこにでも居る亜人じゃぞ？　獣牙族のプリティーな狐耳と尻尾が目に入らぬか？」

　シェンフゥが慌てた様子で狐耳と尻尾を揺らしながら主張する。だが、ミランダは眉ひとつ動かさずにシェンフゥに鋭く指摘した。

「ただの亜人が、詠唱もなしに氷や電撃を操れるとは思えんがな」

「いやいや、詠唱は行っておる。聞き取れなかっただけじゃろうて」

「そうか……。ならば、ひとつ試させてくれ」

　ゆっくりと距離を詰めるミランダに、シェンフゥが警戒心を露わにする。

「な、なんじゃ……？」

「そこの少女。私と手を繋いでみてくれ。狐耳の女、貴様もだ」

「…………」

　ミランダがなにをしようとしているのかわからず、リサが不安に顔を歪めている。シェンフゥはそんなリサを庇うようにリサの傍に寄り添い、ステファンに手を解くように促した。

「なにもなければ、わしらを解放してくれるかの？」

「ああ、なにもなければ、な」

　ミランダの視線を受けてステファンがリサから手を離す。入れ替わりにミランダが両の手を差し出し、リサとシェンフゥに手を握るように指示した。

　リサとシェンフゥには『契約』によってエーテルの繋がりが生まれている。

　二人の手を同時に握って魔力の流れを見れば、シェンフゥは確実に精霊だと判断されるはずだ。

「……だ、そうじゃぞご主人？」

　疲れた笑みを浮かべながら、シェンフゥがリサを見つめる。

「魔力の流れを見るなら、子供でも出来ることよ。もう誤魔化せないわね」

　リサも頷き、首を
竦
 すく

 めて、差し出しかけた手を下ろした。

「観念する気になったか？」

「ええ。逃げても無駄でしょうし、言う通りにするわ」

　ミランダの分析により、言い逃れが出来なくなったリサが両手を挙げて降伏する。

「わしもご主人に従うまでじゃ」

　シェンフゥも同じポーズを取り、リサに従った。

「よし。では、聖都ヴァース・ランまで連行させてもらう。賢明な判断に感謝する」

「それはどうも……」

　自暴自棄になりながら、俯いて溜息を吐く。これからどうなるのかと思うと、
暗澹
 あんたん

 たる気持ちになる。

　いつもは冗談ばかり言うシェンフゥも、今回ばかりは神妙な面持ちでリサと肩を並べて項垂れていた。

「……やれやれ。やっと任務が終わったってのに、面倒なもの拾っちまったなぁ」

　重苦しい空気を打破しようとしてか、ステファンが軽口を叩くような口調で呟く。

「まさか見逃すつもりだったのか？」

　ミランダに鋭く指摘され、ステファンはすぐに肩を
竦
 すく

 めてその可能性を否定した。

「いやいや。アルバレックにぶっ殺されちまうよ。けど、来週から教官復帰で忙しくなるのに、俺達が面倒みなきゃなんねぇとか……ないよな？」

「それはアルバレック次第だろう」

　ミランダが手錠でリサとシェンフゥの手首を繋ぎながら、抑揚なく答える。

「あーあ。逃げないように誰かに押しつけらんねぇかな」

「生徒たちに恥ずかしくない教官であれ。お前はその見本となる存在だぞ」

　二人の会話をぼんやりと聞きながら、リサは連行され、聖騎士団の輸送艇に押し込められた。


第十二話　聖拝機関





　今朝見たばかりの悪い夢の続きをずっと見続けているような、最悪な気分だった。





　魔獣が潜む森を横切るように、聖騎士団の輸送艇が南東へと進んでいく。用意された個室のベッドで目を覚ましたリサは、隣にシェンフゥがいないことを思い出し、毛布を引き寄せて身体を丸めた。

　砂嵐が吹き荒ぶ強い風の音は、もう聞こえてはこない。彼方の地平線に見える空は、濃い赤を滲ませて夜を融かし、朝が訪れたことをリサに知らせた。

　朝の日の光が、輸送艇の窓からも眩く差し込んでくる。毛布にくるまったまま窓の外を眺めていたリサは、東の方角に大きな湖を見つけ、ゆっくりと身体を起こした。

「…………」

　湖を背にして巨大な壁が長く長く続いている。その場所が聖都ヴァース・ランであることに気づくのに、それほど時間はかからなかった。

「……もう、こんなところに来てしまったのね……」

　溜息混じりに呟き、ベッドに戻る。まだひんやりとした朝の空気に、冷えた爪先がちりちりと痛んだ。

「私、一体どうなるの……」

　不安を口にして、身体を丸めて毛布に潜り込む。カルモリア村へはもう自力で戻ることは不可能だろう。

　荷物は聖騎士団によって回収され、世話になった酒場の女主人や宿屋の主人には事情説明とともに、幾ばくかの金が支払われているとは聞かされているが、リサの気持ちは晴れない。

　自分の願いとは違う形の自由を手に入れ、その生活にも慣れ始めていた矢先だった。

（また、シェンフゥのせいで……）

　手に入れたはずの自由が、最悪のかたちで奪われる。シェンフゥとの『契約』が原因で拘束されたことで、リサの心は暗い影で覆われつつあった。

「おはようさん。少しは眠れたか？」

　部屋の扉の向こうから、ノックとともにステファンの声がする。リサは溜息を吐いて起き上がり、手櫛で髪を梳かしながらベッドから降りた。

「……浮かない顔だな。どうした？」

　朝食を運んできたステファンが、パンと飲み物が乗せられた皿を手渡しながら小首を傾げる。

「拘束されて連行されれば、誰だってそうなるわ……」

　食べ物を目にしたことで空腹を思い出したリサは、力なく言いながらステファンから皿を受け取ってベッドの縁に腰掛けた。

「…………」

　差し出された朝食は、奇しくも酒場の女主人が焼いたトウモロコシ入りの甘い丸パンだった。添えられている紅茶はまだ温かく、柔らかな湯気を立てていた。

「精霊の安否は気にならないか？」

　ステファンが扉に寄りかかりながら、不思議そうに訊ねて来る。

「ちょっとやそっとじゃ死なないわ。それに、手当してくれてるのよね？」

「ああ、そうだ。ミランダがついている」

「そう……」

　静かに相槌を打ち、紅茶に口をつける。少し濃いめに入れられた紅茶には、たっぷりと砂糖が入れられていて甘かった。

「俺も一緒にいいか？」

　そう訊ねるステファンは既にマナメイトの袋を開けて齧り付いている。

「……どうぞ」

　特に追い返す理由も思いつかず、リサは低く承諾の意を示した。

「……それで、どこまでついていけばいいの？」

「……我々執行者の本部、
聖拝機関
 せいはいきかん

 だ。あの壁の向こうにある」

　マナメイトを
囓
 かじ

 っていたステファンが、流し込むようにコーヒーを飲んでから答える。

「執行者って、本当に存在していたのね」

　壁沿いに南下を続けている輸送艇は、速度を落とし始めている。目的地が近いことは、容易に想像出来た。

「魔族の殲滅なくして、平和な生活なんてあり得ないからな。まあ、縁の下の力持ちってところだ」

「そう……」

　ステファンが乾いた笑いを漏らし、マナメイトの残りを口に放り込む。コーヒーで溶かすように咀嚼しながら、ステファンは沈黙したままのリサに問いかけた。

「聖都に行ったことは？」

「ないわ。話には聞いているけど」

　眼前には湖が迫り始めている。青々とした湖に、朝の陽の光が反射するその景色は、美しかった。

「湖は好きか？　聖拝機関からは湖も見える。良い眺めだぞ。ちょうどあの壁の裏辺りだな。なにか聞きたいことは？」

　気を遣ってか、ステファンが早口でまくしたてる。リサは少し考えてから、抑揚なく質問を向けた。

「……街から出るには？」

「今は考えないことだ」

　ステファンが困ったように笑って、コーヒーを飲み干し、姿勢を正した。

「さっ、そろそろ下船の準備をしておけよ。また迎えに来る」

「…………」

　扉が閉ざされ、また部屋に一人になる。いつもは素朴な甘さと芳ばしさが香るトウモロコシのパンは、今日はどうしてかしょっぱく感じられた。

「ご主人！」

　
船渠
 せんきょ

 に係留された輸送艇を降りるリサを、
舷梯
 タラップ

 を駆け上がったシェンフゥが迎える。

「シェンフゥ」

　半日ほど離れていただけだったが、改めてシェンフゥと触れ合うことで安堵を覚えたリサは、込み上げてくる涙に強く目を閉じ、シェンフゥにされるがまま抱きしめられた。

「無事じゃったか？」

　必要以上に密着するわけでもなく、どこか遠慮がちに優しく抱きしめながらシェンフゥが問いかける。リサは静かに頷いて返し、シェンフゥの肩に顎を乗せた。

「……傷はどう？」

　抱きしめ返そうとして止め、シェンフゥの腕の中からそっと身体を起こして訊ねる。シェンフゥはリサの肩を両の手のひらで軽く叩き、にっと八重歯を見せて微笑んだ。

「なに、たいしたことはない。手当も済んでおるからの」

「そう……」

　視線の先には、リサたちを待ち構える聖騎士団とステファンとミランダの姿がある。視線で促すミランダに頷いて応じ、リサはシェンフゥを率いてゆっくりと地上に降りた。

（ここが、聖拝機関……）

　ステファンの言葉をそのまま信じるならば、この時計塔がある建物がその本部ということになる。

　古びた時計塔を仰ぐと、丁度時計の針が動き、午後零時を知らせる鐘が鳴り始めた。

「これからどうなるのかしら……」

「大きな都市じゃ。ここで過ごすのも一興かの」

　時計の音が鳴り響く中、声を潜めてシェンフゥと短く会話する。

「冗談言わないで」

「いずれにせよ今は無理じゃ」

　煉瓦造りの通路を進むと、すぐに建物の入り口が現れる。ステファンらに続いて中に入ると、時計の音は反響して一層大きくなった。

「構造を覚えておくのよ。隙を見て逃げ出して、街に紛れれば——」

　時計塔の鐘の音に乗じて小声での会話を続けていたリサは、ふと気配を感じて、頭上に視線を巡らせた。

「————……」

　螺旋階段の上から二人を見下ろしていた銀髪の少女が、リサに話しかけているかのように唇を動かしている。

「ご主人、呼ばれておるぞ」

　シェンフゥが慌てた様子で歩調を速め、リサを促す。

　リサは階上の少女に目を奪われ、その場に留まった。

「あ……」

　鐘の音が止むと、銀髪の少女は少し残念そうに赤い舌をちろりと覗かせ、片目を瞑って微笑んで見せた。

（綺麗な子……）

　ステファンらのいる方を指差してリサを促し、少女はくるりと背を向けて暗がりの方へと消えていく。

（あの子も、執行者ってこと……？）

　その背に大きな槍のようなものが携えられていることに気づいたリサは、怪訝に眉を顰めた。

（あんな、虫も殺さないような子が魔族専門の殺し屋なの……？）

　年齢は自分の実年齢とそう変わらない気がする。自問したところで、答えが出るはずもない。

　わからないことだらけだと、リサは緩く首を振り、先を歩いていたシェンフゥを追いかけた。

「……わしらはこれからどうなるのじゃ？」

　リサの遅れを怪しまれないようにとの配慮か、シェンフゥが耳を下げ、しおらしく訊ねている。

「それを機関長——アルバレック・ストラヴァウリに決めてもらう」

　ステファンはミランダと並んで
昇降機
 エレベーター

 に乗り込み、
釦
 ボタン

 を操作しながら応えた。

「まあ、悪ぃようにはしないと思うがな」

　鋼鉄製の扉が重々しい音を立てて閉ざされる。

「そういうのをフラグというのじゃぞ」

「またわけのわかんないことを……」

　四人を乗せた昇降機は、最上階で止まった。









「執行者ステファン・ローズウッド及び——」

「ミランダ・オークレー、入ります」

　執務室の札がかけられた重厚な扉を開くと、金糸のような長い髪の若い男性が静かに座して四人を待ち構えていた。

「……ほぅ。人間と精霊のコンビか。珍しい土産もあったもんだぜ」

　ゆっくりと立ち上がりながら出迎えたアルバレックに、シェンフゥがつかつかと歩み寄る。

「わしとご主人をどうするつもりじゃ？」

「俺の言うことを聞くなら、悪いようにはしないつもりだ」

「わしが従うのは、ご主人だけと決めて——」

「あんたは黙ってなさい」

　いつになく好戦的な態度のシェンフゥに、リサが背後から素早く手刀を振り下ろす。

「ぎゃん！」

　その様子を見ていたアルバレックが、声を立てて笑い出した。

「はははっ、面白れぇ！　その様子だと、主従関係はキチンとしてるようだな。……さて、リサとか言ったか？」

「……はい」

　アルバレックの顔から一瞬にして笑みが消え、鋭く刺すような視線がリサに注がれる。

「大筋の話は聞いてる。エーデルワイス家の子女だそうだな。……おっと、そう警戒するな。詳しい事情を聞くつもりはねぇ。少なくとも今はな」

「私は、どうすれば……」

　全てを見透かしたような目で見つめられ、リサは声を震わせる。

「精霊の契約者は珍しい。我々聖拝機関の研究の実験体として幽閉されるか、こいつらと同じ執行者の道へ進み、同士として迎えられるかの二択だ」

「……魔族専門の殺し屋になるということですか……？」

　魔獣相手に苦戦するような自分に、果たしてそれが可能なのだろうか。訝しむようにリサが問うと、アルバレックは唇の端を不敵に吊り上げて笑った。

「ああそうだ。俺の下で、命を賭けて戦え。その術は教えてやる」

　その発言は、冒険者の中でもSランクレベル——命の危険を伴う任務を示唆している。

　——怖い。

　漠然と降りかかる恐ろしい予感に身体が震えている。けれど、実験体になるのだけは絶対に嫌だと、震えを押さえるように強く奥歯を噛んだ。

「……執行者になる道を選びます」

「決めたな？」

　アルバレックが念を押すように訊ね、リサはシェンフゥと目を合わせて深く頷く。

「来月頭から、執行者養成機関へ編入させてやってくれ」

「はっ」

　アルバレックの指示にステファンとミランダが背筋を正して応答する。執行者養成機関への編入が決まったことで、リサとシェンフゥの運命はほぼ決定づけられた。

（……だけど、本当に……）

　自分にそんな戦い方が出来るのかと言えば、全く自信はない。不安を募らせているリサの背後で、軽快なノック音が響いたかと思うと、執務室の扉が静かに開かれた。

「失礼します。ミリス・アークガーデン、入ります」

　おっとりとした優しく歌うような声とともに入室してきたのは、先ほどリサが見かけた少女だ。ミリスと名乗った少女は、リサの視線に気づいて穏やかに微笑むと、アルバレックへと視線を戻した。

「話は聞いてるな、ミリス」

　ミリスが頷きながらリサとシェンフゥを交互に見つめる。

「よし。じゃあ、こいつらを頼む。可愛がってやってくれ」

「……はい」

　優美に微笑んだミリスは、リサとシェンフゥの前へと進み出て右手を差し出した。

「よろしくね、リサ」









　ミリスの案内で長い螺旋階段を降り、渡り廊下を通じて建物を移動する。

　執行者養成機関の寮は、時計塔とは真逆の場所に位置していた。

「……それでね。急で空いてる部屋がないから、私の部屋でしばらく過ごしてもらうことになったんだよ」

　建物や移動の説明を省き、ミリスは二人と同室であることを説明している。シェンフゥはそれに首を
竦
 すく

 め、窓から広い中庭を見渡した。

「わしらは物置小屋でも平気じゃがのぅ」

「そういうわけにも行かないよ。それに、シェンフゥ、怪我をしてるよね？」

　ミリスが鼻をすんすんと鳴らしながらシェンフゥの回りを嗅ぐ。

「あ、まあ……の……」

　シェンフゥが慌てて服の裾を引っ張るようにして整えると、ミリスはにっこりと微笑んで優しく付け加えた。

「後で手当してあげるねぇ。……さっ、着いた。この角部屋が私の部屋だよ」

　ミリスが踊るように軽やかにつま先で移動しながら、扉を開いて二人を招く。

「さあ、どうぞ」

「……ありがとう」

　通されたミリスの部屋は、彼女の外見の印象とは裏腹に、殺風景で生活感のあまりない部屋だった。

「随分広いのぅ……」

　シェンフゥが尻尾を揺らしながら室内に入り、しきりに鼻を鳴らしている。部屋の中は、どこから漂っているのか瑞々しく咲いた花のような甘い芳香が満ちていた。

「たまたまここしか空いてなくて、ずっとここなんだぁ。ベッドも広いから、三人で寝られると思うよ」

　そう言いながらミリスが示すのは、三人が余裕で眠れそうなクイーンサイズのベッドだ。とはいえ、これは元々ミリスが使っているものらしく、その脇のテーブルの上にはリサたちのものと思しき寝具が運び込まれていた。

「わ、私は布団で大丈夫……」

「わしも——」

「えぇー。みんなで一緒に寝るのが楽しみだったのに」

　さすがに遠慮するリサとシェンフゥの腕を取り、絡めながらミリスがしきりに残念がる。

「まだ夜は冷えるし、みんなでくっついて寝ようよ、ね？」

「あ……う、うん……」

　勢いに押されて、思わずリサが頷くと、ミリスは素早くリサの小指と自らの小指を絡めて指切りをした。

「約束だよ。シェンフゥは？」

「いや、わしはご主人一筋と決めて——」

「私もシェンフゥと仲良くなりたいなぁ。……それにね、私、シェンフゥのここに、興味津々なんだよ？」

　ミリスが指先でシェンフゥの肌をなぞりながら、そっと腰に手を回す。

「な、なんじゃぁ……？」

　そのままミリスに距離を詰められたシェンフゥは、珍しく慌てた様子で声を裏返らせた。

（ちょっと、鼻の下が伸びてるじゃない）

　慌てながらも、シェンフゥはミリスに迫られて満更でもない様子だ。

「ふふふ。もふもふ〜」

　人懐っこいミリスは、そのままシェンフゥの背後に回ると、シェンフゥの尻尾に抱きつき、その感触を堪能し始めた。

「おおぅ……」

　ミリスの手のひらが艶めかしくシェンフゥの尻尾の毛並みを整えている。初めのうちは多少の警戒を見せていたものの、ミリスに尻尾を触られるうちにシェンフゥの表情は恍惚としたものに変わっていった。

「こ、この手つきは、なかなか……はふんっ」

「変な声出さないの」

　頬を薄桃色に染めながら微かに喘いでいるシェンフゥの頭を軽く小突く。

「あいたっ」

　シェンフゥはいつもの反応を見せたが、ミリスに止めさせる気はないようで、うっとりとした表情で尻尾を揺らしながらミリスに身を委ねている。

「リサは触らないの？　気持ちいいよ」

「べ、別に……」

　ミリスの誘いを撥ね除け、数少ない荷物を空いているテーブルの上に置いて整理を始める。その間も、シェンフゥが時折漏らす恍惚とした声が耳に入り、リサは苛立ちに唇を噛んだ。

「あ、そうそう。シェンフゥの手当もしなきゃね」

「そ、それならミランダ先生とやらにひとしきり——」

「うん、聞いてるよ。処置用の一式も預かってるから、私が見てあげる……」

　そう言いながら、ミリスがシェンフゥの包帯を解き始める。が、少し包帯を解いたところでミリスが驚いたような声を漏らした。

「え、これ結構酷いんじゃない？」

「……なっ、なに、かすり傷じゃ。自分でやる……。道具はこれじゃな？　浴室を借りるぞ」

　シェンフゥが処置用の道具一式を手に、浴室へと逃げ込む。

「はーい、いってらっしゃーい」

　ミリスは深追いするわけでもなくシェンフゥを見送ると、ベッドの縁に腰掛け、ゆったりとリサの方へ向き直った。

「あいつ、そんなに酷い怪我、してたの……」

　かすり傷だと言われ続けていたが、もしかしたら違うのかもしれない。思い返してみれば、森でリサを庇ってついた傷からの出血は、シェンフゥの衣服を染め上げるほどに多かった。

（一体、なにを隠してるのよ……。私が、ご主人様なのに……）

　沸々と浮かんだ怒りに似た感情に
悶々
 もんもん

 と心の中で呟いているリサに、ミリスが楽しげに声をかけた。

「ふふっ。リサはシェンフゥのことが、心配なんだね」

「ち、違っ。そういうんじゃないから」

　ミリスに心の内を言い当てられ、慌ててする。

「あれ？　違うの？　精霊と契約者ってずーっと一緒なんだよね？　私、てっきり——」

「一緒は一緒だけど、私とシェンフゥはご主人様と従者って関係だし……」

　うっとりと手を合わせているミリスは、リサの説明を途中からはあまり聞いていない様子だ。

「いいなぁ。誰かとずっと一緒って、羨ましい」

「そんなにいいものでもないわよ。あいつのせいで、本当に散々なんだから……」

　手近な椅子に腰掛け、大きく溜息を吐く。ミリスが気を利かせて窓を開けると、温かな昼の風が流れてきた。

「そうかな？」

「そうでしょ」

　窓の外には、廊下から見たものと同じ中庭が広がっている。ステファンが言っていた湖が見られる景色が、寮の側ではないとわかり、リサは椅子の背に肘を預け、頬杖をついた。

「ふぅん……」

　窓辺に立ったミリスが、興味深げにリサを見つめている。なにか言いたげなミリスの視線に、リサは敢えて目を合わせずに溜息を漏らした。

「だって、今もこうして、わけのわからない組織に入れられたし……」

「うーん……」

　リサの呟きにミリスが声のトーンを落とす。その違いに気づいてリサが顔を上げると、ミリスは儚げに微笑んで続けた。

「聖拝機関は確かにオープンな組織じゃないけど、……だけどね、身寄りのない私を拾ってくれた組織だし、そんなに悪いところじゃないと思うよ」

「あ……」

　ミリスの表情の意味に気づき、失言に気づく。

「ご、ごめんなさい。そういう意味じゃ——」

「ううん、いいの」

　弁解を述べようとしたリサを、やんわりと制してミリスは穏やかな笑顔を浮かべた。

「連れてこられたばかりだし、まだ混乱してるよね。ゆっくり慣れたらいいと思うよ」

「……うん、ごめん……」

　ミリスの気遣いは嬉しかったが、それを言い訳にはしたくないと素直に謝罪を口にする。ミリスはそれを笑顔で頷いて受け容れ、思いついたように指先を合わせた。

「そうだ！　リサが安心して過ごせるように、私がなんでも教えてあげるからね」

「あ、ありがとう……。部屋も、一緒になってくれて本当に……なんて言ったらいいか……」

　ミリスの穏やかな口調とさりげない優しさに癒やされながら、リサも幾分か落ち着きを取り戻す。

「ふふっ。どういたしまして。私たち、仲良くなれたらいいよね」

「うん。よろしくね、ミリス」

　寮での生活は、思っていた以上に快適そうではある。とはいえ、本格的に家に帰ることを諦めなければならなくなったことを頭の端に追いやりながら、リサはミリスと改めて握手を交わした。

　浴室からはシェンフゥが使う
散湯魔導器
 シャワー

 の音が、長く響いていた。


第十三話　学び舎のリサ
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　リサとシェンフゥが、聖拝機関へ連行されて数日後——。





　二人の執行者養成機関への編入が正式に決定され、編入手続きを終えた二人のための部屋も用意された。

「ここがわしらの新しい住み処か。なかなか良いのぅ」

　新しい部屋には最低限の家具が備えられている。一人用のベッドが二つ、引き出しを備えたベッドサイドテーブルを挟んで置かれており、シェンフゥは早速その一つの上に陣取った。

「デスクとテーブルが一つずつ……。まあまあね」

　ミリスの部屋の半分ほどの広さしかないが、それでも二人で過ごすには充分に快適そうではある。二人の手持ちの荷物はあまりなく、先に用意されていた執行者養成機関で使用する真新しい教材の方が多いほどだ。

「……あれが制服……」

　ミリスが着ていたものと同じ制服が、ウォールハンガーにかけられている。真新しい制服を目の当たりにして、ようやく編入の実感が湧いてきたリサは、ベッドの方から聞こえて来た何かを引き摺る音に怪訝に眉を
顰
 ひそ

 めた。

「……で、なにしてるの？」

「おお、こうしてくっつければ広々と眠れると思ってのぅ」

　シェンフゥがベッドサイドテーブルの配置を換え、二つのベッドを並べてひとつにしようと試みている。

「あんたのそれは眠るためじゃないでしょうに……」

　シェンフゥの企みに気づいてリサが溜息を吐いていると、部屋の扉がノックされ、ミリスが姿を見せた。

「これ、食堂の食事、もらってきたよ。すっかり遅くなっちゃってごめんね」

　片手で大きな銀のトレイを手にしたミリスが夕食を運んでくる。リサはトレイが置けるようにテーブルの上を片付け、ミリスを促した。

「私もなにかお礼がしたかったし、掃除と模様替えくらい、お安い御用よ」

「何から何まで、本当にありがとう。ミリス」

「ううん。お部屋も綺麗になったし、またいつでも遊びにきてね。斜め上の部屋だから、何かあれば聞こえちゃうかも」

　ミリスが愛想の良い笑みを浮かべながら応じる。最後の方は少し声のトーンを落として悪戯っぽい口調で話すミリスは、その続きをリサにそっと耳打ちした。

「シェンフゥと喧嘩したら、私のとこに来てくれてもいいからね」

「……本当にそうしたいわ」

　ミリスの申し出を有り難く思いながら、ダブルベッドと化したベッドを横目で睨む。丁寧にシーツの皺を伸ばしながらベッドを整えていたシェンフゥは、その視線に気づいて顔を上げた。

「……なんじゃ、なんじゃ？　わしに黙って内緒話かの？」

「そうよ、悪い？」

　リサに睨まれたシェンフゥの尻尾が、元気なく下がる。それに気づいたミリスが、ベッドに飛び込むようにシェンフゥの尻尾に抱きついた。

「わっ！」

「ふふふっ、シェンフゥのこの尻尾ともしばらくお別れだねぇ」

「まあ、明日からは授業でも会えるんでしょ？」

　今まではミリスの部屋で幽閉状態だったが、それももう終わりだ。ミリスは大きく頷くと、嬉しそうに目許を綻ばせた。

「うん。同じクラスで私の隣の席だよ。楽しみだねぇ」

「……そうね」

　普通の学校との違いがまだわからないが、ミリスが言うなら楽しいのかもしれないと思えるから不思議だ。

　——夜が明ければ、明日からは執行者養成機関に通うようになる。

　ミリスと過ごす数日のうちに漠然とした不安は、幾分か解消され、また学校に通うような気分がリサの中に生まれていた。

（明日から——）

　新しい生活のことに思いを巡らせながら、何気なく窓の外を見遣る。と、不意に夜闇を裂くように稲妻が
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 ほとばし

 った。

「きゃっ」

「リサ、雷が怖いの？」

　思わず声を上げたリサをミリスが素早く抱き寄せる。ミリスの柔らかな肌が当たる感触に頬が熱くなるのを感じながら、リサは誤魔化すようにもう一度窓の外へと視線を向けた。

「ちょっとびっくりしただけ……。あっ、また光った……」

　少しの間を空けて雷鳴が轟く。

「……ちょっと遠くみたいね」

　癖のように雷とのおよその距離を割り出して安堵すると、ミリスが驚いた様子でリサの顔を覗き込んだ。

「リサ、雷の距離がわかるの？」

「ええ、家庭教師に習ってたから……」

「へぇ〜。リサって頭、いいんだねぇ」

　ミリスが感心したようにリサの肩に手を置き、まじまじと目を覗き込んでくる。

「学校には通ってたし。家庭教師もいたから……。あっ、でも、もう四年もそういうところから離れてるから……。養成機関の勉強にも、ついていけるか心配かも……」

　全く目を逸らそうともせず真っ直ぐに見つめてくるミリスの視線が、リサにはくすぐったい。憧れのような光を宿しているミリスに見つめられて照れながら、なんとか自分なりの不安を口にする。ミリスはそんなリサの肩に改めて手のひらを置き直しながら、緩く頭を振って見せた。

「大丈夫だよ。リサは大丈夫な気がする。何でも私に聞いて良いからね」

「ありがとう、ミリス」

　ミリスの力強い励ましが心強い。微笑み返して頷くと、遠雷とともに大粒の雨が降り出した。

「あっ、お部屋の窓開けっぱなしだ！」

　窓から吹き込んでくる雨に、ミリスが慌てた様子で声を上げる。

「急いだ方がいいよ」

「じゃあ、また明日。迎えに行くね」

　窓を閉めながらリサが促すと、ミリスはあっという間に部屋を後にし、足音は廊下の向こうへと消えていった。

「……ふぅ。やっと二人きりじゃのぅ、ご主人」

　ミリスの退室を見送ったシェンフゥが、ベッドから身を起こし、夕食を摘まみながら寛いでいる。

「どうせなら、ミリスと三人が良かったわ」

「う、浮気かの！？」

　窓枠に溜まった雨粒を手のひらで払いながら呟くと、シェンフゥが大仰な声を上げた。

「なんで浮気になるのよ。違うわよ。第一、あんたとは『契約』以外のなんの関係もないんだから……」

　呟きながら、首にかけたままの天狐の首飾りを恨めしく見つめる。銀のトレイの上の夕食は、まだ温かな湯気を立てていたが、シェンフゥと二人で囲む気が起きずに、リサはベッドの端に腰掛けた。

「のぅ、ご主人……」

　ベッドに腰掛けたリサに近づいたシェンフゥが、当然のように太腿に頭を預けて寝転がる。

「折り入って頼みごとがあるのじゃが……」

「あんたの頼みごとって、どうせ『食事』でしょ？」

　上目遣いで話しかけられたリサは、溜息を吐きながら座る位置を変え、シェンフゥの頭をベッドの上に落とした。

「左様。雨のせいか、傷が痛むのじゃ。頼む……わしを助けると思って——」

「手当してもらってるんだから、急に治ったりしたら怪しまれるわよ」

　ベッドの傍に膝立ちになったシェンフゥが、縋るようにリサの脚にしがみつく。それを振り払う気力も起きずに、リサは抑揚なくシェンフゥに告げた。

「それに、とてもそんな気分になれないわ」

「そんなぁ……。わしは、ご主人との『食事』だけを生きがいにしておるのに、あんまりじゃ……。それにミリスとおるときは我慢しておったではないか……」

　いつもの泣き真似か、シェンフゥが啜り泣くような声を漏らして懇願している。

「それが普通なの。これを機に『食事』しなくても良いようにしなさい」

　リサは心の中で深く溜息を吐きながら、シェンフゥが諦めるよう淡々と諭した。

「それは『契約』がある限り、無理というもの……。かくなる上は——」

　シェンフゥが顔を上げ、視線を天狐の首飾りへと向ける。

「その手は喰わないわ」

　首飾りの呪いを発動しようとしていることに気づいたリサは、怒りに任せて、天狐の首飾りを引きちぎると、勢い良く投げ捨てた。

「あっ！」

　シェンフゥが愕然とした表情で悲鳴のような声を上げる。リサが投げた天狐の首飾りは、窓ガラスを破り、そのまま外へと消えた。

「あああああっ！　なんということを！」

「あんたも出て行きなさい！」

　悲鳴を上げながら立ち上がったシェンフゥを強く押し、部屋から追い出す。

　シェンフゥは謝罪とも嘆きともつかない声を上げていたが、リサは一切聞く耳持たずに扉を閉め、内側から鍵を掛けた。
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「明日からは、リサとシェンフゥがクラスメイトかぁ。ふふふ、楽しみだなぁ」

　鼻歌交じりに制服に丁寧にブラシをかけるミリスの耳に、リサとシェンフゥの言い争う声と、ガラスが割れる音が飛び込んでくる。

「あっ」

　尋常ではない様子にミリスはベッドから降りると、窓を開けて辺りを見渡した。

「今の、リサの部屋だよね？」

　窓を開けて、辺りを見回す。

「あーあ……やっちゃった」

　ミリスの部屋から見て斜め左下にあるリサたちの部屋は、ガラスが割れてカーテンが激しく風にたなびいていた。

「精霊と『契約』するのって大変なのかなぁ？　シェンフゥもリサを独り占めできてるわけじゃないみたいだよね」

　苦笑を浮かべながら窓を半分閉じ、ベッドサイドテーブルの引き出しを開く。支給品である携帯型通信魔導器『エニグマ』を取り出したミリスは、通話釦を押し、通信を始めた。

「ミランダ先生……。はい……やっぱり、思ったとおり喧嘩しちゃったみたいです。リサの部屋、窓ガラスが割れたので後で手配を——」

　ミランダと連絡をつけたミリスは、次の指示に唇の端を持ち上げて微笑む。

「わかりました。引き続き、監視を続けます」

　通話が終わると元通り
携帯型通信魔導器
 エニグマ

 を引き出しに戻し、ミリスはゆったりとした動作で窓辺へと寄った。

「さて、シェンフゥはどこかなぁ？」

　もう一度窓の外に目を凝らすと、暗闇の中に人影が見えた。

　雨に濡れてシルエットは変わっていたが、尻尾と狐耳から、シェンフゥであることは明らかだった。

「追い出されちゃったのかな。かわいそう……」

　シェンフゥは、傘も差さずにずぶ濡れで庭に出ている。所在なさげにうろうろと庭を歩き回っていたが、その足取りはリサの部屋の窓の周辺に集中しているように見えた。

「脱走しようって感じじゃないよね。……なにか探してる？」

　雨を払うように時折身体を大きく震わせながら、シェンフゥが庭のあちこちを嗅ぎ回るように姿勢を低くしている。

　だが、目当てのものは見つからないらしく、途方に暮れた様子でしきりに目許を擦っている様子が窺える。

「……あっ、側溝に入って……。なにか余程大事なものを、なくしたのかな？」

　窓から飛んでいったものが、恐らくそれであることは間違いないだろう。降り続く雨が流れ込む側溝は、水の流れが激しく、シェンフゥは何度も脚をとられて転びながらも懸命に何かを探し続けている。

「今は夜だし、見つからないと思うけど……」

　いつ止めるべきか迷いながら、ミリスはシェンフゥを観察している。窓を開け放したままのミリスの部屋にも雨が吹き込み、窓の桟や床を濡らしていく。

「シェンフゥ……」

　探し物が見つかずにシェンフゥが力なく首を横に振っている。雨で濡れている上に
昏
 くら

 いため、その表情はわからなかったが、下がった耳と尻尾を見ればシェンフゥが泣きそうになっていることが想像できた。

　シェンフゥの懸命の捜索を嘲笑うように雷鳴が近づき、雨は一層激しく降り注ぐ。なおも諦めずに別の側溝に脚を踏み入れたシェンフゥだったが、その身体は不意に大きく傾ぎ、雨の中に崩れた。

「あっ、大変！」

　咄嗟に
邪法
 ゲヘナ

 で背の羽を出したミリスは、窓から飛び立つと、シェンフゥを
攫
 さら

 うように抱えて部屋へと戻った。

「……こんなになっちゃって、かわいそうに……」

　ひとまず床にシェンフゥを下ろしたミリスは、荒く呼吸を繰り返しながら
呻
 うめ

 くシェンフゥの顔に張り付いた髪を丁寧に退かした。

　傷が痛むのか苦しげに顔を歪めているシェンフゥの目許には、雨とは違う水滴が幾筋も流れていた。





　　　＊
 　＊
 　＊






　濡れた衣服を取り払われ、バスローブに着替えさせられたシェンフゥが、大判のタオルがたっぷりと敷かれたベッドの上にぐったりと横たわっている。

　バスローブの上をはだけ、シェンフゥの傷の具合を確かめていたミリスは、包帯の下から露わになった痛々しい傷口に顔を歪めた。

「んー、やっぱりここ、悪化してる……。もうちょっと明るくして……と」

　
蝙蝠
 こうもり

 のような皮膜で覆われた背中の羽を操って音もなく飛び、部屋の電気をひとつ増やす。部屋の明かりが眩く灯ったことで気がついたのか、シェンフゥが飛び起きた。

「こ、ここは！？」

「まだ寝てないとダメだよ」

　ミリスが羽ばたきながらつとシェンフゥに寄り、やんわりと肩を押す。

「うぅ……」

　シェンフゥは傷が痛むのか、低く
呻
 うめ

 いてミリスに従い、ベッドに身体を戻した。

「ここは、私の部屋だよ。中庭で倒れてたの、覚えてない？」

　ミリスが換えの包帯と
綿紗
 ガーゼ

 を準備しながら訊ねる。その背で動く羽に、シェンフゥがはっと息を呑んだ。

「おぬし、その羽は——」

「あっ、しまうの忘れてた。リサには内緒だよ」

　ミリスが片目を瞑って舌先を覗かせながら、小声で言う。

「…………」

　訝しむようなシェンフゥの視線に穏やかに微笑み、ミリスはベッドの縁に四つん這いになって乗ると、顔を寄せ、シェンフゥの顔を真っ直ぐに覗き込んだ。

「リサとは、段階を踏んで仲良くなりたいの。いきなりハーフ・サキュバスだって言われたら、びっくりしちゃうでしょ？」

　シェンフゥの目を見つめながら、ミリスが落ち着いた口調で説得する。

「それは……確かに……」

　ミリスの言い分に、シェンフゥが同意を示す。その視線は、背の羽が煙のように消えていくのを見届けていた。

「だから、内緒にして？　その代わり、私がシェンフゥを助けてあげる」

　ミリスがゆっくりと身体を起こし、穏やかに微笑む。

「リサと仲直り、したいでしょ？」

「ど、どうしてそれを！？」

　不思議そうに瞬きをしていたシェンフゥが、ミリスのその言葉に驚きの声を上げる。

「しばらく一緒にいたんだもん。見てたらわかるよ」

「……あんなに怒らせるとは思わなんだ。わしは……一体どうしたら……。うぅ……」

　明らかな動揺を示すシェンフゥの目が、見る間に涙で濡れていく。ミリスは顔を近づけ、頬を伝う涙を舌先で拭うと、瞼に優しく口付けた。

「泣かないの。とにかく、今は傷の手当てが大事だよ。手当してあげるから、今夜はなにも考えないで休んで」

　ミリスに促され、シェンフゥが力なく目を閉じる。

「……済まぬ……」

「ううん。これは私が好きでしてることだから、謝らなくていいよ」

　うわごとのように呟かれた言葉にミリスは頷き、シェンフゥの手を取ると、その甲にそっと口付けた。





　　　＊
 　＊
 　＊






「今日から特例で生徒が二人増えることになった。リサ・エーデルワイスと獣牙族のシェンフゥだ」

　教室の中から、ステファンがリサたちを紹介する声が聞こえてくる。

　廊下に離れて立っていたリサとシェンフゥは、ステファンに招かれ、続いて教室に入った。

　机と椅子が一体になったものが、階段上に長く続いている。後方の席に座っていたミリスが、リサに微笑みかけ、自分の隣の席を示した。

「リサ・エーデルワイスです。よろしくお願いします」

　ミリスに笑顔を返し、ゆっくりと頭を垂れる。いつの間にか隣に並んでいたシェンフゥも、リサに便乗するように頭を垂れ、それから尻尾を揺らしながら黒板の方を振り返った。

「おお、夢にまで見た転校生の紹介シーン。そうしてめくるめく青春の日々が——」

「…………」

　何事もなかったかのように話しかけるシェンフゥの言葉を無視して、リサはミリスの隣へと歩を進める。席へ進む間、好奇の目が向けられていたが、リサは曖昧に微笑みながら、そつなく応じて席に着いた。

「……ご、ご主人……」

　慌てた様子でリサの後ろを追ってきたシェンフゥが、隣に座ろうとする。

「……っ」

　リサが素早く手のひらを動かし、追い払うような仕草を見せると、シェンフゥは露骨に耳を下げ、ひとつ後ろの席へと移った。









　一週間後——

　執行者養成機関の生徒として過ごし始めたリサは、最悪の状況に陥っていた。

（あぁ……。あの首飾りで、この首の寂しさを埋めたい……）

　怒りに任せて天狐の首飾りを窓から投げ捨てて、今日で七日目だ。シェンフゥはミリスの部屋に保護されているらしく、言い付け通りリサの部屋には戻ってこない。

　天狐の首飾りも同様に手元に戻ってはおらず、首飾りの呪いで生じる禁断症状がリサを苦しめていた。

（あの陶器のつやつやとした肌触りで、柔らかく首を締め付けて、拘束されたい……）

　あれほど不自由で忌まわしいと思っていた天狐の首飾りを、身体が求めてしまっている。教室へ向かうはずのリサの脚は、知らず中庭へと向かい、その視線は天狐の首飾りを求めて
彷徨
 さまよ

 っていた。

「リサ、教室はこっちだよ」

「……え、あ、ごめん……」

　リサが中庭に入っていくのに気づいたミリスが、渡り廊下から声をかける。シェンフゥの姿が見当たらないように思えたが、柱の陰から密かに様子を窺っているのか、隠し切れていない尻尾の先が目に留まった。

（なんで、探してこないのよ……）

　この一週間、なにもしてこないシェンフゥにリサの苛立ちは募っていく。仲違いしたまま、一言も口を利かずに過ごしているが、シェンフゥもリサに遠慮してか話しかけてくる様子はなかった。





　階段状に机と椅子が並ぶ広い教室に入り、定位置となっている後ろの窓際の席に座る。ミリスはリサの隣に座したが、シェンフゥは距離を取って二つ後ろの席に座る気配がした。

「さて、本日は先月の聖華史の復習から始める。編入の二人、後でレポートを提出するように」

「はい」

　教壇に立ったミランダが、座学の授業を始める。
聖華
 せいか

 史の授業は、リサがかつて通っていた学校でも行われており、教科書に書かれている内容もほぼ記憶と相違なかった。

（このまま首飾りが見つからなかったら……）

　首許がふと寂しくなり、手のひらで擦る。視線は窓の外にある中庭へと自然に向けられた。あのどこかに天狐の首飾りがあると思うと、教室から飛び降りて今すぐ探しに行きたいとさえ思えてくる。それだけ、リサの天狐の首飾りに対する禁断症状は進行していた。

（このままだと、私、狂ってしまいそう……）

　頭の中で、天狐の首飾りのあの妖しい目の光が明滅している。禁断症状から来る幻覚に誘い込まれるような感覚に、リサは激しく首を振り、肩で大きく息を吐いた。

「リサ・エーデルワイス」

「……リサ、呼ばれてるよ」

　首飾りのことで頭がいっぱいで気づかなかったが、教壇の上のミランダがリサに冷たい視線を注いでいる。

「あっ」

　思わず反応して立ち上がったリサに、ミランダが静かに問いかけた。

「質問を聞いていたか？」

「え、あ……」

　黒板には、聖華暦四〇二〜四七八年を記す年表のようなものが書かれている。括弧書きになっている部分に入る事柄を入れよ、という質問なのだろう。

「リサ・エーデルワイス。答えは？」

　人類の存亡をかけた人と魔族の戦争、執行者となる者にとって必須の知識だ。

「……人魔大戦……です」

　記憶と照合させながら推測した質問に答えを当てはめて答える。ミランダは少し驚いたような表情を浮かべたが、すぐにいつもの表情に戻り、抑揚なく告げた。

「よろしい。だが、授業はちゃんと聞くことだ」

「すみません……」

　力なく呟き、着席する。授業に集中しようと、ペンを手に取ったが、黒板を見ていた筈の視線はいつの間にか中庭へと戻っていた。

（あぁ、欲しい、欲しくてたまらない……）

「リサ、大丈夫？」

　すぐ隣に座っているはずのミリスの声が、どこか遠くで聞こえているように感じられる。窓の外に天狐の首飾りを思い描いたリサは、首許を押さえ、堪えるように目を閉じた。

「具合、悪いの？」

「……あ、うん……」

　自覚したことで身体が火照ったように熱くなり始め、動悸が酷くなっていく。喘ぐように息を吐きながら机に突っ伏したリサに、後ろの座席で誰かが立ち上がるような音がした。

「ミラ——」

「ミランダ先生！　リサの具合が悪そうなので、救護室へ行きたいです」

　微かに響いたシェンフゥの声を遮るようにミリスが立ち上がり、ミランダに訴える。

「そうか。許可する」

　ミランダの許可を得たミリスに肩を借り、リサは荒く息を吐きながら救護室へと向かった。





「本当にごめんね。迷惑かけて……」

「迷惑だなんて、思ってないよ。私がしたくてしてるだけ」

「……ねぇ、大丈夫？　編入初日も様子がおかしかったけど、なんだかどんどん具合が悪くなってるみたいに見えるけど……」

「あ、うん……」

　心配そうにミリスに顔を覗き込まれ、咄嗟に目を逸らす。

「シェンフゥと喧嘩したせい？」

　ミリスのその質問で、誤魔化しきれないと思い直したリサは、視線を戻して迷いながら口を開いた。

「ううん、それは直接は関係なくて……。実は、『契約』の証である天狐の首飾りを投げ捨てちゃったの……」

「それがなくなると、どうなるの？　シェンフゥとの『契約』が終わったわけじゃないみたいだけど」

　事情をシェンフゥから聞いていないのか、ミリスが穏やかに訊ねて来る。リサは相槌を打ち、ゆっくりと上体を起こした。

「うん。『契約』は終わらない……。ただ、私があの首飾りが欲しくて欲しくて堪らなくなるだけ……」

　制服の釦を外し、首許の無数のひっかき傷を示す。理性が働かない眠っている間に無意識につけたその痕に、ミリスは小さく息を呑んだ。

「頭の中が、全部、そのことしか考えられなくなって……身体もなんだか変になっちゃうの」

「そうだったんだ……。それは辛いね」

　傷には驚いたものの、ミリスはリサを否定せず、ただただ心配そうに見つめている。

「ねえ。その天狐の首飾りがあれば、リサは元に戻る？」

「えっ？　ええ……。でも、シェンフゥが——」

　冷静に考えてみれば、探していないはずはないのだ。だとすれば本当にこのまま首飾りの禁断症状で狂ってしまうかもしれない。その可能性に気づいたリサは、急に怖くなってミリスに抱きついた。

「ミリス、どうしよう。私、このままおかしくなっちゃうかも……。私、私、そんなつもりじゃ……」

「大丈夫。大丈夫だよ、リサ」

　恐慌状態に陥りかけたリサを、優しく抱き留めたミリスが、宥めるように優しく髪を撫でる。

「ミリス……？」

　しばらくそうされるうちに落ち着きを取り戻したリサが、涙に濡れた顔を上げると、ミリスは指先でリサの涙をそっと払い、目の高さに屈んで頼もしく頷いた。

「大丈夫。私に任せて」

　ミリスの目が妖しげな光を宿す。

「あ……」

　優しく穏やかなミリスの顔にリサが魅入った次の瞬間、リサの身体はベッドに力なく崩れた。

「大丈夫だよ。私が、ちゃぁんと見つけ出してあげるからね」

　そう言いながらミリスはリサに顔を近づけると、気を失ったリサの唇の端を舌先で舐めた。









　中庭を軽やかな足取りで進むミリスが、端にある側溝へと辿り着く。

「ふふっ。リサの匂い、甘くて良い匂いだったなぁ。やっぱり美味しそう……」

　先ほど味わったリサの唇の味を思い出すように舌先を覗かせ、ミリスはうっとりと胸の前で手を合わせた。

「リサのエーテルも同じ気配がしてるよねぇ」

　呟きながらミリスは側溝の脇にある小さな建物の扉を開いた。施錠されていないその場所には、鋼鉄の丸い蓋があり、ミリスはそれを軽々と外し、中の梯子を伝って降り始めた。

「未熟で、危なっかしくて……守ってあげたくなるみたいな……。あぁ、早く食べたいなぁ」

　魔族は人間のエーテルを糧にする習性がある。半魔であるミリスにもその習性が備わっているのだ。

「私が『夢喰い』したくなるなんて、リサはやっぱり特別なんだよねぇ」

　くすくすと笑いながら、ミリスはリサのエーテルの気配を頼りに、天狐の首飾りを探し始めた。


第十四話　仲直りの夜





　例えるならば、甘い砂糖の沼に脚を取られて動けなくなるような夢だった。

　あれほど渇望していた天狐の首飾りへの欲求に拮抗する何かが、リサの中に芽生え、リサは熱に浮かされたかのように新たな欲求の海を漂っていた。

「——サ、リサ……」

　吐息のような微かな風が、鼻先をくすぐっている。呼び声に目を開いたリサは、間近に迫ったミリスの顔に目を瞬いた。

「ミリス……」

「調子はどう？」

　ミリスが微笑みながら上体を起こし、リサの首許をつつくように指差す。

「あ——」

　首許に元通り天狐の首飾りが戻っている。首飾りの禁断症状は嘘のように解け、リサは久しぶりに感じる正常な思考に感謝しながら、ミリスを見つめた。

「見つけてくれたの？」

「うん。下水路に落ちて、結構流されちゃってたみたい。シェンフゥが見つけられないわけだねぇ」

　明るく微笑むミリスの服や靴は、下水道にはいったせいかかなり汚れている。ミリスの白い肌にも擦過傷のような傷が幾つか残されており、リサは起き上がりながら涙で潤んだ目許を強く擦った。

「私のために、こんなに……。本当に、なんて言ったら——」

　感謝の言葉だけでは足りない気がして唇を震わせるリサに、ミリスが柔らかな笑みを向ける。

「ううん。リサが私を頼って、本当のこと、話してくれたから、力になりたかったの」

「ミリス……」

　ミリスの温かさに触れ、リサの目からはまた涙が零れてくる。嬉しくて泣いたのは一体いつぶりだっただろう。

「ミリス……」

　その名を呼ぶことしか出来ずに、手を広げる。

「うん……」

　リサのしようとしていたことを察したミリスが、ゆったりと身体を倒し、リサの腕の中に収まった。

「本当に、ありがとう……」

　ミリスの肩に顔を埋め、リサが鼻を啜る。

「私、リサの役に立てたかな？」

　ミリスはそれにくすりと笑い、リサの髪を指先で
弄
 もてあそ

 ぶように撫でた。

「もちろんよ。感謝しても、しきれないわ」

「ふふふっ、良かったぁ。それでね、リサに会いたがっている人がいるんだけど、いい？」

　ミリスが身体を起こしながら、リサの視線を誘導する。

「…………」

　救護室の戸口にシェンフゥの尻尾を見留め、リサは苦笑を浮かべて溜息を吐いた。

「シェンフゥ……」

　随分と反省しているらしく、その尻尾はまだしゅんとして垂れ下がったままだ。

「シェンフゥ、すごく反省してたよ。なにがあったかは聞かないけど、私に免じて許してくれたら嬉しいな」

　ミリスがリサの手を取り、訴えるように口を開く。その真摯な表情にリサは困ったように眉を下げた。

「ミリス……」

「三人でまた仲良く過ごしたいの。いけない？」

　ミリスにそう言われて、無下にできるはずもない。

「ううん」

　リサはミリスの手を握り返して応じ、緩く頭を振った。

「シェンフゥのあの怪我も、私を庇ったせいだったから……。あいつ、自分のことしか考えてないと思って怒ってたけど……でも、違うわよね」

「……リサ」

　自嘲気味に苦笑を浮かべながらベッドから降りると、リサは靴を履き、戸口に隠れたままのシェンフゥに呼びかけた。

「いつまでそこに隠れてるつもり？」

「……ご、ご主人……わしは……その……」

　びくりと尻尾が震えるように反応し、
躊躇
 ためら

 うようにシェンフゥが顔を覗かせる。怯えた様子のシェンフゥにつかつかと歩み寄ると、リサはシェンフゥの目を真っ直ぐに見つめた。

「ミリスに感謝することね」

「そ、それはどういう——」

　微かに口元を緩めたリサに反応し、シェンフゥの表情が僅かに緩む。表情はまだこわばったままだったが、シェンフゥの尻尾は期待の予感にゆったりと揺れ始めていた。

「許してあげるって言ってるの。行くわよ」

　わかりやすいシェンフゥの反応に小さく笑い、素っ気なく言いながらシェンフゥの手を取る。

「ご、ご主人！」

　リサの許しを得たシェンフゥは、泣き出しそうな声を上げ、リサと腕を絡めて密着した。

「ベタベタくっつかないの！」

「ふふふっ、私もリサと手、繋ぎたいなぁ」

　救護室で二人の様子を見守っていたミリスが、リサの空いている方の手を取り、指を絡めて繋ぐ。

「三人で寮へ戻ろうねぇ」

「……もう、仕方ないんだから……」

　ミリスに上手く丸め込まれたリサは、そのまま二人と手を繋ぎ、寮へと戻った。





　　　＊
 　＊
 　＊






「はぁ、久しぶりのご主人の匂いじゃぁ……」

　ミリスと別れ、寮の自分たちの部屋へと戻ると、久しぶりの自室の匂いにうっとりと目を細めたシェンフゥが、扉の前でしきりに鼻を鳴らしはじめた。

「そんなに熱心に嗅がないの。……あ、直接嗅げって意味じゃないからね？」

　言いながら自分のベッドまで進み、ふとシェンフゥの気配が止まっていることに気づく。

「シェンフゥ？」

　振り返った先、部屋の入り口でシェンフゥはなぜか正座をしている。

「何してるの？」

「反省の意を示しておるのじゃ。この度は、ご主人の気分を害し、誠に申し訳なく……。海よりも深く、山よりも高く反省して——」

「なんなのよ、それ。とにかく、もう怒ってないから」

　神妙な様子のシェンフゥに、腰に手を当てて溜息を吐きながら立つように促す。

「まことか？」

　シェンフゥはすぐに応じて立ち上がり、リサに飛びつこうとしたが、リサの人差し指がその鼻先に突きつけられる方が早かった。

「でも『食事』に関するルールを決めましょ」

「ル、ルール……」

　リサの提案に、シェンフゥがごくりと喉を鳴らす。

「あんたが好きなときに好きなだけ、あんなことされたらたまらないわよ」

　そう言いながらリサは頭の中で考えを
纏
 まと

 めると、ルールを呈示した。

「まず、『食事』は一ヶ月に一度」

「なんじゃと……」

　シェンフゥの顔が真顔に変わる。愕然としている表情なのだろう。

「返事は？」

「ふぁい」

　応じるシェンフゥは、明らかに不満そうに唇を尖らせている。

「真面目に」

　リサが厳しい口調で促すと、シェンフゥは困ったように身体をくねらせながら訴えた。

「……うぅ……。せめて、緊急時も足してはくれぬかのぅ」

　シェンフゥの傷の回復のためには、早急に『食事』が必要だろう。そのことを思い出したリサは、軽く息を吐いて、応じた。

「……仕方ないわね。じゃあ、緊急時は例外ね」

「ほっ」

　リサの許可が下りたことで、シェンフゥが大仰に安堵の溜息を吐く。

「くれぐれも悪用しないように」

「……わかっておる」

　狐耳が少し下がっているのは、シェンフゥが真面目にリサとの約束を守ろうとしている証だ。リサはそれを見留めると、もうひとつのルールを告げた。

「次に、首飾りの呪いを使って、勝手に私と『食事』しようとしないこと」

「ど、どうしてじゃ！？」

　今度はあからさまに驚いて、シェンフゥがリサに詰め寄る。

「私だって、その……色々……タイミングとか、あるのよ……」

　手のひらでシェンフゥを制しながら、リサが理由を述べると、シェンフゥの表情が一変した。

「おぉ。つまり、気分が乗っているときにしたいということじゃな？」

「馬鹿っ。そんなこと、一言も言ってないでしょ」

　全力で否定するが、図らずも声が裏返る。

「わかっておる、わしには、わかっておるぞ」

「いや、絶対全然わかってないわ」

　反論のつもりが、逆にシェンフゥを喜ばせる結果となり、リサは溜息を吐いた。

（まあ、笑顔になってくれたなら……いっか……）

　シェンフゥの顔には、いつの間にか笑顔が戻っている。そのことに少し安堵しながら、リサは大きく息を吐き、シェンフゥの手を取った。

「それから、私の方こそ今回はごめんなさい」

「ご主人……？」

　顔を見ることが出来ずに、俯いたままシェンフゥの手を握る指先に力を込める。

「そもそもあんたさえいなければ、こんなことにはならなかったけど……」

「随分な言われようじゃ……」

　シェンフゥは苦笑を漏らしたが、否定せずにリサの発言を受け容れた。

「でも、その責任を果たそうとシェンフゥは常に私を案じて、努力してきてくれたでしょ？　今回のこともそう……無理矢理逃げたりしなかった」

「まあ、逃げても『食事』を渇望している状況では逃げ切れぬじゃろうからな」

　シェンフゥが自虐的に力ない笑いを漏らす。

「そうね。振り返ってみれば、そうだってわかることがたくさんあるのに、私はどうだっただろうって、気づいた……」

　——今ならば素直になれるような気がする。

　心にずっと引っかかっていたことを、リサはつっかえながら話し始めた。

「……私は、全部シェンフゥのせいにして、文句を言うばかりだった。……もう四年も経つのに、自分の願いが発端だってわかってるのに……」

「それは、わしもおぬしを騙しておったところがあるから、なんとも……」

　リサの痛切なまでの想いを感じ取ったのか、シェンフゥが口を挟む。

「本当に、あんたのせいには違いないんだけどね」

　顔を上げたリサが軽くシェンフゥの腕を肘で小突く。

「かかかっ、全部わしのせいじゃぞ。ご主人は、なにも悪くない」

「馬鹿っ」

　いつになく大袈裟に、自分の非を認めるシェンフゥの優しさに思わず噴き出す。シェンフゥはリサの笑顔に破顔し、二人は向き合って笑い合った。





　ひとしきり笑い、気が晴れたことで本題に入る心の準備が出来た。

「……あの怪我、まだ痛む？」

　怪我を気遣って問うと、シェンフゥは服の上から傷の位置を撫でて見せた。

「かすり傷なんじゃが、しぶとくてのぉ」

　その手つきは、傷に触れないようにと努めてか、どこかぎこちない。

「……『食事』、今摂っても……いいわよ？」

　おずおずと申し出たリサに、シェンフゥの目が輝く。

「なんじゃと！？　ご、ご主人、それは、本当に本当のあの『食事』のことな——」

「うるさい！」

　恥ずかしさも手伝って、リサは勢いよくシェンフゥの唇を塞いだ。

「……ご、ごめ——」

　歯が少し当たり、慌てて離れようとしたが、その後頭部をシェンフゥが、そっと引き寄せる方が早かった。

「大丈夫じゃ……。痛みどころか、もっと欲しくなる……」

「あ……」

　唇を薄く開いたシェンフゥが、
啄
 ついば

 むようにリサの下唇を喰む。

「ん……」

　リサが真似て彼女の上唇を咥えると、シェンフゥはされるがまま、全身の力を抜いた。

「……っ、ん……」

　唇を挟むリサの下唇を、シェンフゥの舌がくすぐるように撫でている。

「んっ」

　誘われるように舌を伸ばして、シェンフゥの唇を舐めてみる。

「あぁ……」

　シェンフゥの身体がびくっと震え、聞いたこともない声が漏れた。

「……ご主人……」

　恍惚と名を呼ばれ、恥ずかしさに我に返る。

「……ごめん、上手く出来ないかも……」

　自分でも気づかないうちにシェンフゥの肩に回していた手を解くリサに、彼女は緩く
頭
 かぶり

 を振って微笑んだ。

「上手いもなにもない……」

　シェンフゥがリサの後頭部の髪を
梳
 す

 きながら、やんわりと引き寄せる。

「わしには、最高のキスじゃ……」

　額を合わせたシェンフゥは、いつになく真面目な目をしてそう言うと、幸せそうに微笑んだ。

「シェンフゥ——」

　いつも見ていたはずのシェンフゥの表情が、この上なく優しく愛おしみをもってリサを見つめているように感じられる。改めてシェンフゥの表情の豊かさに気づいたリサは、目頭が熱くなるのを誤魔化すように俯き、シェンフゥの肩に寄りかかるように額をつけた。

「そこまで言うなら、もう少し付き合ってあげるわ」

「ご主人からそんな言葉が出るとは。これは、死亡フラグかなにかかのぅ？」

　冗談めかすシェンフゥが、乾いた笑いを漏らしている。

「縁起でもないこと、言わないで……」

　思わずぎゅっと抱きしめると、シェンフゥが静かに笑ってリサを抱きしめ返した。

「こんなことに巻き込んでおいて、勝手にいなくなるなんて許さないわよ」

「かかかっ、わしがご主人を残して死ぬなどあるものか」

　耳許でシェンフゥが優しく囁くように言う。柔らかな狐耳が
宥
 なだ

 めるようにリサの髪をくすぐり、リサも少しずつ落ち着きを取り戻し始めた。

「……だが、そのためにも『食事』は必須じゃのぅ」

　シェンフゥが身体を離しながらちょんちょんと唇を指差し、催促している。

「……もう……」

　唇ではなく鼻先に口付け、唇で冷たい鼻先をつまむ。シェンフゥはそれくすぐったそうに笑うと、舌先でリサの下唇を舐めた。

「こっちがいいのぅ」

　熱い舌が触れ、ぞくぞくと肌が粟立つ。シェンフゥはそのままリサの後頭部に手を回し、優しくリサを促した。

「ん……」

　引き寄せられるように目を閉じ、シェンフゥに口付ける。シェンフゥは、ゆったりと唇の合わせ目を変え、舌と唇を巧みに使いながら、リサを快感へと導いていく。

　誘われるがまま唇を合わせるうちに、深くなっていく口付けは、やがて息も出来ないほど激しいものへと変わっていった。

「……っ、ぅ……んぁ……、はっ……ぁん……」

　息継ぎの間さえ惜しむようにシェンフゥが唇を合わせてくる。触れ合う吐息は、夜気で冷えた部屋で白くなるほど熱くなり、リサの膝はがくがくと震えてまともに立っていられなくなりつつある。

「さて、ご主人……」

　それを見越したようにシェンフゥがそっと唇を離す。

「せっかくやる気を出してくれたんじゃ。今宵はわしの好いところを教えてやろうかのぅ」

　リサの身体をなぞるようにして手のひらを滑らせたシェンフゥは、そのまま腰を支えるようにしっかりと手のひらを添えた。

「……シェンフゥの好いところ……？　お願いしようかしら」

「まことか！？」

　いつになく前向きな返答にシェンフゥが、リサの目をまじまじと覗き込む。

「だって、あんたの弱いところって、あんまり知らないから……」

　期待の視線を向けられたリサが咄嗟に目を逸らす。

「ご主人がその気になってくれて嬉しいぞ。では——」

　声と共に衣擦れの音が聞こえ始め、リサはぎょっとしてシェンフゥへと視線を戻した。

「ちょ、ちょっと待って！　なんで脱ごうとしてるのよ！」

　着衣をはだけさせたシェンフゥが、リサの指摘を受けて不思議そうに目を瞬いている。

「いや、わしの身体のすみずみまで見てもらわねばと——」

「そこまでするなんて言ってない！」

　牽制の意味を込めてシェンフゥの鼻を強くつまむ。

「ぎゃんっ」

　シェンフゥはお約束の悲鳴を上げると、上目遣いにリサに訴えた。

「……し、しかし、やはり『食事』は肌を合わせてじっくりと愉しまねば……」

「……それは、そうなんだろけど……」

　応じながらシェンフゥの怪我に目を向ける。はだけた着衣の下は腹部から胸元にかけて、広く包帯が巻かれていた。

「取りあえずベッドに行こうかの、ご主人」

「え、あ……」

　シェンフゥが有無を言わさずリサの背を押し、ベッドへと誘う。ベッドに上がったリサは、傍に佇むシェンフゥを見上げて訊ねた。

「……包帯、取ってもいい？」

「優しく頼むぞ」

「……さあ、どうしようかしら」

　敢えて素っ気なく言いながら、シェンフゥの身体に巻かれた包帯をゆっくりと解いていく。

　包帯の下には、薬液を浸透させて患部に貼付された
綿紗
 ガーゼ

 があり、それを取り外すと、まだ深く刻まれたままの痛々しい傷痕が露わになった。

「……こんなに深かったの……？」

　薄く血の滲んだ綿紗を取り除きながら、愕然と呟く。シェンフゥはリサの表情に困ったように眉を下げ、小首を傾げて見せた。

「人間の治療法に合わせれば、まあ……の……」

「ごめんね。シェンフゥ……」

　それほどシェンフゥの状況は切実だったのだ。

　——あの時、ちゃんと気づけていたら……。

　後悔の念で視界が霞んでいく。それに気づいたのか、シェンフゥがリサの目許に指先を添え、零れかけた涙をそっと拭った。

「なに、『食事』さえすれば、たちどころに治るぞ」

　かかかっと快活に笑いながら、シェンフゥがリサの手から
綿紗
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 を取り、傷口を拭う。

「えっ？　……痛くないの？」

「さっき、前菜を頂いたからのぅ」

　
綿紗
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 を丸めて床に落としたシェンフゥが、唇をとんとんと叩いて示す。

「あ……」

　そう言われて改めてシェンフゥの傷口を見ると、薬液と表面の血が拭われた傷痕は比較的綺麗になっていた。

「治り始めてる……。これ、『食事』の……？」

「そうじゃ。効果は抜群じゃろう、ご主人？」

「ええ……。認めざるを得ないわね」

　安堵の息を吐きながら、シェンフゥの傷を改める。これほどの効果があるものを出し渋った後悔で胸が痛んだ。

「かかかっ。ご主人に『食事』の効果を感じてもらえたなら、甘んじて治療を受けた甲斐もあったというものじゃな」

「……本当に、ごめん……」

　謝罪の言葉に、シェンフゥがくしゃりとリサの髪を撫でながら緩く首を横に振る。

「なに、わしの方こそ、自分の都合でばかり……。その……『食事』の役目を押しつけて悪かったの……」

　ベッドに上がったシェンフゥが、リサと向かい合わせに座り、薄桃色の髪を指先で弄ぶ。

「いいの……。それは、だって……私がシェンフゥのご主人様だから、なのよね？」

「…………」

　シェンフゥはすぐには応えない。目を合わせるように仕向けたが、その目は所在なく泳いでいった。

「違うの？」

「い、いや、違わぬ！　わしは、ご主人以外とは『食事』をしないと心に誓っておるからの」

「……なんか怪しいわね……。なにか隠してない？」

　シェンフゥの鼻先に人差し指を突きつけ、探るように問う。シェンフゥは思い直したようにリサの目を真っ直ぐに見つめ、淀みなく応じた。

「これがわしの本心じゃ。最愛のご主人を前に、嘘など吐くものか」

「……ふぅん……」

　素っ気ない振りをしたものの、シェンフゥの本心に触れたことで、思いがけず鼓動が早めまった。

「で、これって、どうしたら早く治るの？」

　動揺を誤魔化すように会話を続けると、シェンフゥは少し考えてから応えた。

「そうじゃのぅ……。やはり、触れてもらうのが一番じゃな」

「触れるだけでいいの？」

　そっと手を翳そうとするリサに、シェンフゥが首を横に振る。

「いや、想いを込めてエーテルを通わせるイメージじゃ。ご主人が興奮と共に鼓動を高めてくれれば、それだけ早く傷も癒えるというもの——」

「ちょ、興奮って……」

　シェンフゥの手がつと伸び、リサの胸に手のひらを触れさせる。

「な、なに……？」

「心の臓は、一番気が通う場所……。わしの気も感じてくれるかの？」

「あ……うん……」

　応じて目を閉じたリサの輪郭をなぞるように、シェンフゥの唇と舌が触れる。

「ちょ、なにして——」

「もっとわしを感じて、鼓動を高めておくれ」

　リサが慌てて目を開くと、シェンフゥは切なく微笑んでリサの下唇に啄むような口付けを落とした。

「んっ……」

　唇を湿らせる甘い唾液の味と、微かに漂う甘い芳香にぞくぞくと肌が粟立つ。シェンフゥは唇を合わせたまま、リサの着衣をゆっくりと取り払っていった。

「……あぁ……」

　夜気にさらされた肌を、シェンフゥの熱い手がしっとりと撫でていく。口付けを交わすにつれ、鼓動はますます早まり、上気した肌が熱くなっていくのを感じた。

「シェン……フゥ……」

　唇の合わせ目を変えながら、そっと名を囁く。シェンフゥはそれに応えるようにリサの唇を舌先で舐めながら深く這入り込ませ、歯列をなぞった。

「んっ……」

「好きじゃ、ご主人。好きで好きで堪らぬ……」

　恍惚とした熱い吐息と切なげな声がリサの鼻先をくすぐる。リサはシェンフゥの背に手を回そうとして止め、所在なく手指を泳がせた。
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「そろそろ本番と行くかのぅ……」

　唇の間で囁いたシェンフゥが、リサの柔らかな膨らみに添えた手にそっと力を込める。

「ご主人もわしのを触っておくれ」

「う、うん……」

　シェンフゥに促されて怖々と手を動かしたリサは、まだ深い傷の残るシェンフゥの肌にぴったりと手のひらを添えた。

（熱くて……ドキンドキンってしてる……）

　手のひらを通じてシェンフゥの興奮が伝わってくる。

「どうかの、ご主人。わしがどれだけご主人との『食事』に恋い焦がれているかわかってくれたかのぅ？」

「……少し、わかったかも……」

「では、手のひらで、わしのここを包んではくれぬかの？　なに、遠慮はいらぬぞ」

　シェンフゥが示したのは、胸にある最も深い傷の辺りだ。

「こう？」

「あぁ……そうじゃ……。それから、ゆっくりと円を描くように撫でておくれ」

　手のひらを熱くするようなシェンフゥの興奮が、鼓動とともに伝わってくる。エーテルを通わせるイメージが構築されているせいか、リサも同じ高まりを自らの胸の内に感じていた。

「……痛かったら、言ってね……？」

「……はぁ……、良い心地じゃ……」

　うっとりと目を閉じたシェンフゥは湿っぽい吐息を漏らし、物欲しそうに唇を動かしている。

（キス、してほしいのかしら……）

　目を閉じたままのシェンフゥにそっと顔を近づけたリサは、喘ぎの声を漏らすその顎にそっと口付けた。

「んっ……」

　シェンフゥがびくりと身体を震わせ、微かに喘ぐ。

「あぁ……、天にも昇るとは、まさに……んっ、は……ぁ……」

　胸にぴったりと押し当てるように手のひらを重ねたシェンフゥが、リサの手のひらの感触に熱い吐息を零している。

（……こんな声、出すの……？）

　あまり聞いたことのないシェンフゥの甘くねだるような声に、リサは思わずその唇を自らの唇で塞いだ。

「ご、ご主人……？」

　驚き、目を開いたシェンフゥが感動に目を潤ませている。

「……あんまり、変な声、出さないでよ。なんだか、悪いこと、してるみたいじゃない……」

　リサがそう言う間にも、シェンフゥは唇が離れるのを惜しむように口付けを継続してくる。

「そのキスも好きじゃが、今は、こっちに欲しいかのぅ……」

　シェンフゥが唇の間で囁き、目を合わせてリサの視線を誘導する。

「え……、そこ……しみたりしないの？」

　シェンフゥが示した生癒えの傷痕は、多少治ってはきているものの、まだかなり痛々しい。

「大丈夫じゃ。わしの唾液と混じったご主人の唾液が触れれば、どんな薬にも叶わぬ効果が得られるぞ」

「本当に？」

「ああ、本当じゃ……」

　シェンフゥが頷き、傷を舐めやすいようにベッドに横たわる。

「頼んだぞ、ご主人……」

「う、うん……」

　シェンフゥが身体の力を抜けるのを見届けたリサは、その太腿にゆったりと跨がり、上体を屈めてたどたどしく口付け始めた。

「……んっ……ぁ……」

「い、痛かった？」

「いや、そのうぶな感じが、またたまらぬ……」

「紛らわしいこと言わないの」

　シェンフゥが『食事』を愉しんでいることがわかり、安堵しながら傷に舌を這わせていく。

　初めのうちは少し血と薬の匂いや味がしたが、舐めているうちに気にならなくなった。

「……あぁ……、んっ……あっ……ふ……」

　痛みがないのは本当らしく、シェンフゥが、枕に顔を押し当てながらか細い嬌声を漏らしている。

　傷で薄くなった皮膚を気遣うように、舌でちろちろとなぞっていく。たどたどしさは否めなかったが、唾液をたっぷりと含ませ、シェンフゥの舌遣いを真似て、じっくりと時間を掛けて舐めた。

　シェンフゥは恍惚とした吐息を漏らして、しきりに身もだえている。恍惚とした喘ぎを漏らすだけになったシェンフゥに気づき、顔を上げて傷口を確かめると、胸の傷はほぼ消えてなくなってしまっていた。

「……次は、こっち……？」

　腹部の傷へ移行しようとしたが、『食事』の効果か、もうすっかり治っているように見える。

　シェンフゥもそれは感じているようで、枕を離して、手を広げた。

「あぁ、今度は胸を合わせて、わしに口付けておくれ……」

　腕の中に誘うシェンフゥに、リサが呆れた吐息を漏らす。

「怪我が治ったのに、まだするの？」

「……妖力の回復がまだじゃからのぅ」

　切なそうな目をして、狐耳を下げたシェンフゥがリサを真っ直ぐに見つめている。

「次は一ヶ月後だからね？　いい？」

　念を押し、唇を噛むようにして口付ける。シェンフゥはリサをしっかりと抱き留めると、舌をリサの唇の間に割り込ませながらその身体を持ち上げ、上下を逆転させた。

「緊急時の時は、例外じゃったよな？」

「うぅ……」

　シェンフゥに上から見下ろされ、太腿で身体をしっかりと固定される。不意を突かれたリサは低く呻いた。

「……そういうことが起きないように、今のうちにしっかり摂ったらいいわよ……」

　横を向いて視線を逸らし、少し自棄になりながら応じる。

「その言葉に、二言はないかのぅ？」

　シェンフゥの声に横目でその表情を窺うと、視界の端でシェンフゥの尻尾が嬉しさを隠しきれない様子で揺らいでいた。

「ない……けど——。あんまりえっちなこと……しないでよね？」

「わかっておるぞ、リサ——」

　シェンフゥがゆったりと上体を倒し、優しく口付ける。触れるか触れないかという口付けに、リサがもどかしさを感じて舌を伸ばすと、それを合図にシェンフゥが深く口付けた。

「んっ……」

　ぴったりと重なった二人の身体の間で、柔らかな膨らみがリサの膨らみを押している。

　高まってしまった自分の鼓動を思い知らされているようで、リサは熱くなった吐息を密かに漏らした。


第十五話　初めての親友





　翌日の昼休み——

　食堂で昼食のメニューを調達した三人は、大きな広い窓際の席に陣取り、ゆったりと腰を下ろした。

「久しぶりだねぇ、三人で食べるの」

「食堂で食べるのは、初めてじゃのぅ」

　ミリスの言葉に頷きながら、シェンフゥがにこやかにリサを見つめている。

「編入の初日から喧嘩してたんだもんねぇ。でも仲直り出来て良かったよ」

「ミリスのおかげじゃ」

「あんた、本当にミリスに感謝しなさいよね。ところで、その見慣れない食べ物はなんなの？」

　シェンフゥとミリスは、小麦と卵の黄色い麺に薄い煮豚と葉野菜の乗った褐色のスープを手にしている。

「おお、これはラーメンじゃ。どこぞのコイケさんの大好物じゃぞ」

「誰なのよ、それは」

　すっかりいつもの調子を取り戻したシェンフゥに呆れながら応じると、ミリスが楽しそうに笑ってリサの顔をじっと見つめた。

「ふふふっ、食堂のラーメンは人気のメニューなんだよ。リサにも分けてあげるねぇ」

「あ、ありがと。じゃあ、私のと一口交換しましょ」

　ミリスの申し出にクリームスープがたっぷりとかけられた野菜のスープパスタを示しながら言うと、ミリスが嬉しそうに声を弾ませて頷いた。

「うん」

　リサとシェンフゥが横並びに、その向かいにミリスが座ってそれぞれ箸とフォークを手にする。

「よし、じゃあいただくとするか」

「いただきます」

　食事に感謝の言葉を述べるとすぐに、シェンフゥが鼻歌交じりに箸とレンゲを巧みに使って、丼の中から黄色の麺をすくい上げる。

　それを一気に
啜
 すす

 ると、目を見開いて立ち上がった。

「んんっ！　うーまーいーぞぉー！」

「馬鹿、何やってんのよ」

　突然立ち上がったかと思うと、大声で叫び出したシェンフゥの服の裾を掴み、慌てて座らせながらリサが小声で叱責する。

「旨いものは旨いのじゃぁ〜！　わしの全細胞がこれを欲しておる！　わしの血は今、このラーメンのスープに変わっておるぞ〜！」

　リサの冷たい視線を受けて少し声のトーンを落としたものの、余程美味しかったのかシェンフゥが興奮気味に続けている。

　ミリスは上品にラーメンを食べ進めながらその様子を笑顔で観察し、口の中を空っぽにしてから訊ねた。

「ふふっ、シェンフゥって面白いなぁ。それ、誰かの真似なの？」

「おお、よくぞ気づいたのぅ。これは名だたる美食家の名言じゃ」

「名だたる美食家かぁ……」

　そう言いながら、ミリスがラーメンの麺をちゅるんと
啜
 すす

 る。

「ミリス？」

　リサの呼びかけに艶めかしい唇を少し尖らせて微笑んだかと思うと、ミリスも立ち上がって声を上げた。

「んっ！　うーまーいーぞーっ！」

「げっ！」

　リサの呻きはシェンフゥの万雷の拍手によって掻き消される。

「ハッ！　完コピするとは、おぬしただものではないな！？」

「お褒めにあずかり、光栄至極にございまする〜」

　ミリスは、ははぁ〜とひれ伏すような動作をしてシェンフゥの褒め言葉を受け取ると、照れたようにくすりと笑った。

「……ちょっと、ミリスまで……。あんた、ミリスになにを教えてんのよ」

「旧暦時代の文化だよね〜。歴史の生き証人がいるのって凄いなぁ」

　呆れるリサにシェンフゥが応じるよりも早く、ミリスが笑顔で答える。

「あっ、もしかしてリサの成績が良いのって、シェンフゥのおかげ？」

「……っ、そんなわけないでしょ。こいつから習うことなんてなんにもないわよ」

　ミリスに何気なく問いかけられた可能性を、リサは全力で否定した。

「そうかなぁ？　でも、編入早々満点っていうのは、やっぱり凄いよ」

　ミリスが話しているのは、午前中に行われた座学のテスト結果のことだ。先月分の復習を兼ねて行われたテストで、リサは満点を叩き出したのだった。

「あれは、前の学校でも習ってたし……」

「でも、ブランクがあるんでしょ？　五年以上も前のことを完璧に覚えてるなんてなかなか出来ることじゃないと思うなぁ」

　ミリスが尊敬の眼差しでリサを見つめている。

「記憶力は、そんなに悪くないから……」

　真っ向から素直に褒められることがくすぐったくて、リサは思わず目を逸らした。

「やっぱり、ぼーっとしてたのってこの首飾りのせいだったんだねぇ」

　ミリスの視線が天狐の首飾りへと移る。目を真っ直ぐに見て話すミリスにまだ慣れていなかったリサは少し安堵しながら、改めて礼を述べた。

「ミリスのお陰で本当に助かったわ」

「本当に、一時はどうなることかと……」

　リサに便乗して、シェンフゥも頭を垂れる。

「これに懲りたら、もう勝手に変な真似はしないことね」

　すっかり反省した様子のシェンフゥに念を押すように言うと、シェンフゥは深々と頷いた。

「ああ、肝に銘ずる。許可を取れば良いことになったからのぅ」

「そんなこと言ってないでしょ」

「はて？」

　顔を上げたシェンフゥが、不思議そうに小首を傾げてリサを見つめている。

「それは、言葉の解釈というか……」

　——勝手に『食事』をしようとしないこと。

　その言葉を訂正しようかと思ったが、ここでシェンフゥに食い下がられ、『食事』のことを知られるのは好ましくない。

「……うぅ……。まあ、そういうことにしておいてあげるわよ」

　リサは、深く突っ込むことも出来ずに話を切り上げてミリスへ視線を戻すと、彼女は羨ましそうににこにこと二人を見つめていた。

「本当にリサとシェンフゥは仲良しだねぇ」

「どこが？」

　すっかりスープを吸って伸びてしまったスープパスタを、スプーンとフォークを使って巻き取りながら、問い返す。

　いつの間にかラーメンを食べ終えていたミリスは、リサとシェンフゥの顔をゆっくりと見比べた。

「喧嘩するほど、仲が良いっていうじゃない？　今回の喧嘩だって、もっと仲良くなるための試練みたいなものだったんじゃないかなぁ」

「……そういうのは、求めてないけどね……」

「そう？」

　ミリスが悪戯っぽい笑みを浮かべ、リサの首許を見つめている。

「ん……？」

　視線に気づいたリサが首を傾げると、ミリスが視線をそのままに、自分の首許をちょんちょんと指差した。

　——キスの痕がついてる！？

「っ！？」

　察したリサが慌てて自分の首許を手のひらで押さえる。恥ずかしさで顔が熱くなるのを感じ、唇を引き結んだ。

「ふふふっ。なにもついてないよ？」

「へっ！？」

　からかわれたことに気づいたが、もう遅い。見事にひっかかって墓穴を掘った後だ。

（『食事』のこと、バレてる……？）

　シェンフゥとあんな恥ずかしいことをしているのを、ミリスには知られたくない。けれど、リサの想いとは裏腹にミリスはうっとりとした様子で二人を見つめ、目を細めた。

「いいなぁ。私も、もっと、リサと仲良くなりたいなぁ」

「……仲良く？　それはもちろん、いいに決まってるじゃない。第一、私たちはもう友達でしょ。それにミリスには恩があるし——」

「リサは律儀だねぇ。恩返ししなきゃとか、思ってる？」

　リサが全てを言い終わる前にミリスが優雅に微笑み、瞬きしながら訊ねた。

「……え、どうしてわかるの？」

「そうだったらいいなぁって思ってて」

　歌うような軽やかな声で言い、ミリスがつと立ち上がる。

「……ミリス？」

　席を移動して、リサの隣にやってきたミリスはリサの肩に腕を回し、耳許に唇を近づけた。

「実はリサに、折り入ってお願いがあるんだ」

「私に？」

　きょとんとしながら訊ねるリサに、ミリスは互いの頬を擦り合わせるようにして頷く。

「そう。リサにしか出来ないこと、なんだけど……」

「いいわ。私に出来ることなら、なんでもする。力になるわよ」

　遠慮がちに紡がれたミリスの囁きにリサは即座に頷き、ミリスの目を見つめた。

「じゃあ、あとで私の部屋に来てくれる？」

「ええ」

　約束とばかりにミリスが小指を絡めてくる。午後の講義の時間を知らせる予鈴が、その約束を祝福するように響いていた。





　　　＊
 　＊
 　＊






　ミリスからの手紙がリサに渡されたのは、夕食時の食堂でのことだった。

『午後十時に部屋に来て』

　短く簡潔なメッセージがしたためられた手紙をポケットに入れ、リサは一つ上の階のミリスの部屋に向かう。廊下にも階段にも生徒らの姿はなく、寮の消灯時間を告げる鐘の音だけが辺りに鳴り響いていた。

「……ミリス、入るわよ」

　ノックして呼びかけると、すぐにミリスの声が返った。

「どうぞ、開いてるよぉ」

　少しくぐもったような、甘ったるい響きの声だった。

「お邪魔します……」

　もう少し早く部屋に行くべきだったかと考えながら、扉を開く。ミリスの部屋は、模様替えがされて幾分か年頃の女子の部屋らしくなっていたが、肝心のミリスの姿が見当たらなかった。

「ミリス、そこにいるのよね……？」

　眠たげな声ではあったが、確かにミリスの声が返ったはずだ。
訝
 いぶか

 しみながら歩を進め、呼びかけてみたものの、返事はなかった。

「もう眠いなら、明日出直すわよ」

　話しかけながら入り口から死角になっているベッドの方を見遣ったが、ベッドメイキングがなされたベッドがあるだけだった。

「……ミリス、どこ……？」

　室内をゆっくりと見回しながらもう一度呼びかける。背後で空気が動く気配がして振り返ると、扉に鍵をかけるような音が聞こえて来た。

「いらっしゃい、リサ。約束通り、来てくれたね」

　暗闇の中の影が
蠢
 うごめ

 くように移ろい、ミリスが姿を見せる。

「……どうして鍵をかけたの？」

「リサの気が変わったら、悲しいから、そうならないようにおまじない」

　ミリスが悪戯っぽく微笑み、自らの制服の上の釦を外し始める。

「気が変わるようなら、こんな時間に一人で部屋を訪ねたりしないわ」

　苦笑を浮かべながら応じると、ミリスはくすくすと笑ってリサとの距離を詰め、その頬に自分の頬を寄せた。

「それで、折り入ってお願いしたいことって……？」

　ミリスからは湯上がりのような甘い匂いがしている。頬を寄せていたミリスはつと顔を離してリサの頬に口付けると、舌先で頬骨をなぞるように舐めた。

「……っ」

　瞬時に顔が熱くなるのを感じ、慌ててミリスを見つめる。ミリスはリサの反応を愉しむように小首を傾げ、その目をじっと覗き込んだ。

「リサにしか頼めないことなんだぁ。だから断らないでくれたら嬉しいんだけど——」

「さっきも言ったでしょ。ミリスの頼みなら断らないわ」

　答えるリサの反応を確かめるように、ミリスが鼻先に口付ける。

「嬉しいなぁ?」

　囁きとともに甘い吐息が鼻孔をくすり、リサはどきどきと高鳴り出した鼓動に目を瞬いた。

「ふふふっ。リサって、やっぱり美味しそう……。食べちゃいたい」

　赤い舌で唇を舐めながらミリスがリサの目を真っ直ぐに見つめる。その背後に黒い靄のようなものが立ち込めたかと思うと、
蝙蝠
 こうもり

 のような羽をミリスの背に形成した。

「ミリス、それ……」

　魔族が用いる
邪法
 ゲヘナ

 の気配にリサが瞠目する。ミリスはリサの唇に優しく指先を添えて微笑んだ。

「あのね、驚かないで聞いてね。私、実は、ハーフサキュバスなの」

「百聞は一見にしかずね……。その羽、説得力があるわ」

　この場所が魔族とは対極にある聖拝機関であることを自分に言い聞かせながら、リサは慎重に言葉を選んだ。ミリスが頷いて羽をはばたかせると、先ほどまでミリスの背に広がっていた羽は煙のように立ち消えた。

「……わかってもらえて嬉しい。それでね、お願いっていうのは、リサに『夢喰い』の練習相手になって欲しいってことなんだけど——」

「え？　それってあの、サキュバスの……？」

　『魔族・魔獣講義』で触れた記憶がリサの中に微かに蘇る。『夢喰い』は、甘美な夢を見せて生気を喰うというサキュバスにとっては生殖行為の一種だ。

「そうだよ。こういうのは、やっぱり好きな人としたいから……」

　ミリスの細い指先が、天狐の首飾りをなぞる。その指はそのままリサの首筋をなぞり上げ、顎で止められた。

「あ……」

　ミリスが顔を寄せ、唇が触れそうな距離に接近する。

「これ……少しだけ預からせてね？」

　ミリスの唇に気を取られていたリサの首にミリスがつと手を回す。

「私も人間のエーテルを糧にする習性を受け継いでるの。この首飾りも、リサのエーテルの気配を辿って見つけたんだよ」

　天狐の首飾りを外したミリスは、それを制服のスカートのポケットにそっと入れた。

「あの……、じ、事情はなんとなくわかったんだけど……」

　夢の中でサキュバスに喰われた者は生気を抜かれ、衰弱する。その代わり、生気を得たサキュバスは魔力を高め、力を増大させていく仕組みだ。

「で、でも生気を抜かれるのは、さすがに……」

　ミリスの頼みであっても、生気を抜かれるのには相応の心の準備が必要だ。シェンフゥの『食事』の後で生気が
漲
 みなぎ

 っている今であっても、リサには強い不安があった。

「大丈夫だよ。私にはそこまでの力はないから安心して」

　リサの不安を見抜いたようにミリスがくすくすと笑っている。柔らかな笑顔を浮かべたまま、ミリスはリサの頬に手指先をゆったりと
這
 は

 わせ、耳許に唇を寄せた。

「……私ね、リサともっと仲良くなりたいなってずっと思ってたの。リサと仲良くなるためには、どうしたらいいのかなぁって……」

「それで、『夢喰い』……？」

「うん、そうだよ。リサは私のこと、嫌い？」

　リサの答えに頷き、ミリスが淋しげに眉を下げてリサの顎から指先を離す。

「き、嫌いじゃないわ。寧ろその逆っていうか……」

「じゃあ、私たち、両想いってことでいいかなぁ？」

　リサの返答に悪戯っぽく微笑んだミリスは、後ろ手に手を組み、踊るようにリサを追い越して窓辺へと進んだ。

「……『夢喰い』ってね。本当に特別なんだよ」

　蠱惑的なミリスの仕草から、リサは既に目が離せなくなっている。その視線を全て承知した様子でミリスは単なる少女の微笑みとは違う、艶やかな笑みを浮かべて、赤い唇を吊り上げた。

「私が初めて、この子としたいって思ったのが——」

　振り返ったミリスが、芝居の一幕を演じているかのようにリサを見つめる。

「リサなの」

　視線を受けたリサの身体に、甘く痺れるような衝撃が走り、リサはますますミリスから目が離せなくなった。

「……おいで、リサ」

　ミリスが指先を使ってリサをゆったりと招く。

「…………」

　リサはその仕草に引き寄せられるように、ふらふらとミリスの元へと歩み寄った。

「ふふふっ、イイコ」

　ミリスは満足げに微笑みながら、リサを柔らかく抱きしめ、顎に手をかけてやんわりと上向かせる。されるがまま視線を上げたリサは、ミリスの唇しか見えなくなり、思わず口付けた。

「……ん……」

　ミリスが微笑む息遣いが、唇に伝わってくる。唇を合わせながら、リサはミリスの甘く柔らかな唇を追い求めるように舌先を伸ばし、ミリスの身体にしがみついた。

「……っ、ぁ……ん……」

　シェンフゥの口付けとは違う、全てを受け容れるような優しく柔らかな口付けに、リサの頭の中は霧がかったように白く霞んでいく。

　蕩けるような唇の感触に舌を這わせ、熱い吐息を交わしていたリサは、その途中ではっと正気に戻り、愕然とミリスを見つめた。

「……な、なにするの！？」

　慌てて身体を離し、声を上げる。ミリスはきょとんとした様子で目を瞬くと、リサの腰に手を回してそっと引き寄せた。

「なにって、リサの方からしてきたんだよ？　やっぱりリサも、私のこと、特別だって思ってくれてたんだね」

「そ、それは……」

　それだけは間違いなく、リサは否定出来ずに口ごもる。けれど、その想いと、今の行為が繋がっているかといえば、違う気もする。

「でも、特別ならキスするものなの？」

「特別だし、好きだったらしたくならない？　シェンフゥともそうだよね？」

「それは……」

　リサがこれまでに口付けを許したのは、シェンフゥだけだ。シェンフゥとはご主人様と従者という、特別な精霊の『契約』関係がある。ミリスのことは好きだが、それはあくまで友達としての好きという認識なのだ。

「深く考えなくても大丈夫だよ。私の『夢喰い』も、精霊の儀式と同じような感じだし」

　ミリスの言葉は、恐らくシェンフゥの『食事』のことを示唆している。

「え、あ……。もしかして『食事』のこと——」

「今は、そういうのはいいの」

　考える隙を与えないようにか、今度はミリスがリサの唇を塞ぐ。息が止まるほど深く口付けられ、求められたがリサは抗うどころか、それを素直に受け容れてしまった。

（気持ちいい……。それになんだか、安心する……）

　ミリスからは、甘くて心地の良い香りが漂っている。口付けも繊細でリサの五感をあらゆる角度から強く刺激し、瞬く間に興奮を高めていった。

（こんなの……気持ち良すぎ……。頭の中が真っ白になって、足元がふわふわする……）

　ミリスの甘い良い匂いも手伝い、もっと、と求めるように舌先を動かしてしまっている。ミリスはからかうように唾液をたっぷりと含ませた舌で、艶めかしくリサの舌と唇を
弄
 もてあそ

 んでいたが、不意に宥めるように舌先を舐めて唇を離した。

「あ……」

　思いもよらないタイミングで快感から突き放され、思わず声を出してしまう。唖然としているリサの視線を受けたミリスは、満足げに目を細め、愛おしそうにリサを見つめた。

「……ふふっ、リサって、一見強そうだけど脆いところもあるよねぇ。ここ、弱いの？」

　そう言いながらミリスが、リサの唇を親指でそっと押し開く。

「んっ……」

　ミリスの甘い匂いは指先からも漂ってくる。

「物欲しそうな顔になってるよ、リサ？」

「……あ、だって……」

　唇に宛がわれたその指を舐めてしゃぶりつきたいというような、自分でもわからない誘惑に駆られていることに気づいたリサは、知らず唇の端にだらしなく垂れていた
涎
 よだれ

 を咄嗟に拭った。

「いいんだよ。もっと自分に素直になって」

　口許を拭うリサの手をやんわりと止め、ミリスがリサの服にそっと手を掛ける。

「私が、リサのことぜーんぶ受け容れてあげるからね。どんなことを願ってもいいんだよ」

　リサを引き寄せて抱きしめながら、ミリスが片手で器用に釦を外していく。シェンフゥが相手ならここできっぱりと拒絶しているところなのだが、抵抗する気力は微塵も湧いてこなかった。

　制服を脱がせながら、ミリスが器用に服をはだけさせていく。

「ね、ベッドに行かない？」

　ミリスにそう誘われて手を引かれると、まるで二人でベッドに入ることが、以前から約束されていたかのように思われる。

「うん……」

　なんの疑問も持たずにベッドへ移動したリサは、促されるままにゆったりと身体を横たえた。

「リサの肌、すべすべして気持ち良いなぁ」

　下着だけの姿になったリサの肌を、ミリスのひんやりとした手のひらが撫でた。

「私のも、触って……」

　手が触れる位置に足を動かし、ミリスがリサの手に肌が触れるように誘導する。陽の当たらない腿の内側におずおずと指先を這わせたリサは、湧き上がる興奮に驚いて手を引っ込めた。

「……ふふっ。どうしたのかなぁ？　もっと触っていいのに……」

　ぎしりとベッドを軋ませながら、ミリスがリサの上に覆い被さる。窓から差し込む月の光がミリスの銀の髪を梳かし、その横顔を艶めかしく照らしている。ミリスの全身から漂う、くらくらするような香りにリサの切なさが
疼
 うず

 いた。

「ミリス、この匂い——」

　言いかけてその甘い蜜香に生唾を呑み込む。

「リサからもいっぱいしてるよぉ。興奮してくれてるんだね」

　ミリスがうっとりと目を細めてリサを見つめる。その瞳の中心にハートの光が宿るのをリサは見逃さなかった。

　——『魅了』の魔眼……

　わかっているのに、もう目を逸らすことが出来なかった。

「このまま、もっと仲良くなりたいな」

「……私も……」

　甘い誘惑に駆られて頷く。

「私と『夢喰い』して、いっぱい気持ち良くなろうねぇ」

　しっとりと汗ばんだ柔らかな膨らみを、ミリスがリサの胸に押し当てる。

「私のここ……もうドキドキしてるの。わかる？」

　重ねられた肌を通じて、その興奮が伝わってくる。同じだけの興奮が切なく胸を叩く衝動に、リサは唇を震わせて喘いだ。

「ふふっ。遠慮なんてしなくていいんだよ、リサ」

　ミリスが蠱惑的な笑みを浮かべてリサの頬を両手で包み、じっと目を覗き込む。

「あ……」

　抑えきれない衝動に、リサは自らミリスを引き寄せ、唇を合わせた。

「……んっ、おいし……」

　ミリスが恍惚とした吐息を漏らし、リサに口付けを返す。

「あぁ……」

　深く口付けるにつれ、リサの中にこれまでなかった衝動が抑えきれないほど湧き出してきた。

（もっと触れたい……。ミリスともっと仲良くなりたい……）

　ミリスの背に遠慮がちに手を回しながら、その美しい曲線を指先でつとなぞる。

「……ふふっ、好きなようにして大丈夫だよ」

　ミリスがリサに啄むような口付けを落としながら、囁くように促す。

「うん……」

　リサはドキドキと胸を高鳴らせながらじっくりと圧をかけ、弾力を確かめるようにミリスの滑らかな素肌をなぞった。

「……キス、しながらがいいなぁ……」

「ん——」

　甘える声に誘われながら、惹かれ合うように何度も唇を合わせる。リサはミリスの首に手を回し、より深い口付けを求めた。

「……ぁっ、ん……。ミリス……、好き……」

「……ふふっ、私もリサが大好きだよ」

　思わず口を突いて出た言葉を穏やかに受け止めながら、ミリスが目を見つめて口付けに応じる。

　互いの身体の距離さえもどかしくなるほど、身体を引き寄せ、密着して口付けたリサは、息をするのも忘れてミリスを求めている。

（あぁ、私……ミリスが好き……。もっとミリスに触れていたい……）

　口付けを交わすたびに、頭の中がミリスのことでいっぱいになる。求めればすぐにミリスが優しく応じ、リサに甘い口付けを与え続けてくれる。

（あぁ、もっと、もっと——）

　自分でも気づかないうちに、内腿のあたりまでしっとりとした汗が滲んでいる。ミリスの手がそれを示すようにリサの半身をなぞると、リサの身体を甘く痺れるような感覚が突き抜けた。

「そろそろ始めてもいいかな？」

　ミリスがにこりと笑って、リサの瞼に口付ける。

「あ、でも……。『夢喰い』って……その——」

「大丈夫。私がリードしてあげるからね」

「あ……、あ……ミリス……」

　動かした唇をミリスが柔らかく塞ぎ、舌でまさぐる。やんわりと開かれた唇の隙間から、甘く馨しい唾液が落とされた。

「……んっ、く……」

　甘く蕩ける蜜のようなその味を飲み下すと、リサの頬は瞬く間に熱を帯び、堪えられなくなってミリスに抱きついて口付けを求めた。

「……っ、ぁ、は……、ん……んぅ……」

　口付けを求めながら、もどかしくミリスの身体を撫でる。

「……あ……ぁ……」

　部屋に漂う夜気が素肌に触れると、ますます吐息が熱く感じられる。ずれた下着にも構わず情熱的にリサを求めるミリスは、リサの全身に口付け始めた。

「……んっ、ぁん……」

　唇が触れ、唾液が交わるたびにミリスから感じる甘い芳香が強くなっていく。頭が真っ白になるほど、魅惑的な香りに包まれていくうちに、未知の快楽の波が爪先を濡らすように迫ってくる。

「……私たち、これからもっと深く繋がるんだよ」

　ミリスがリサの髪を撫で、口付けを浅く変えながら、しっとりとした艶やかな吐息を漏らしている。

「あぁ……」

　リサもシェンフゥの『食事』とは全く異なる感覚に喘いだ。互いに身体を揺らし、胸を合わせて鼓動を行き交わす。二人の下着が触れ合うさらさらとした衣擦れの音が流れ、どちらともつかない恍惚とした吐息が夜気に融けた。

「続きは、夢の中で……。優しく教えてあげるからね、リサ……」

　あどけなさの残る少女の、まだ蕾のような身体を指先でなぞりながら、ミリスがリサの瞼に口付ける。

　夢喰いが開始された。
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　悩ましく眉を寄せ、目を閉じたままのリサの身体が細かく痙攣している。

　きゅっと折り畳まれた爪先をそっと手のひらで開いてやりながら、ミリスはゆったりとリサから身体を離した。

「……あぁ、やっぱり美味しかったぁ」

　上気した頬を手のひらで包み、うっとりとリサの顔を見つめる。

　眠るリサの頬もまた興奮のためか薔薇色に上気していた。

「思った通り、リサは『特別』だったんだねぇ」

　ミリスはゆったりとリサの横に寝転びながら、リサの髪を撫で始める。

　快楽の絶頂に到達したと思しきリサの肌はしっとりと濡れ、その顔からは興奮の波が引き始めているように思われた。

「……ミ……リス……」

　まだ夢の続きを見ているのか、リサの唇が微かに動く。

「私はここだよ、リサ」

　リサの呼び声に応じたミリスが、リサの唇の端に口付けを落とす。

　そっと舌先で唇をなぞると、甘い蜜のような味が舌を痺れさせ、ミリスはうっとりと目を細めてリサと軽く唇を合わせた。

「リサのこと、いっぱい感じられて、とっても良かったよ」

　唇を触れさせながら、顔を覗き込むようにして囁きかける。

　深く眠りに落ちたリサからの答えはなかったが、ミリスは満足げに頷き、リサを改めて抱きしめた。

「……ふふっ。今度はシェンフゥとも仲良くなりたいなぁ」

　リサの身体の曲線を描くように指先でなぞりながら呟く。

「二人のことを、深く知れたら、二人がまた喧嘩したときに私が仲直りさせてあげられるよね……。私が傍にいて、二人がずーっと仲良しでいられるように見ててあげたいなぁ」

　愛おしさを込めてリサの髪を撫で、ミリスが額に口付ける。

「リサは私の初めての親友なんだもん。なんだってしてあげるよ」

　親愛を込めた口付けを落としたミリスは、ベッドの端の上掛けを引き寄せてリサと自分をそっとくるんだ。

「……だから、安心してね。リサ」

　眠るリサの瞼に優しく口付けを落とす。柔らかくリサを抱きしめながら、ミリスは静かに眠りの中へと落ちていった。


第十六話　アミラの憂鬱





　聖華暦八二七年八月——





　薄曇りの空が窓の向こうに広がっている。

　日差しがない分、うだるような暑さはないものの、窓から吹き込む風はすでに生温く、不快にアミラの頬を撫でた。

「う〜……っ」

　低く唸りながらベッドの上で大きく伸びをし、尻尾で上掛けを引き寄せる。寝汗でしっとりと濡れた肌を拭い、ごろごろと寝返りを打って仰向けになると、アミラは大きく息を吐きながら天井を眺めた。

（この部屋とも、しばらくお別れ……）

　見慣れた天井を見ながら目許を擦り、身体を反転させて窓の方を向く。鈍色の雲が上空の強い風に流され、少しずつ朝の光が零れ始めている。

（そろそろ、起きなきゃ……だよね……）

　目が覚めてから時間は経っているが、この後の予定を考えると、なかなか起きる気にはなれない。それでもどうにか気合いを入れてベッドから抜け出したところで、階下から母親の声が響いた。

「アミラ！　そろそろ起きないと、聖都行きの定期便に乗り遅れるわよ」

「……わかってるわよ……」

　小さく独り言を呟き、ベッドから降りて身支度を始める。

「アミラ、聞こえてるの？」

　寝間着を脱ぎ、下着姿になったアミラの耳に、母親が階段を上ってくる足音が響く。舌打ちして扉へと走ったアミラは、素早く鍵をかけた。

「……聞こえてるし、わかってるわよ……」

　ぶつぶつと呟き、着替えながら不機嫌に尻尾を揺らす。猫人族の母親と人間の父親を持つアミラは、いわゆる
半獣人
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 だ。短い毛で覆われた猫人族の耳を動かしながら、母親が近づく気配を感じ取る。

「……っ！」

　ドアノブに手がかけられる音に、アミラは扉の方を睨めつけた。

「勝手に部屋に入らないで！」

　声を荒らげて叫ぶと、踵を返す衣擦れの音が聞こえた。暫くして階段を下っていく足音が響き、気配が遠ざかり始めても、アミラの表情は険しいままだった。

「……なんで、朝からあんなにうるさいのよ」

　溜息を吐きながら窓辺に寄り、窓を開け放つ。森林の緑の香を含んだ風が強く吹き込み、アミラは慌てて窓を閉めた。

「なんなのよ、もう……」

　風とともに入り込んだ葉を拾い上げ、少し考えてから窓枠の隙間に差し込む。

「勝手に入って掃除なんてしても、すぐわかるんだからね」

　これから一ヶ月は、自分の部屋に戻ってくることはない。そう思うと、アミラの気分は窓の向こうに広がる鈍色の空のように憂鬱だった。

「こんな時にもパパは戻ってこないし……」

　机の上に置かれた家族写真を
一瞥
 いちべつ

 し、大きく溜息を吐く。写真立ての中には、若い頃のアミラの両親と生まれたばかりのアミラの写真が収められている。

「ママの子だからって、ここまで似ることないのに……」

　猫人族である母親の血を濃く受け継いだアミラの容姿は、母親の若い頃の姿に近づいている。明るい茶色の髪、猫人族特有の頭部の耳、尻尾の先が白いところまで瓜二つだ。

　かつて執行者であったアミラの母親——ナディアは、今のアミラよりも逞しく、凛とした佇まいだ。それでも、父親と並んで幼いアミラを抱くその顔はとても幸せそうな微笑みに満ちていた。

「パパ……」

　貿易商として行商人の元締めを行っているアミラの父親は、家を空けることが多く、家族と過ごす時間は年々短くなっていくばかりだ。特に商会を立ち上げてからの父親は、多忙を極め、家族と最後に過ごした休日は半年以上も前のことだ。

「パパは、どうして自分の仕事を娘に継がせようとしないのよ……」

　アミラに執行者の道を強く勧める母親に対し、父親は自分の仕事のことをほとんど語らない。

「学校のみんなは、もう家の手伝いで店に出たりしてるのに……。なんで私は、命を賭けて戦う執行者なんかにならなきゃならないのよ……。本当に、乗り遅れた方が——」

　ぶつぶつと呟きながら、一ヶ月分の荷物をまとめたトランク型の鞄を睨めつける。

　執行者養成機関への体験入学を承諾した際の母親の喜ぶ顔を思い出し、アミラは左右に首を振った。

「……本当に、これで最後なんだから……」

　溜息を吐きながら、荒々しくトランクを引っ掴んで担ぎ、部屋を出る。

　鍵をかけたアミラは、扉の『立ち入り禁止』と記した張り紙を確かめて、階段を下りた。









「ママ、何度も起こさないでよ。時間通りに起きてたんだから」

「起きてたなら、降りてくればいいでしょ」

　母親が出来たばかりの朝食をテーブルに並べながら振り返る。その背で機嫌良く尻尾が揺れているのに気づき、アミラは苦々しく顔を歪めた。

「……だって——」

「冷めないうちに食べちゃいなさい」

　アミラの呟きを最後まで聞かず、母親はナイフとフォークをアミラの前に並べた。木製の大皿には、パンと半熟卵のベーコンエッグ、サラダが盛り付けられている。

「……いただきます……」

　サラダには嫌いなトマトは入っておらず、にんじんとリンゴをすりおろしたアミラの好きなドレッシングがたっぷりとかけられていた。

　手に取った丸パンはふんわりとして柔らかく、手で半分に千切ると温かく芳ばしい湯気が立ち昇る。添えられたバターをたっぷりのせて口に運びながら、アミラはキッチンから戻ってくる母親に目を向けた。

「はい、これも」

　母親がお気に入りのマグカップにミルクたっぷりのコーヒーを淹れて運んでくる。猫舌なアミラに合わせてぬるめに調整されているのが、手にしただけでわかった。

「あ……」

　ありがとうと言いかけて止め、母親から目を逸らしてコーヒーを口に運ぶ。

（今日からママの望み通り執行者養成機関へ行くから、今日だけ特別なのよ。好きなものだけ用意して、機嫌を取りたいだけなんだわ）

　好みの甘さに思わず頬が緩んだが、母親の視線を感じて不機嫌な振りを続ける。けれど、焼きたてのパンも、カリカリに焼かれたベーコンも目玉焼きの白身も好みの仕上がりで、空腹も手伝い、アミラはひとときの間、苛立ちを忘れて朝食を楽しんだ。

（さて、最後にお楽しみの——）

　大皿の上には、目玉焼きの黄味と僅かなパンだけが残っている。半熟の目玉焼きが好物のアミラは、最後まで残していた黄味にフォークを立てた。

「……あれ？」

　が、フォークで刺しても黄味は流れてこず、ナイフで半分に切ると、やや固まった橙色の黄味の中心からほんの僅かに溶け出しただけだった。

「ママ！　これ、半熟じゃないじゃない！　どうせ、今日で最後だから、適当なことしたんでしょ！」

「アミラ、どうしたの？」

　突然の剣幕に、キッチンから飛び出してきた母親が
狼狽
 ろうばい

 した様子でアミラを見つめている。アミラは皿の上の目玉焼きを指差すと、まくしたてた。

「目玉焼きは、絶対半熟っていつも言ってるのに！　……もうわかった！　あたし、やっぱり養成機関には行かない。ママの思い通りになんてならない！」

　母親はアミラの言い分を遮ることもなく、困ったように眉を下げて哀しく微笑んでいる。

「なんとか言ったらどうなの！？」

　その微笑みにさらに苛立ち、つい声を荒らげると、母親は首を横に振って俯いた。

「文句があるなら、言い返してみなさいよ！　そうしていつも、へらへら笑ってあたしの機嫌が収まるまでやり過ごすつもりなんでしょうけど、そうはいかないわよ」

　怒りのまま考えもせずに棘のある言葉を向ける。アミラの叱責に顔を上げた母親の目には涙が浮かび、産毛に覆われた頬を伝って流れて行くのが見えた。

「あ……」

「ごめんなさい、アミラ。あなたを早く起こそうと思って、集中していなかったせいね。焼き直すわ」

　エプロンを捲りあげて目許を拭いながら、母親がアミラの皿を下げようとする。母親の涙を見たことで、アミラの胸は罪悪感でちくちくと痛み出した。

「……っ！　もういい」

「……アミラ、お願いだから執行者養成機関へは——」

　懇願するように母親が弱々しく口を開く。元執行者である母親が、アミラを執行者にしたいというのは、昔からの希望なのだ。

「わかった。行くから……。うるさく言わないで」

　これで最後にするという泣き落としで執行者養成機関への体験入学を承諾したことを後悔しながら、母親の言葉を遮る。

（口うるさいママと離れられるのは、救いかもね……）

　そう自分を
宥
 なだ

 めてみたものの、アミラの気分は晴れなかった。





　　　＊
 　＊
 　＊






　定刻通り聖都ヴァース・ラン行きの定期便に乗りこんだアミラは、船室には入らずに甲板からヘイゼルニグラートの街を眺めた。

　手を振りながらアミラの門出を見送る母親の姿が、まだ発着場に見える。アミラは
舷
 ふなばた

 に寄りかかりながらその姿を見ていたが、手は振り返さなかった。

「あれ、いつまでやってるのかしら……」

　冷ややかに呟きながら、遠ざかっていく街を名残惜しく眺める。発着場に一人残ったアミラの母親は、アミラが目視出来なくなるまで、ずっと手を振り続けていた。

「執行者なんて、魔族専門の殺し屋でしょ……。そんな仕事に自分の娘を就かせたいなんて、どうかしてるわ……」

　元執行者であるアミラの母親は、アミラの才能を見出して幼い頃から厳しい訓練を行っていた。

　物心ついた頃から、自分が普通の育てられ方をされていなかったことに気づいたアミラは、熱心に執行者を勧める母親のことが理解出来ずにいる。それでもアミラの母親は、諦めずに聖拝機関に打診し続け、今回、アミラの執行者養成機関への体験入学が特別に認められたのだ。

「一ヶ月だけよ、アミラ」

　体験入学は元執行者の娘だから許された特別処置。お試しのように短期間所属し、適性が判断されることが知らされている。

「一ヶ月だけ我慢して、ダメだったって言えばいいの。そうしたらママも諦めるわ」

　自分に言い聞かせるように言い、舷に背を預けながらその場に座り込む。厚い雲は風に流されて薄くなり、夏の日差しが甲板に疎らに降り注いでいる。

「ねむ……」

　早くに目が覚めていたこともあり、眠気が襲ってくる。抱きかかえた膝の上に頬をのせたアミラは、そのままうとうとと目を閉じた。









　アミラを乗せた定期便は、高い壁に囲まれた聖都ヴァース・ランの南東の船着き場に到着した。

　指示通り通行許可証を示し、聖騎士団の輸送艇に乗り換えたアミラは、
船渠
 ドッグ

 へ入る甲板の上から辺りの様子を物珍しく眺めた。

「
機兵
 きへい

 があるあたり、さすがは聖都ってところね」

　機兵はこの大陸に住まう人類が扱う人型機動兵器だ。全長約八メートルの巨体に乗り込むことで魔獣や魔族などの脅威と戦うことが出来る。船渠に併設された駐機場には、騎士のような出で立ちの機体が整然と並んでいた。

　駐機場の奥には機兵用の格納庫と思しき巨大な建造物があったが、
鎧戸
 シャッター

 が降りていて中の様子まではわからなかった。

　輸送艇が船渠に入り、完全に停止するのを待ち、下船する。舷梯を降りて駐機場を進みながら首を巡らせていると、頭上から声が降った。

「定刻通りだな。アミラ・クラウゼル」

　修道女風の青い法衣に身を包んだ女性が、機兵の上からアミラを見下ろしている。

「あなたは……？」

「ミランダ・オークレー、執行者養成機関の教員をしている。ナディア先輩——お前の母親の後輩に当たる」

　アミラの問いかけに女性が簡単な自己紹介をする。

「ママの……」

「そうだ。早速だが、体験入学に当たりテストを行う」

　思いがけず母親の名を聞いたアミラが確かめるように問うと、ミランダはゆっくりと頷いて機兵の胸部にある操縦槽の扉を開いた。

「テスト？」

「ああ。機兵操縦の適性を調べさせてもらう」

（この機体に乗れってこと？）

　駐機姿勢を取っている機体が、実際の聖騎士団の小隊編成において隊長に配されるソルダートだということは、母親から得た知識ですぐにわかった。

「もし適性がなかったら？」

「それはない」

　問いかけるアミラに、ミランダが即答する。

「……調べてもいないのに、どうしてわかるの？」

「ナディア先輩の娘に、機兵操縦の適性がないなど、あり得ん」

　きっぱりと言い切ると、ミランダは早くしろと言いたげに腕を組んだ。

「お前も自分の実力の程度を知りたいだろう？　良い機会だぞ」

「……わかったわ。適性を調べるって、あたしはなにをすればいいの？」

　試すような視線を向けられ、アミラは眉を吊り上げて応じる。

「この機体、『ソルダート』に搭乗し、魔導炉を起動してみせろ」

　ミランダは好戦的なアミラの視線を真っ向から受け、機体の頭部を拳で軽く叩いて示した。

「……この機体に……」

　搭乗経験のないソルダートを眺め、小さく呟く。整備された機体には、無数の戦闘の痕が刻まれており、この場所が特別な場所であることアミラに知らしめた。

「どうした？　従機の起動経験はあるだろう？　手順は変わらないぞ」

「そう……」

　短く応じて跳躍し、機体を蹴り上げながら操縦槽へと迫る。開け放たれた扉から操縦槽内部に入り、操縦席に着座したアミラは、操縦桿に腕を通し、足踏板に両足を乗せた。

（さあ、行くわよ……）

　心の中で念じ、深く呼吸する。意識を体内の深部に集中させ、自分の中にあるエーテルを練り上げるイメージを構築すると、それが操縦桿を通じて機体を巡っていく感覚がすぐに生じた。

「魔導炉起動、問題なし。さすがだな」

「まだなにもしていないわ」

　言葉では褒められているはずなのに、ミランダの声からはそれが感じられない。

（馬鹿にされてるのね。驚かせてあげるわ）

　アミラは従機を扱うのと同じ要領で、操縦機構である操縦桿と足踏板の操作を始めた。

「次に操縦適性を調べる。機体を動かして見せろ」

「言われなくてもわかってるわ」

　待っていましたとばかりに、駐機姿勢からソルダートを立ち上がらせる。

「……ひとつ聞く。ソルダートの起動は初めてか？」

　機体の肩に乗ったままのミランダが、操縦席のアミラを見下ろして訊ねた。

「初めてに決まってるでしょ。どこの一般家庭にこんな機兵があるっていうのよ」

「……そうだな」

　ミランダはそれに苦笑を浮かべると、軽やかに宙を舞い、機体から飛び降りた。

「これで満足？」

　ソルダートを駐機姿勢に戻しながら、アミラも操縦槽を離れる。

「あたしの適性はどのくらいなの？」

「Ｂランクだ」

　自信満々に訊ねたが、ミランダの答えはアミラの予想と大きく異なっていた。

「Ｂランク……？」

　耳を疑うような言葉に、怪訝に顔を歪める。ミランダは念を押すように頷き、今度は微かな笑顔を浮かべてアミラを褒めた。

「初めてにしては上出来だ。訓練次第で適応力の上昇が期待出来る」

（全然嬉しくないわよ）

　心の中で悪態を吐きながら、ふと母親の実力が気になってミランダを見上げる。納得のいかない成績を褒められたことも、アミラの癇にさわった。

「……ママは？」

「Ｓランクに決まっているだろう？」

　ミランダは、なぜ当然のことを聞くのかわからない、といったような不思議な表情を浮かべてアミラを見つめている。

（ママに負けた……？）

　自分には母親を上回る執行者の適性があると言われ続けてきただけに、アミラのプライドは深く傷ついた。母親のこれまでの言葉の全てが、不意に信じられなくなった。

（騙してまで、ここに来させたかったの……？）

　到着早々、アミラは大きく落胆の溜息を吐くことになった。









　続いてミランダに連れてこられたのは、聖拝機関の機関長、アルバレック・ストラヴァウリの執務室だった。

　アルバレックは、ミランダの紹介を受ける間も書類に目を通しアミラを見ようとしていなかったが、一通り作業が終わると、思い出したように顔を上げた。

「アミラ・クラウゼルだな」

　口調は穏やかで口許も微笑みの形を浮かべていたが、アミラを見るその視線には一瞬の隙もない。

「……はい」

　待たされていることに苛立っていたアミラだったが、その視線を受けて慌てて背筋を伸ばし、緊張しながら応じた。

「まあ、そう怖がるな」

「べ、別にそういうわけじゃ——」

　言い当てられてたじろいだが、アルバレックはさほどアミラには興味なさげに、話題を移した。

「ナディアは元気にしているか？」

（ここでも、ママだ……）

　母親の名を出され、アミラは唇を噛んだ。

「お前の母親は、凄腕の傭兵だった。その実力を見込んで執行者としてスカウトしたんだがなぁ……。あっさり引退しちまった。惜しい人材をなくしたと思っていたら、お前が来たってわけだ」

　アミラの返事がないことには特に言及しようともせず、アルバレックは苦笑を浮かべながら続けた。

「あたしは、ママの代わりということ……？」

「ははははっ、寝言は寝て言え。お前はナディアの足元にも及ばねぇよ」

「……っ！」

　笑い飛ばされ、かちんと来たアミラは、腰に装備していた電撃鞭に手を伸ばすと、予備動作なしに振るった。

「はぁ」

　アルバレックが、面倒そうに手を払う。詠唱もなく一瞬にして空気の壁のようなものが生じ、アミラの電撃鞭は鋭く弾かれた。

「なっ！？」

　弾かれた衝撃がびりびりと腕に伝わってくる。持ち手から手を離してしまいそうになるほどの衝撃に、アミラは目を見開いてアルバレックを見つめた。

「不意打ちにしては悪くないな」

　アルバレックは楽しげな笑みを見せている。その表情は、まるでアミラなど足元にも及ばないと言いたげだったが、それは認めざるを得ない。

（全然格が違う。この人には逆らっちゃだめだ）

　今の牽制で、自分との力の差を悟ったアミラは、奥歯を噛んで自分に言い聞かせる。これだけ実力差がある彼を怒らせたら——と想像しただけで、全身にぞっと鳥肌が立った。

「まあ、そういうのは『実技』の授業でやってくれ。好きなだけ暴れても構わねぇよ。……出来るモンならな」

　そう言いながらアルバレックが意味ありげな笑みを浮かべている。

（強いのはわかったけど、ママはあたしに何をさせたかったのよ……）

　別段怒らせたわけではないことに安堵したが、その分母親への苛立ちが募る。

「あの——」

　苛立ちに任せて文句のひとつも言おうとしたアミラだったが、近づいてくる足音に気づいてその言葉を喉の奥に押し込めた。

「よぉ、俺の生徒はもう到着してるか？」

　開け放たれたままの扉の方から、明るい男の声が響く。生徒という言葉に反応して振り返ったが、出入り口に立っていたのは無精髭の冴えない男だった。

「……遅ぇよ。ステファン。どこで油売ってやがった」

　ステファンと呼ばれた男は、小首を傾げながら懲りた様子もなく笑っている。

「いやいや、時間通りだと思うんだがなぁ」

　そう言いながらステファンは後ろ頭を掻いていると、かちりと時計の針が動く音がして、始業のチャイムが鳴り始めた。

「ほらな？」

　得意気に宙を指し示すステファンに、アルバレックが片眉を吊り上げて睨めつける。

「教室に着く頃には、てめぇが遅刻だな。廊下に立つか？」

「おいおい、馬鹿言え」

　アルバレックの問いかけにステファンは両手を挙げて降参の意を示すと、大股で後退を始めた。

「じゃあ……急ぐぞ、転入生」

「……生徒でも、転入生でもない。あたしは、アミラ」

　退室を促されたアミラが、不機嫌な声を出す。

「んっ？」

　
惚
 とぼ

 けたようにステファンが振り返り、アミラの顔を見つめる。

（馬鹿にして！）

　聞き返されたことに、苛立ちながらアミラは声を張り上げた。

「あたしの名前はアミラ。転入生じゃない。それに——」

「おお、アミラだな！　よし、もう覚えたぞ！」

　まだ入るとは決めていない。そう言いたかったが、ステファンが笑顔で声を上げる方が早かった。

「教室まで走る。ついてこい！」

　そう言いながら、ステファンが執務室を飛び出し廊下を走っていく。

「し、失礼します！」

　慌ててアルバレックに頭を下げ、ステファンの後を追うが、彼の姿はもう階段の下に消えていた。

（どう見ても中年のおっさんなのに、やたら速いじゃない……）

　螺旋階段を
躊躇
 ちゅうちょ

 なく飛び降りるステファンを手摺りを飛び越えて追いながら、唇を噛む。

「おっ、ちゃんとついてきてるな？」

　ステファンはアミラの気配を察して振り返ると、さらに速度を上げた。

（え？　あれが本気じゃなかったの？）

　ステファンに瞬く間に突き離され、慌てて追いかける。

（なんなのよ、こいつら）

　じわじわとアミラの中で敗北感が募っていく。脚の速さでは誰にも負けたことがなかったはずなのに、ステファンの背中を追うのが精一杯だ。

（ママはこんな集団の中でも、特別だったっていうの……？）

　まだ信じられない気持ちで心の中で呟きながら、アミラは必死に脚を動かしてステファンの背を追った。


第十七話　養成機関の執行者たち





「アミラ・クラウゼル。この時期だが、特例で一ヶ月だけ在学させることとなった。まあ、体験入学ってやつだな。みんな、仲良くしてくれ」

　ステファンの紹介に、生徒たちが興味深げにアミラを見つめている。

　教壇の上に立ったアミラは、冷めた目でゆっくりと教室を見渡した。

（どいつもこいつも、ぱっとしないわね。やっぱり大したことないじゃない）

　アミラはその視線から目を逸らし、不機嫌に尻尾を揺らしながら、心の中で溜息を吐いた。

「じゃあ、アミラ、自己紹介を——」

「……先生、そういうのいらないから」

　自己紹介を促すステファンには応じず、アミラは階段上の通路を後方へと進む。

「ん？」

　ステファンが聞こえなかった様子で聞き返すような声を上げたが、アミラは無視して通路を進み続けた。

「アミラ・クラウゼル」

　叱責するように抑揚なく名を呼ばれ、アミラはブーツの踵を鳴らして振り返った。

「執行者は、実力主義なんでしょ？　あたし、誰ともなれ合うつもりはないから」

　振り返ったアミラが、教室の一同を睨むように見回す。もう一度にステファンと目を合わせると、彼は微かに笑って首を
竦
 すく

 めた。

「じゃあ、席は——」

「それも好きにします」

　ステファンの言葉を遮り、アミラは勝手に一番後ろの席へと向かう。途中で気弱そうな男子生徒と目が合ったついでに、彼の教科書を取り上げた。

「借りるわよ」

「え、あ……」

　目の前から突然教科書が消えたことで、男子生徒が目を白黒とさせている。

「なに？　文句ある？」

「…………」

　アミラが取り上げた教科書で肩を叩きながら睨めつけると、男子生徒は俯いて押し黙ってしまった。

「ふんっ」

　その様子を鼻で笑い階段状の通路を進み始めたアミラは、上から降りてくる人物の気配にぎくりとして顔を上げた。

「あんた、勝手になにしてんのよ」

　大股で階段を下りてきた薄桃色の髪の少女が、アミラを睨めつけている。

「なにって、借りただけよ？　今日来たばかりでなにも持ってないもの」

「…………」

　アミラがそう言って先ほどの男子生徒を振り返ると、彼はおろおろとした様子で目を泳がせた。

「ふぅん？」

　納得いかない様子で相槌を打った女子生徒が、自席へと戻り、自分の教科書を掴んでアミラに歩み寄る。

「な、なによ。あんたには関係ないでしょ？」

「教科書がなくて困ってるのよね？」

　真っ直ぐに目を見つめながら問いかけられたアミラは、女子生徒を押し退けて先へ進もうとする。

「もう借りたからいいわ」

「そっちは返すの」

　女子生徒がアミラの手から男子生徒の教科書を素早く奪う。あまりの速さに反応出来なかったアミラに、女子生徒は自分の教科書を突きつけた。

「代わりに、私のを貸してあげるわ」

「……っ」

　力強く押しつけられ、アミラは弾みで教科書を受け取ってしまう。その間に女子生徒は男子生徒に教科書を戻し、宥めるように微笑んだ。

（……なによ、イイコぶって……）

　面白くなかったが、これ以上言い争うのは得策でないことは理解出来る。不満に顔を歪めながらも一番後ろの席に戻ると、女子生徒はアミラの反応を確かめることもせずに自席へ戻った。

　彼女の席の隣には友人と思しき銀髪の穏やかそうな女子生徒が、その後ろには狐耳の金髪の女子生徒が、心配そうに彼女の様子を見守っている。

「貸してあげるって言えばいいのに。急に立つからびっくりしたよぉ、リサ」

　銀髪の少女に迎え入れられた薄桃色の髪の女子生徒は、苦笑を浮かべ、小さく謝罪の言葉を口にしている。

（リサっていう名なのね）

「ごめん、ミリス。なんか黙ってみてられなくて」

「ううん、リサらしくて偉いなぁって思ったよ」

　ミリスと呼ばれた銀髪の少女は人好きのする笑顔を見せ、彼女に身体を寄せるように座り直した。

「ふふっ、一緒の教科書見るのっていいねぇ」

「……わ、わしも、教科書を忘れてしまったようじゃ」

　後ろの席にいた狐耳の女子生徒が、教科書を忘れたふりをして、隣の席に座る。

「あんたのは、昨日のうちに私が準備したからあり得ないわ」

　冷たくあしらわれたものの、狐耳の生徒は諦めずに彼女の隣に居座っている。

　会話の内容から、ルームメイトであろうことが窺える仲睦まじい三人を見ながら、アミラは険しく顔を歪めた。

「……くだらない……」

　吐き捨てるように呟いて席に着き、教科書をパラパラと捲る。

「リサ・エーデルワイス。話は済んだか？」

「ええ」

　アミラが着座するのを待っていたのか、ステファンが先ほどの少女に声をかける。彼女が落ち着いた様子で応じると、ステファンは笑ってアミラを
一瞥
 いちべつ

 し、教科書を広げた。

「では、授業を始める。魔族・魔獣講義の一八六ページ、毒を持つ魔獣からだ。こいつらは任務で実際に相手をすることも多い、しっかり覚えておけよ」

　言われた通りにページを捲ると、
夜に這う獣
 ナイトストーカー

 の項目が目に付いた。

（牙から分泌される遅効性だが強力な毒……。噛まれた時は、さほど自覚がないが、自覚症状が現れる頃にはもう遅い。弱まったところをコイツに狩られる——）

　戦闘能力が高いわけではないが、解毒薬の準備を怠るか、症状を過小評価して動けなくなる冒険者が多いということは、母親に口酸っぱく叩き込まれた覚えがある。それだけ被害に遭い、深刻な結末を迎える冒険者が後を絶たないのだ。

（こんなの、物心ついたときから知ってるわ）

　頬杖をつきながら、他の生徒たちを見回す。

　初めて得た知識のようにステファンの講義に頷き、メモを取りながら真剣に取り組む生徒たちの様子が、アミラには滑稽でならなかった。

（執行者養成機関にいるのに、そんなことも知らないの？）

　機関長であるアルバレックと出逢った時は、どれだけの実力者が揃っているのかと認識を改めたが、生徒はやはり大したことがない。

　見下すように教室の面々を眺めながら小さく欠伸をすると、アミラは教科書を立てた陰でうたた寝を始めた。
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　全ての講義を終えた後、入学手続きを済ませたアミラは、受け取った教材を抱えて寮の階段を上っていた。

「四階の角部屋……。ここね」

　言われた通りに四階に進むと、突き当たりに部屋の扉が見えてくる。

　教科書と手荷物で前はほとんど見えず、アミラは溜息を吐きながら尻尾でドアノブを回し、脚で蹴って扉を開いた。

「……はぁ、疲れたぁ……」

　取り敢えず荷物を下ろそうと、ベッドの方へと向かう。と、石鹸のような匂いがしたかと思うと、バスタオルを巻いただけの姿の銀髪の少女が寛いでいた。

「へぁ！？」

　驚きの声を上げて後退し、扉を閉めようとしたが、弾みで抱えていた荷物がばらばらと落ちる。

「ああもうっ、……っていうか、なんで……人が……？」

　散らばった教科書類をかき集めていると、扉が内側に向けて大きく開かれた。

「ふふふっ、アミラだね。私はミリス、今日からよろしくねぇ」

　バスタオル姿の少女が、濡れ髪をそっと後ろに退けながらアミラの傍に屈んだ。

「ちょっ、何て格好で出てくるのよ！」

「ダメだった？」

　ミリスと名乗った少女が、不思議そうに目を瞬く。

「ダメに決まって——」

　言いかけたアミラは、ミリスのたわわな胸がバスタオルから零れそうになっているのに気づき、はっと息を呑んだ。

「ん？」

　案の定、頼りなく結ばれていただけのバスタオルは、はらりとほどけていく。

「ああ、もうっ！」

　アミラは咄嗟にバスタオルを押さえ、部屋へと押し込んだ。

「えへへ、アミラって意外と大胆なんだねぇ」

　胸を押さえるアミラの手のひらを見つめながら、ミリスがにこにこと微笑んでいる。手のひらに触れている柔らかな感触の正体に気づいたアミラは、全力で否定した。

「……っ、違うから！　っていうか、自分でちゃんとしなさいよ！」

「はぁい」

　アミラに叱責されたミリスは、間延びした返事をしてバスタオルを肌に巻き直しはじめた。

「……あ、もしかして相部屋だって聞かされてなかった？」

「……うん」

　溜息を吐きながら部屋の入り口に戻り、教科書や資料などの教材を適当に室内に引き寄せ、扉を閉める。

　振り返ると、ミリスは相変わらずバスタオルのままで、アミラを見つめていた。

「じゃあ、びっくりしたよねぇ。改めて自己紹介させてね。私はミリス、これから一ヶ月、よろしくね」

　ミリスが柔和な笑顔を見せながら握手を求める。

「…………」

　仕方なく握手に応じたが、ミリスのバスタオルが落ちそうになっているのが気になってならなかった。

「あ、荷物、床に落ちたままだよ。拾うの手伝うよ」

　そう言いながらミリスが動いた弾みで、バスタオルがはらりと落ちる。

「んなっ！？」

　ミリスの素肌が露わになり、アミラは咄嗟に顔を背けた。

「と、とにかく服を着て！」

　床に落ちたバスタオルを拾い上げ、投げつけながら叫ぶ。そのまま振り返らずに廊下に出たアミラは、扉を閉め、大きく溜息を吐いた。

「……なんなのよ、もう……」

　さすがに服を着ることにしたのか、ミリスは部屋から出て来ない。

（そういえば、お腹空いたわね……）

　どっと疲れたアミラは、教材のことは後回しにして、先に食堂へ向かうことに決めた。
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（なによ、こんなに広いの……？）

　夕食時の食堂は、多くの生徒で賑わっていた。

　食堂を訪れた生徒たちは、まず自分の席を確保し、それから食事を受け取っているようだ。勝手がわからないアミラは、ひとまず奥の窓際の席に座ろうと歩を進める。だが、私服姿のアミラに対して、上級生と思しき生徒たちに睨むような視線を向けられ、思いとどまった。

「あの、ここ——」

　訊ねようとするアミラを遮り、目つきの鋭い女子生徒がアミラの後方を示す。アミラが振り返ると、トレイに乗せた食事を手にした別の生徒が訝しげにアミラを見つめていた。

「あ……、すみません……」

　目印などはないが、暗黙の了解で席が決まっているらしい。そのことに気づいたアミラは消え入りそうな声で謝罪し、改めて入り口付近に戻ると、注意深く食堂を観察した。

（あそこで注文するのね？）

　生徒たちが列を成しているのは、厨房に備え付けられたカウンターだ。思い思いに注文している様子が窺える。

　夕食と交換出来るチケットがポケットに入っていることを確かめ、アミラは席を見渡した。

（あとは、座る場所よね……）

　編入したばかりでクラスの面々の顔はわからない。覚えているのはミリスと、リサ、それからシェンフゥくらいだ。

（ミリスと相部屋っていうのは、そういうこと……）

　寮での生活は彼女から教わるように手配されているようだ。

（ステファン先生、そんなこと一言も言ってなかったじゃない……）

　ざっくりとした説明だけで寮に戻されたアミラは、心の中でステファンの悪口を呟きながら大きく溜息を吐いた。

（部屋に戻って、ミリスに頼む？　それとも……）

　食堂の食べ物の匂いを嗅いだことで、空腹がより深刻なものになる。考えてみれば昼食も摂っていないのだ。

「あ……」

　どうしたものかと考えあぐねていると、何か言い合いながらリサとシェンフゥがやってくる姿が見えた。

（空腹には勝てないわ……）

　不本意ではあったが、リサとシェンフゥの真似をすることに決めたアミラは、さりげなく彼女たちの二つ後ろに並び、無事に夕食を得た。

（……っていうか、ラーメン？　あいつなんで二つも持ってるのよ……）

　リサとシェンフゥが、三人分のトレイを手に席に着く。近くの席に着こうと周りを見回したアミラの目許を、誰かの手が塞いだ。

「だーれだ？」

「きゃっ！」

　気配を全く感じさせずに背後から目を塞がれ、思わず悲鳴を上げる。背後の人物は声を忍ばせて笑って、ゆっくりと手を離した。

「……ミリス……」

「えへへ、びっくりした？」

　アミラの驚いた顔を、ミリスが悪戯っぽく覗き込む。

「……あれ？　怒っちゃった？」

「子供みたいなことしないで」

　アミラは大きく溜息を吐くと、トレイをテーブルに置き、手近な椅子を引いて座った。窓際のその席がリサたちの定位置だったらしく、リサが不満そうな声を上げた。

「なんでコイツが一緒なのよ」

「アミラと私が同室だから、色々教えてあげるんだぁ。ねっ、アミラ？」

「…………」

　ミリスの問いかけには答えずに、空腹に任せて食事を食べ始める。

　きちんと下処理された魔獣料理をフォークで刺して齧り付き、アミラは黙々と咀嚼して呑み込んだ。付け合わせのサラダに嫌いなトマトが入っているのを皿の端に避け、好物の目玉焼きは最後まで取っておくことにした。

「本当に、面倒見がいいわね」

　リサが溜息を吐きながらアミラと少し離れて席に着き、トマトと野菜のパスタをフォークでくるくると巻きながら上品に口に運んでいる。ミリスとシェンフゥはラーメンを揃って、美味しそうに啜っている。

「んっ」

「うーまーいーぞー！」

　二人が頷き合いながら揃って立ち上がって叫び、楽しそうに笑っている。

「だから、やめなさい」

　リサが呆れながら止める声にミリスは舌先をちろりと覗かせて片目を瞑り、ゆったりと席に腰掛け直した。

「それ、禁止」

「え〜っ、楽しいのにぃ」

　抑揚なく言うリサにミリスが困ったように眉を下げる。シェンフゥは懲りた様子もなく、楽しげに尻尾を揺らしながら、別の表現でラーメンの旨さを表現し始めた。

（なんなのよ……。くだらない……）

　会話に参加する気にもなれずに、黙々と食べ進め、最後に取っておいた目玉焼きにフォークを刺す。

「あ……」

　目玉焼きは、アミラの大好きな半熟でないばかりか、黄味の中心まで固く火を通された固焼きになっていた。

「最悪……」

　呟き、フォークを投げ出すように置く。

「あれ？　もう食べないの？」

　アミラの不機嫌な態度に気づいたミリスが訊ねると、アミラは溜息を吐いてそっぽを向いた。

「目玉焼きは絶対半熟なの。固焼きなんて論外だわ」

「野菜も食べなきゃだめだよ？」

　皿に残ったトマトを指摘され、アミラが視線を戻す。

「トマトなんて、この世からなくなればいいのに」

「そこまで嫌いなんだぁ。じゃあ、もらっちゃうよ？」

　いつの間にかラーメンを食べ終えていたミリスが引き受けようと箸を伸ばす。

　アミラは咄嗟に、その手を払った。

「勝手になにしてんのよ」

「そっちこそ、ミリスになにしてんのよ」

　アミラの態度に誰よりも早く反応したのはリサだった。

「好き勝手なことばかり言って、何様のつもりなの？　飢えずに食べられるのが、どんなに幸せか、あんた全然わかってないみたいね」

　まくし立てるように言われ、アミラも頭に血が上る。

「うるさいわね。食べるわよ。だったら文句ないでしょ？」

　空腹が収まったわけではないので、トマトと固焼きの目玉焼きを口に入れる。

「これで文句ないでしょ？」

　皿を空にし、突きつけるようにして見せつけると、リサは苦く笑ってアミラを見据えた。

「つまらない意地なんて張らないことね」

「……張ってない」

　一触即発な二人の間に入り、ミリスが笑顔を向ける。

「まあまあ……。あっ、アミラ一緒に下げに行こうよ。全部食べられたなら、お代わりも出来るからねぇ」

　無視出来ない魅惑の言葉に、アミラも毒気を抜かれて聞き返す。

「……お代わり？」

「うん」

　ミリスは穏やかな笑みを浮かべて頷くと、アミラに食堂の使い方を丁寧に説明して回った。

（なんだ、いい人じゃない……）
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　アミラがミリスに感謝したのは食堂での一件だけで、　その後の数日は、アミラにとってさんざんな日々だった。

「ミリス、ちゃんと服を着て！」

「だってぇ、この方が楽なんだもん」

　寮では裸でうろうろしがちなミリスのせいで目のやり場に困り、学舎では同じクラスということもあり、リサとシェンフゥと行動を共にする流れになってしまった。

　初日の悪印象のこともあり、アミラはなにかとリサが視界に入るのが癪だった。

（アルバレックさんが、教えに来てくれたらいいのに……）

　この人は本当に凄いと思える相手は、今のところアルバレックだけだ。だが、彼が教えに来る様子はない。ステファンはいつもへらへらとしていて頼りなく、本当に執行者なのだろうかと疑問に思うこともしばしばだ。

（ママの方が数倍強いと言われても、有り難みがわからないわ）

　ステファンは黒板に武器の説明を書き綴りながら、金曜日の模擬戦の説明をしている。アミラの電撃鞭は、魔法を使わなければ使用可とあった。

（ママもこういう訓練を受けた……？　それとも傭兵から即実戦に入った……？）

　聞いていたはずだが、普段から聞き流していたため、アミラの記憶は定かではない。それでも、あのアルバレックが一目置いていたと言う母親は、確かに強いのだろうと思い直した。

（でもあたしは、その足元にすら及ばない……）

　電撃鞭の持ち手に触れ、アルバレックに牽制されたあの瞬間を思い出す。あの時ほどの敗北感を覚えたことはなかった。

　母親との訓練で、勝てたと思うことはあったが、それもアミラのプライドを傷つけないように手加減されていたのかもしれない。

　——自分は執行者には向いていない。

　そのことは、もう明らかなのだ。養成機関の生徒たちの中で、仮に自分が一番優れていたとしても。

（さっさと一ヶ月が過ぎて、自由になりたい……）

　アミラの頭の中は、早く時が過ぎることだけを願うように変わりつつあった。





　そうして迎えた金曜日。

　この日の教室は、実技の授業に合わせて、生徒たちがそれぞれに自分の武器を携帯しているため、物々しい雰囲気に包まれていた。

「あっ！　アミラ！　こっち、こっち」

「…………」

　教室に入ってきたアミラを、ミリスが手招く。ミリスも寮の部屋にあった大きな槍のような武器を持ってきていたが、分厚く巻かれた布はそのままなので、中身がなんなのかは相変わらず謎のままだった。

「ちょっ、なんで勝手に呼んでるのよ、ミリス」

「ええっ？　みんな一緒の方が楽しいかなぁって。ねっ、アミラ？」

「…………」

　並んで座っているリサとシェンフゥの武器を素早く確かめる。リサが持っているのは、
竹光
 たけみつ

 と呼ばれる竹製の模擬刀だった。

（ふぅん。刀を使うってこと……）

　リサの隣のシェンフゥは錫杖を携えている。

（二人揃って、なんか古めかしいわね）

　武器を物色するように確かめたアミラは、ミリスのことは無視して通り過ぎる。

「行っちゃった……」

「好感度が足りぬようじゃのぅ」

　アミラの態度を見て、ミリスとシェンフゥがひそひそと話し合っている。

「んー。好感度ってどうやって上げるのがいいのかなぁ？」

「やはりイベントをクリアして、絆を深めなくてはのぅ」

「またわけのわかんないことを……」

　リサが呆れた様子で突っ込む隣で、ミリスが真面目に検討を始める。

「やっぱり、絆を深めるにはトラブルとかハプニングが大事だよねぇ。どこかに転がってないかなぁ……」

「……ミリス、あんなのと同室だからって、そこまで気にする必要あるの？」

　ふと気になった様子でリサが訊ねると、ミリスは即答して頷いた。

「うん！　アミラとも仲良くなれたらいいなぁって。それに、意外と可愛いところもあるんだぁ」

「そうなの？」

　ミリスの発言に、リサが興味を持ったのか聞き返す。

「うん。この前、寝言で——」

　さすがにその続きを言わせるわけにはいかないと、アミラはつかつかとミリスの席に戻ると、威嚇するように机を叩いた。

「ミリス」

「んっ？」

　ミリスは全く動じずに、きょとんと目を瞬かせている。

「あっ、もしかして秘密だった？」

「黙って」

　すぐにでもアミラの寝言を暴露しそうなミリスを制し、アミラは自席へと戻る。

「はーい」

　釘を刺すようにミリスを振り返ったが、ミリスはにこにこと微笑みながらアミラに向けて小さく手を振っていた。

（まったく、なんなのよ……）

　苛立ちながら席に戻ると、始業時間を知らせる鐘が鳴り、ステファンとミランダが教室に入ってきた。

「さあ、今日は実技で模擬戦を行う。各々、武器は持ってきたな？　忘れたやつは素手でやってくれ」

「まあ、素手でやり合う術も後々教えてやるが……」

　模擬戦の概要を説明するミランダに、ステファンが茶化すように補足する。

　一通り教室を見回したステファンは、誤って大剣を持ってきていた男子生徒を認めて大仰に驚いて見せ、付け加えた。

「おっと。刃物を扱うやつは全員木剣に変更だぞ。もし持ってきてるやつがいれば、今日は封印してくれ」

「はい」

　男子生徒が大剣を椅子の上に引っ込める。ステファンはその様子を見届けて頷くと、ミリスへと視線を移した。

「封印といえば……。ミリス・アークガーデン」

　ミリスが応じて軽く手を挙げる。

「お前は見学だ」

「えぇー……」

　ミランダの発言にミリスが不満そうな声を上げている。

「この前の模擬戦、俺がさんざんな目に遭ったからな。その武器も使うなよ？」

「はぁい」

　冗談めかした発言に、教室の中から失笑が漏れる。ステファンはそれを口許に人差し指を立てて静かにするよう促し、木剣の配布を始めた。

「さて、組み合わせだが——」

「ステファン先生！」

　組み合わせを決めるべく、ステファンが黒板に線を引き始める。それを遮るようにアミラが声を張り上げ、立ち上がった。

「なんだ、アミラ？」

「あたし、あいつとやりたいです」

　アミラはそう言うと、リサを指差した。

「…………」

　リサはなにも言わなかったが、アミラの発言に露骨に嫌そうな顔をしている。

「ダメですか？」

「まあ、誰でもいいとは思ってたが……」

　アミラが畳みかけるように言うと、ステファンが困ったように後頭部を掻いて呟いた。

「おおっ、まさに決闘じゃな！」

「果たし状、書いておけば良かったねぇ」

　リサの反応に反して、ミリスとシェンフゥは呑気な様子だ。

「そういうんじゃねぇんだけどなぁ……。まあ、なるようになるか」

「またお前はそういう……」

　ステファンがアミラの申し出を承諾するような発言を漏らすと、ミランダが呆れたように溜息を吐いた。

「…………」

　リサは無言のまま、後方の席のアミラを見上げている。

「どうするの？　あたしが怖い？」

「はぁ？　そんなわけないでしょ。受けて立ってあげるわ」

　アミラが挑発すると、リサは竹光を掴んで立ち上がった。

「リサもアミラも鬱憤が溜まってるから、発散する良い機会かもねぇ」

　指名に応じたリサの隣で、ミリスが楽しそうに笑っている。

　アミラには、なぜミリスが笑っていられるのかが理解できなかった。









　養成機関の地下にある錬武場へ移動すると、タイル張りの広い空間が広がっていた。

「リサは竹光。アミラ、お前は電撃鞭だ。模擬戦につき、雷魔法の使用は禁止する。いいな？」

「そんなのなくても、あたしが勝ちます」

　アミラが牽制するように、鞭を左右に振り下ろす。タイル張りの床がその衝撃で剥がれて散った。

「舐められたものね。お手並み拝見といこうかしら」

　腰に携えた竹光の柄を握り、リサが抜刀の構えを取る。アミラは試すように鞭を自在に操り、リサの身体の左右に振り下ろした。

「どうしたの？　かかってこないの？」

　間近に振り下ろされた鞭がタイルを跳ね上げたが、リサは別段怯む様子もなく不敵にアミラを見つめている。

（鞘もないのに、抜刀の構え……？　格好だけは様になってるわね）

　リサの重心が僅かに後ろに傾くのを注意深く観察しながら、アミラは間合いには入ってこられないだろうと、高をくくった。

「そっちこそ」

　リサが剥がれたタイルを爪先で蹴り、アミラの顔面に向けて跳ね上げる。アミラはそれを鞭で払い、そのまま鞭を鋭く振り下ろしながらゆっくりとリサとの距離を詰めた。

「…………」

　アミラとの間合いを計るようにリサがじりじりと後退を始める。

（やっぱり、大したことないわ）

　リサの実力を計ったアミラは、心の中で安堵の溜息を吐きながら鞭の柄を握る手に力を込めた。

「はぁっ！」

　戯れに振るっていた鞭を引き戻し、切り裂くように袈裟懸けに振り下ろす。

「……っ！」

　鋭い一撃をリサは飛び退いて
躱
 かわ

 したが、アミラはその動きを読み、引き戻して下から鞭で煽った。

「！！」

　急所である頭部を狙っていることは読まれていたのか、リサが後方に転がって躱す。

「それで避けたつもり？」

　アミラが素早く鞭を操り、左から右に薙いで再び顔面を狙うと、リサは微かに笑ってぐんと屈み込み、低く構えて刺突した。

「えっ！？」

　あまりの速さに、アミラの反応が遅れる。辛うじて刺突を躱し、引き戻した鞭の先端を輪にしてリサの首にかけようとした。

　リサは地面に手をついて素早く鞭から抜けると、アミラの頭部に蹴りを浴びせた。

「……やったわね！」

　アミラが叫ぶ間、息着く間もなく間合いに入ったリサが、竹光でアミラの胴を薙ぐ。

「くっ！」

　アミラは咄嗟に左腕で防御したが、まともにリサの一撃を食らった腕はびりびりと痺れた。

「はぁああっ！」

　鞭を引き戻し、持ち手部分を
多節棍
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 状にして打撃を喰らわせる。

「ちょっとはやるようね！」

　完全に間合いに入られたアミラは、リサの連撃を鞭の持ち手で防ぐのが精一杯だ。

（躊躇なく間合いに飛び込んでくるなんて……）

　間合いをキープして鞭の連撃を浴びせ、楽勝の予定だったはずが、全く活かせていない。リサは前へ前へと歩みを進め、アミラとの距離を詰め続けている。

「鞭が振るえなくて、苛々してるようね」

「うるさい！」

　鞭を持ち替えたアミラが、先端を束ね短い鞭として振るう。

「へぇ、そういう使い方もあるの？」

「観察してる余裕なんてあるかしら？」

　竹光に素早く絡めた鞭をギリギリと引き寄せながら、アミラが挑むようにリサを睨めつける。

「さあ、どうかしらね？」

　リサは竹光の角度を変え、鞭から引き抜くと素早く後方に跳躍した。

（間合いが空いた。これで、挽回すれば——）

　思考を巡らせる隙もなく、リサが上段に構えた竹光を振るう。

「はぁああっ！」

　竹光の斬撃を鞭で薙ぎ、牽制するアミラから数歩引いて、リサが叫ぶ。リサの竹光はアミラではなく下から
抉
 えぐ

 るように錬武場の床を削った。

「どこを狙って——」

　嘲笑を浴びせる前に、跳ね上げられたタイルの破片がアミラを襲う。

「卑怯よ！」

「実戦に卑怯もなにもないでしょ！」

　砕けた無数のタイルをアミラに浴びせたリサは、再び間合いを詰め、アミラの胴を薙いだ。

「その手は通用しないわ！」

　鞭を振り上げて竹光を跳ね上げ、素早く退く。だが、リサはそれを狙っていたかのように、次の一撃で足元を薙いだ。

「その手は喰わな——」

　その一手を躱かわし、飛び退いたアミラの眼前にリサの竹光の柄が迫る。

「！！？」

　避ける間もなく顎にまともに喰らい、意識が一瞬飛んだ。そのまま胴への追撃が入り、アミラは痛みで意識を引き戻された。

「あ……ぐ……っ」

　腹部に鋭く肘が入る感覚に息が詰まったが、咄嗟に身体を丸めて防御姿勢を取る。床に身体を投げ出し、その反動を利用して転がったアミラは、喘ぎながら再び自分の間合いを確保した。

「ふぅ。ミリスと比べれば、スピードもパワーも大したことないわね」

　竹光を構え直しながら、リサが溜息混じりに呟いている。その一言にアミラの怒りが沸点に達した。

「無駄口が叩けないようにしてやる！」

　腕を高く掲げ、リサの顔面を狙って素早く振り下ろす。

「そういうところが、甘いのよ」

　リサが低く屈み、刺突する姿が迫っている。挑発に踊らされ、先ほどと同じ手にかかってしまったと気づいたアミラは、瞠目した。

（このままじゃ、負ける……！？）

「あぁあああああっ！」

　叫びと同時に、無詠唱でアミラが雷魔法を使う。鞭から[image: u+8ff8]
 った稲妻がリサを襲った。

「いかん！」

　シェンフゥが叫ぶと同時に両者の間に躍り出て、氷狐の壁で雷撃を防ぐ。

「なっ！？」

　打ち立てられた氷の壁の向こうにリサの姿が霞んでいる。それが罅割れ、砕けるのとほぼ同時にリサがアミラを鋭く刺突した。

「はぁああっ！」

　雷撃を纏ったままの鞭の一撃をくぐり抜けたリサが、竹光でアミラの鞭を薙ぐ。

「あっ！」

　衝撃で鞭の軌道が変わり、アミラが鞭を引き戻すが間に合わない。足元を薙がれ、アミラの身体はそのまま錬武場の床に叩き付けられた。

「……っ」

　リサの竹光がアミラの喉元に突きつけられている。睨むように見つめると、リサは苦笑を浮かべ、竹光を引いた。

「そこまでだ」

　ステファンが制し、リサの勝利が確定した。竹光を戻したリサがアミラに背を向けると、すぐにミリスが飛びついてきた。

「リサ、凄かったよ！　格好良かったぁ」

　抱きつくタイミングを逃したシェンフゥが、羨ましそうにミリスを見つめている。その姿に苦笑を浮かべながら目配せしてみせ、リサはミリスの背を軽く叩いた。

「……ミリスほどじゃないけどね」

「謙遜しちゃってぇ……」

　愛想の良い笑みを浮かべながら、ミリスがようやく身体を離す。

（なんなのよ、浮かれて……）

「いや、全然謙遜じゃないし。ステファン先生相手に互角ってどういうことなのよ……」

「あの武器はチートじゃのぅ……」

　模擬戦でステファンと戦ったのを見たことがあるのか、二人は首を
竦
 すく

 めながら苦笑を浮かべている。

（ミリスも、ちょっとくらいあたしのこと、応援してくれたっていいじゃない……）

　模擬戦とはいえ、戦闘が終わってすぐに仲睦まじく会話を始める三人がアミラは気に入らなかった。

「……本当にあれで、普段はこれなんだから……わからないわ」

「敵には回したくないのぅ」

　顔を見合わせて話し合うリサとシェンフゥの身体に手を回しながら、ミリスが二人と顔を寄せ合う。

「ふふふっ、二人はだーいじな友達なんだから、敵になんてならないよ」

「そうね」

（友達同士なんて、そんなものよね。ピンチになったって知らないんだから）

　嫉妬めいた感情を覚えながら、心の中で呟く。電撃鞭を手にして立ち上がり、大きく息を吐いた。

「さ、次のヤツ——」

「まだだ！　あたしはまだ戦える！」

　模擬戦の次の一戦を募るステファンの言葉を遮り、アミラが吠えるように言った。

「さっきやったでしょ。模擬戦はもうおわり」

　リサが呆れたような目を向け、アミラに言い聞かせる。

「勝ち逃げするつもり！？」

　噛みつくような鋭い声を上げたアミラに、リサは不敵に笑いかけた。

「ふぅん、負けたのがそんなに悔しい？」

「そいつが氷の壁なんか出すからでしょ！」

「いや、あんたのあの魔法は反則だし……」

　アミラの反論にリサが正論を返す。その言葉がさらにアミラを苛立たせた。

「あんなの実戦じゃ意味ないわ！　実力の半分も出せてないあたしに勝って、そんなに嬉しい？」

「本当に強いなら、加減ぐらい覚えなさいよ！」

「ママはそんなこと教えてくれなかった！」

　大声を上げたリサに負けじと、アミラは怒りに震えながら叫んだ。

「あんなに訓練したのに、学校じゃ全然通用しないどころか、使えない技ばっか！　ホント、最悪！」

「…………」

　アミラの叫ぶ声に、リサが哀しげに顔を歪めた。

「な、なによ……」

　急に押し黙ったリサはアミラの顔を見つめたまま、深く溜息を吐き、そのまま無言でアミラの頬を張った。

　乾いた音が響き、頬に受けた平手打ちの衝撃が遅れて知覚される。

「な……」

　なにすんのよ、と咄嗟に言えず、アミラは愕然として頬を押さえ、唇を震わせた。

「その顔は、親に殴られたことがないってことよね」

　アミラの母親は、アミラに手を上げたことはない。

　それを見透かしたようにリサが冷ややかにアミラを見つめている。

「……それが、何だって言うのよ……」

　やっとのことで言い返したが、声はアミラの動揺を受けて震えていた。

「……あんたのママに同情するわ」

「お前に何がわかるのよ……」

　震える唇を忌々しく噛みしめて睨むと、リサは哀しげな目をしたままアミラを見つめ返した。

「……あんたに戦いを教えたのがママだっていうなら、相当に腕の立つ人なんでしょうね」

「なんなの……」

「あんたの戦い方は、攻守ともに優れてる。教えた人物の絶対に死なせない、という意思を感じるものだったわ」

　リサの言葉を受けて、ミリスがゆっくりと頷く。

「文句ばっかり言ってないで、やるべきことを見つけなさいよ。あんたのママが、いつまでもあんたを守ってくれるって思ってるの？」

「あたしは、守ってくれなんて頼んでない！」

　カッとなり叫んだが、リサは諭すような落ち着いた口調で続けた。

「あんたが、のうのうと飢えずに生きていられるのは誰のおかげ？」

　そんなことは言われなくてもわかっている。両親のお陰だ。

「お説教なら、たくさんよ！　そんなの、あたしが頼んだわけじゃない！　あいつが勝手に——」

「そう……」

　アミラの反論を最後まで聞かず、リサは視線を足元に落とした。

　もう何を言っても無駄だろうという、諦めの混じった溜息がリサの口から漏れた。

「よくわかったわ。あんたのママは凄い執行者だったみたいだけど、あんたは絶対になれない」

　リサが言っている言葉は、もう自分でもわかっている。

「馬鹿にして！」

　敗北感で罅割れた心を抉られたアミラは、怒りに任せてリサの胸ぐらを掴もうとしたが、ミリスの手が素早くそれを制した。

（なに、今の……。全然見えなかった……）

　困ったように眉を下げて微笑んでいるミリスは、何も言わずに首を横に振る。リサはアミラを見つめたまま数歩下がり、哀しそうな顔をして言った。

「あんたは、護る側にはなれない。あんたに護ってほしいとも思わないけどね」

　リサの声が何故か震えている。

　指摘されなくてもわかっていたつもりのことを言われ、悔しさと、整理のつかない複雑な感情にアミラはその場に崩れて大声を上げて泣いた。


第十八話　先輩と後輩





　生まれて始めて書く母親宛の手紙は、書き出しから行き詰まった。

　——文句ばっかり言ってないで、やるべきことを見つけなさいよ。

　錬武場でのリサの言葉が脳裏に蘇る。あの時は、負けたことが悔しくて理解することを後回しにしていたが、落ち着いて考えれば考えるほど、彼女の言葉が胸にしみた。

（あたし、何にもわかっていなかった……）

　強がって、強く見せようとして、他を見下していた。今ならば、その愚かさが理解出来る。

　自分の母親が、如何に自分を愛しみ、尊重しながら育てようとしたかも、ようやくわかってきたような気がした。

（ママは元執行者……。あたしが魔族に狙われないって保証はない——）

　普通の生活を営むことは、恐らく容易ではなかったはずだ。世界は、アミラがまだ知らない脅威に満ちている。表に出ていないだけで、魔族が暗躍していることも、流し聞いていた講義できちんと示されていた。

（あたしが、世界を見下して、ちゃんと向き合わなかっただけ……）

　どれだけ強い元執行者であろうとも、アミラを生涯に亘って護ることは難しい。絶対に死なせたくないという想いの裏には、自らの過去が危険を呼ぶという葛藤もあったのかもしれない。

　そんな自らの不安を微塵も見せずに、母親はアミラの才能を見出し、その長所を伸ばし続けてきたのだ。

（ママ、ごめんね……）

　心の中で呟きながら、ようやく一行目を書き出してみる。けれど、それを母親が望んでいるのだろうかと思うと、筆が止まり、アミラはもどかしく手元の便箋を丸めた。

「……明かり、つけていい？」

　部屋に戻ってきたミリスが訊ねる声で、もう日が暮れていることに気づく。

「あ、うん……。ごめん」

　ペンを置き、部屋の入り口を振り返ると、ミリスが照明のスイッチを入れた。

「ううん。なにか一生懸命書いてたみたいだね」

「……うん……」

　明かりが眩しく、慣れるまで薄く目を閉じる。

　ミリスの視線を感じたが、彼女は特になにも聞かずに自分のベッドへと歩を進めていった。

「あのね、ミリス——」

　誰かに聞いて欲しくなり、自分から口を開く。

「ママに……手紙……書いてたの。無事に着いたって……知らせてなかったから……」

　ミリスに穏やかな目で見つめられ、アミラはたどたどしく続けた。

「そっかぁ。それは、ママ、喜ぶね」

「…………」

　屈託のない笑顔を向けられて、返事に困る。手紙は書いていたが、まだ一行も進んでいない。

「だけどね、上手く書けないの。ママのこと、いつも心のどこかで馬鹿にして、あたし、ママにどんなに大切にされて、期待されてたかなんて考えてもみなかった。勝手にしてるってばっかり……」

「……うん」

　ミリスが頷きながら移動し、アミラのベッドに座る。

「人間で言う、反抗期ってやつだよね？」

　優しくミリスに問いかけられたアミラは、言葉に詰まって首を横に振った。

「……でも、あたし……それを言い訳にしてた……。ママは怒ったりしないから、甘えて、あんな偉そうに……」

「ママと喧嘩したの？」

　ミリスが話の先を促す。アミラはもう一度首を横に振って、反省の意を込めて吐露した。

「あたしが一方的に、キレてただけ……」

「そうなんだ。……話したければ、聞くよ？」

　ミリスの申し出に、アミラは泣き出しそうになった目許を擦って頷き、ゆっくりと話し始めた。

「……その……、ここに来る日。ママとしばらくお別れの日……。……あたし、大好きな目玉焼きがあって、嬉しかったのに……」

　本当に嬉しかった。最後に食べようと思って、取って置いたのだ。

「目玉焼きが、半熟じゃないからって、ママにキレて、酷いことを……」

　そこまで言って、自分の行動の愚かさを悔いた。

　完璧な半熟ではないにせよ、アミラの舌を満足させるには充分だった。

「……食べたの……？」

　ミリスが小首を傾げながら、アミラに問う。

「え……？」

　思いがけない質問が向けられて、アミラは目を瞬いて聞き返した。

「目玉焼き、食べた？」

　ミリスがアミラの目を見つめて、微笑みながら問いかける。

「え、あ、……もちろん……」

「美味しかった？」

　質問を重ねられ、アミラは大きく頷いて答えた。

「ママの目玉焼きは、最高だもん。美味しいよ。半熟じゃなくて、でも固焼きでもなかったから、あれはあれで食べてみたら美味しかった……」

　食堂で食べた目玉焼きとは大違いだ。アミラの母親は、アミラの好きなものと嫌いなものを完璧に記憶している。それをアミラが一番食べたいときに出してくれるのだ。

「あ……」

　それがどれだけ恵まれているのか——。そのことにようやく気づき、アミラは絶句した。

「私は、アミラのママのことは知らないけど……。でも、ちゃんと食べたなら、いいんじゃないかな？」

　今更ながら母親の愛情の深さに気づいたアミラに、ミリスが微笑みながら、穏やかに話し始める。

「少なくとも、美味しかったっていうのは伝わってると思う」

「そんなの、言わなきゃわからないじゃない」

「そうだよね」

　ミリスはあっさりと認めたあと、自分の考えを続けて述べた。

「でも、アミラのことをずーっと見ているママなら、違うと思うな」

「本当に……？」

　ミリスの言葉はアミラにとって救いになる。

　なにか根拠があるのだろうかと問い返すと、ミリスは自信たっぷりに頷き、アミラの尻尾へと視線を移した。

「うん。だって、アミラはね。美味しいものを食べると、尻尾がゆらゆら動くから、わかりやすいし」

「なっ！？」

　思わず尻尾を押さえるアミラを見て、ミリスが声を抑えながら肩を揺らして笑っている。

「あれ？　知らなかった？」

「……知らなかった……」

　恥ずかしさで頬が熱くなるのを感じながら答えると、ミリスは笑うのを止めて、優しく穏やかな視線を向けて、先ほどの言葉を繰り返した。

「あんな戦い方を仕込めるくらい、アミラのことわかってるママなら、ぜーったい気づいてると思うなぁ」

「……そうだといい……」

　仮にそうだとすれば、自分の心も幾分か軽くなる。

「そこは、怒らないんだ？」

「だって、悪いのはあたしだから」

　そうして甘えること自体が、自分がまだ子供であるという証拠でもあるのだと気づき、アミラはまだ何も書けていない手紙に視線を向けた。

「手紙、書く？　邪魔だったら外に出てるよ」

　ミリスの申し出にアミラは首を横に振る。

「ううん。やっぱり止める。目先の……言葉だけの謝罪じゃなくて、態度で示さなきゃダメだと思うから」

「……アミラ！」

　ミリスが破顔して、アミラに抱きつく。

「ちょっ、ちょっと、くっつかないで……」

「ふふふっ。アミラもぎゅってしてよ」

　突然、柔らかな胸が身体に押し当てられ、温かな腕で抱きかかえられたアミラは、困惑しながらも拒否出来ずにミリスを受け容れた。

「な、なんであたしが……」

「その方が、安心するでしょ？」

　ミリスが腕の力を僅かに緩め、アミラの身体を抱き直して背をゆっくりと撫でる。

「……ママ……」

　泣き出しそうな時、あるいはもう泣いている時に、母親が決まってそうしてくれたことがアミラの脳裏に鮮明に蘇った。

「ママもきっと、こうしてくれたんだよね？」

「……う、うん……」

　ミリスの声には不思議な穏やかさが宿っている。素直に頷きながら、アミラもミリスの背に手を回して抱きついた。

「リサとも仲直りしようねぇ」

「……うん」

　温かな抱擁を続けるうちに、心の中にあった刺々しい感情が何処かに零れていくのを感じる。

「……ねえ——」

「なぁに？」

　なにか言わなければと切り出そうとしたアミラは、ずっと先輩である彼女に対して敬意を払ってこなかったことに後悔の念が湧いていることに気づいた。

「……あの、今まで呼び捨てにして、ごめんなさい」

「いいよ。気にしてないから」

　ミリスは微笑んで頷き、アミラの額と自分の額を合わせながら微笑んでいる。

「あの……今度から、ミリス先輩って、呼んでもいい……ですか？」

「もちろん」

　たどたどしく敬語で呼びかけるとアミラに、ミリスは目を細めて承諾の意をしめした。

「……ふふふ、ミリス先輩かぁ……。じゃあ、リサもリサ先輩になるのかな？」

「そのつもり——」

「話しかけるお手伝いなら、先輩に任せてよ」

　アミラが言い淀んだ理由を察したミリスが、先回りして協力を申し出る。

「あ、……ありがとうございます」

　ミリスの気遣いと察しの良さに感謝しながらアミラが身体を離すと、ミリスはアミラの手を取って深く頷いて見せた。

「ううん。リサと私は親友だし、お安い御用だよ。……アミラが可愛い後輩になってくれて、本当に嬉しいな」

「可愛い、あたしが？」

　ミリスの発言に耳を疑いながら問い返す。

「うん、最初からずっとそう思ってたよ。ぎゅーってしたくなっちゃう」

　そう答えるその視線はアミラの猫人族の耳と尻尾へと注がれている。

「あ……え……」

　たじろぐアミラにからかうような視線を向けたミリスは、ベッドに腰掛け直し、くすくすと笑っている。

「でも、そういうのは、もうちょっと仲良くなるか……アミラがその気になってからにしようかなぁ」

　今すぐ何かをされるというわけではないらしい。ほっと安堵の息を吐いたアミラだったが、ミリスに抱きしめられた温もりで、その鼓動は密かに高鳴っていた。
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　週末を寮で大人しく過ごし、母親には到着を知らせるだけの短い手紙を書いた。

　月曜日の朝、アミラはミリスと共に手を繋いで教室へと入り、先に席に着いていたリサの元へと真っ先に向かった。

「リサ、おはよう」

「おはようございます！」

　ミリスと繋いでいた手を解き、彼女の挨拶に合わせて、深々と頭を下げる。

「お、おはよう……」

　アミラの挨拶にリサは驚きながらも応じ、顔を上げたアミラを不思議そうに見つめた。

「リサ先輩！」

　目を合わせてリサに接近し、素早くその手を取る。

「え、あ、……？」

　急に手を握られたリサは、反応に困った様子で助けを求めるようにミリスとアミラを交互に見つめた。

「リサ、アミラの話を聞いてあげて？　……アミラ」

　ミリスが促し、アミラはリサの手を握りながら目を見つめて口を開く。

「その……。今まで済みませんでしたっ」

「…………」

　心からの謝罪の言葉に、リサは驚きを隠せない様子で目を瞬いている。

「あたし、あれから考えて、わかったんです……ええと、全部完璧にわかったとかじゃないんですけど、でも、リサ先輩の言ってたこと、本当にその通りだと思って……」

　アミラは兎に角自分の考えを伝えようと、つっかえながらも懸命に続けた。

「だから、本当にこれまで、生意気なこと言って済みませんでした……」

　自分の手が汗ばんでいることに気づき、リサの手から慌てて手を離す。謝罪の言葉を重ねてもう一度頭を下げると、リサが微かに笑うような吐息を漏らした。

「……なんだ。あんた、ちゃんと自分の頭で考えられるんじゃない」

　アミラの態度が変わったことに驚きながらも、リサがアミラの謝罪を受け容れてくれる。

「……はい。出来るけど、してなかったみたいです。あたし、なんにも考えてなかった——」

「若さ故の過ちというやつじゃのぅ」

　アミラが素直に自分の言葉でリサへの感謝を述べようとしたところで、シェンフゥがかかかっと笑いながら口を挟んだ。

「なんなの、お前……。私はリサ先輩と話してるの」

　不機嫌に睨めつけるアミラの視線に、シェンフゥは全く動じない。

「わしは——」

「こいつのことは、放っておいていいから」

　リサがシェンフゥの顔面を押さえて下がらせたところで、鐘が鳴り、ホームルームの時刻を知らせた。

　鐘と同時にステファンとミランダが教室へと入ってくる。

　ステファンは教室に入るなり、手にしたリストを広げると、生徒の姿を確かめるように眺めた。

「よし、みんな揃っているな。今度の野戦演習のメンバーを発表する」

「野戦演習……いよいよだね。キャンプ、楽しみだなぁ」

　リサの隣に座ったミリスが、リサの耳許で囁いている。その囁きを聞き取ったアミラは一人頷いて、教室を包むざわめきに耳を澄ませた。

（だからみんな、ざわざわしてるのね）

　生徒たちの表情には、期待と緊張が入り混じっている。

「選考基準は、説明した通りだ。装兵操縦の適性が高かった者、上位十一名が二泊三日の今回の演習に参加。それ以外はクラスで自習だ」

　野戦演習の日程はアミラが受け取ったカリキュラムの中にも入っていたが、選考試験は既に行われているらしい。

　装兵操縦の適性試験の結果発表を兼ねているのだと気づいたアミラは、興味深く教室の生徒たちを眺めた。

「キャンプもあるが、浮かれるなよ。いつどこで何があるかはわかんねぇからな」

　そう言いながら、ステファンが野戦演習に参加出来る生徒らの発表を始める。リサはトップで通過し、シェンフゥもそれなりの順位で名を呼ばれた。

　野戦演習に参加出来ると決まった生徒たちは、湧き立ち、名前を呼ばれなかった生徒らは落胆した様子で慰め合っている。

　十一名の名前が揃ったところで、リサがアミラの方を向いた。

「これで全部ね。アミラも行けたら良かったのに……」

「装兵操縦の適性は、アミラが来る前に調べたからねぇ」

　リサの言葉に同意を示しながら、ミリスも残念そうに呟いている。ミリスも名前を呼ばれていないのだが、参加するのが決定しているような口ぶりだ。

「その適性検査、やりましたよ？」

「えっ？」

　アミラの答えにリサとミリスが揃って声を上げる。

　その声が少し大きく響き、ミランダの冷たい視線が向けられた。

「……怒られちゃった」

　ちろりと舌先を覗かせながらミリスが首を
竦
 すく

 め、片目を瞑って見せる。

「以上、十一名に、ミリス・アークガーデンを加えた十二名だ。一班三名編成で、計四班で行動する。……と、言いたいところだが、今回は特例がある」

　ミランダが発した、特例、という言葉に生徒たちが再びざわめき出す。

「アミラ・クラウゼル。アルバレックの推薦で、お前も参加だ」

「はい！」

　名を呼ばれたアミラは思わず立ち上がり、元気よく応じた。

「良かったね、アミラ」

　ミリスがそう言いながら真っ先に拍手を始める。リサとシェンフゥがそれに
倣
 なら

 い、教室全体がアミラの参加を祝福する拍手で包まれた。

「というわけで、合計十三名だな。名を呼ばれなかった者も、次回演習に備えて自習に励むように」

　拍手が止むのを待って、ミランダが改めて宣言する。アミラは胸を押さえて感慨深く頷き、ゆっくりと席に座り直した。









　食堂から戻ったミリスが、
籐
 ラタン

 で編まれた籠に着替えやタオル、洗面道具を入れている。

「ミリス先輩、なにしてるんですか？」

　アミラが聞くとミリスは笑顔で振り向き、同じ籠に入った洗面道具をアミラに差し出した。

「今日は、地下の大浴場が開放される日なんだぁ。アミラも行くよね？」

「え……、あ、あたしは……」

　突然の誘いに戸惑いながら目を泳がせるアミラに、ミリスが有無を言わさず籠を押しつける。

「広いお風呂に入るのって、気持ちいいよ」

「……あたしは、お部屋ので大丈夫……です」

　籠をそっと戻しながら控えめに断ると、ミリスは露骨に驚いた顔をして、しゅんと眉を下げた。

「えぇー、アミラと一緒にお風呂、入りたかったなぁ……。リサたちも来るのに」

「リサ先輩が！？」

　リサが来ると聞かされて、思わず食いついてしまう。ミリスはアミラの反応ににっこりと微笑み、悪戯っぽく囁いた。

「話しかけるチャンスだよ〜」

「そ、そうですね」

　和解はしたものの、体験入学の残りの期間で話すことのできる時間は限られている。

「行きます」

　リサともっと親睦を深めたいと考えていたアミラは、頷いて洗面用具が入った籠を受け取った。

「やったぁ。リサたちにも声、かけてくるね！」

　自分の分の籠を小脇に抱えたミリスが、踊るように扉の方へと進んでいく。

「……あれ？　今から誘うんですか？」

「まさか。これから行くよって」

　ふと気になってアミラが訊ねると、ミリスはううん、と首を横に振って微笑んだ。

「じゃあ、あたしも一緒に行きます」

　急いでタオルと着替えを籠に詰め、ミリスとともにリサの部屋へと向かう。

　だが、何度ノックをしても、リサの返事はなかった。

「……先に行っちゃいましたかね……？」

「ううん。リサの匂いがするから、まだ部屋にいると思うよ」

　アミラにはよくわからないが、猫人族の耳を澄ませてみると確かにリサの声が聞こえるような気がする。アミラが音を聞いていることを察したのか、ミリスが扉に耳を押し当て、アミラを促した。

「——……んっ、ぁ……」

　扉の向こうから、押し殺したような微かなくぐもった声が聞こえてくる。

「え、え……？」

　戸惑いながら慌てて扉から耳を離したアミラに、ミリスは悪戯っぽく微笑むと、小首を傾げて見せた。

「あっ、『食事』かなぁ？」

　そう自問自答しながらミリスが少し強めに扉を叩いて呼びかける。

「リサ、行くよー」

　ミリスの声が届いたようで、慌ただしく扉の方へと駆け寄ってくる音が聞こえた。

「ご、ごめん……」

　リサが、扉の隙間から顔を覗かせる。その頬は上気したような薄紅色に染まっており、着衣は心なしか乱れていた。

「いいよ。それより、シェンフゥ——」

「な、なんじゃ？」

　ミリスが笑顔で応対しながら、リサの背後のシェンフゥへと視線を向けて呼びかける。

「邪魔してごめんね？」

「お、おう……」

　シェンフゥが気まずそうに目を逸らすのに気づいたリサは、愕然とした様子でミリスとアミラを見つめた。

「も、もしかして……聞こえてた……？」

「あ、えっと……。食事なら、仕方ないです！」

　おずおずと訊ねるリサの言葉に、直立して答える。

「……っ」

　アミラの口から零れた『食事』という言葉に反応し、リサが頬をさらに赤く染める。シェンフゥはリサに気づかれぬよう顔を俯けて、肩を震わせている。その表情は見えなかったが、どうやら笑っているらしい。

「ん？　どういうことですか？」

「な、なんでもない！　なんでもないわよ」

　リサが顔を真っ赤にしながら首を横に振り、シェンフゥも涼しい顔で頷いている。

「……そうですか。わかりました！」

「ふふふっ、アミラは素直でかわいいねぇ」

　事情が飲み込めないアミラが不思議そうに猫人族の耳を動かしていると、それに気づいたミリスが指先で愛でるように撫でた。

「あたし、なにか変なこと言いました？」

「ううん。そんなことないし、きっとそのうちわかるよ。さっ、お風呂、お風呂」

　ミリスが明るく促し、リサとシェンフゥも慌ててそれに続く。アミラはしきりに首を捻りながらも、三人に続いて大浴場へと向かった。









　地下にある大浴場の入り口に続く扉を開けると、柔らかな湯気が夜気に融けていった。

　少し遅めの時間だったということもあり、脱衣所には入浴後の女子生徒たちが雑談を楽しみながら
乾燥魔導器
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 で髪を乾かしたり、香油で肌や髪を整えたりする姿が目立つ。

　皆の興味は、来週からの野戦演習に向いており、演習に参加する候補生たちを留守番組の候補生たちが羨ましがっている様子が散見された。

「やっぱり、みんなここだったんだねぇ」

「去年の野戦演習のこととか、色々聞きたかったんだけど……」

　同じクラスの生徒はもう脱衣所を後にしようとしている。

　リサは話す機会を逸したことを悔やんでいる様子だ。

「ちょっと出遅れたようじゃの」

「……誰のせいよ」

「ぎゃんっ！」

　シェンフゥが他人事のようにかかかっと笑うと、その頭にリサの手刀が降った。

「取り敢えず、お風呂入っちゃおうよ。中にもまだ残ってるみたいだよ」

　いつものことなのか、特に突っ込みもせず、ミリスが素早く衣服を脱ぎ去りながら三人を誘う。

「あたしも行きます」

　着衣を取り払いバスタオルで身体を巻くと、ミリスと共に大浴場へと足を踏み入れた。

「あっ、アミラ……」

　湯煙の向こうから、アミラを呼ぶ声がする。

「どうも……」

　脱衣所の扉が開いた弾みで湯煙が晴れて、桃色に上気した白肌に金色の濡れ髪をまとわせた生徒が、宝石のような深緑色の目でアミラを見つめているのが見えた。

「アミラはこれからなんだね。ここ、空いてるよ」

　名前と顔は一致しなかったが、アミラの顔を見ながら人好きのする笑顔を向ける彼女は、同じ演習に参加するクラスメイトだ。

「シェリーだよ」

　反応に困っていることに気づいたミリスが、アミラにそっと耳打ちする。アミラはミリスを振り返って頷き、そっとクラスメイトであるシェリーの傍に寄った。

「ここ、いいの？　シェリー」

「もちろん。なにかわからないことがあれば、言ってね」

「あ、ありがとう……」

　シェリーは微笑んで頷き、身体を洗う作業に戻っていく。

「私は、あっちに行ってるねぇ」

　ミリスが湯を跳ねさせながら浴室を進んでいく。丁度奥の散湯魔導器が空いたらしかった。

（これ、どうやって使うの……？）

　バスタオルを取り、湯を浴びようとしたが、勝手がわからない。

「止水栓を引っ張ると、お湯が出るようになるよ」

　蛇口を押したり捻ったりしながら困惑の表情を浮かべていたアミラに、シェリーが手を伸ばし、散湯魔導器の止水栓を引く。

「それで、赤の
釦
 ボタン

 を押してみて」

　言われたとおりに赤の釦を押すと、散湯魔導器から温かな湯が出始めた。

「ありがとう。助かる」

「どういたしまして……」

　シェリーは自分の身体を洗う作業に戻りながら、アミラの尻尾を興味深げに眺めている。

「どうかした？」

　視線を感じて問いかけると、シェリーは気恥ずかしそうに頬を染めて、おずおずと口を開いた。

「アミラの尻尾、つやつやして綺麗だよね。お手入れ、どうやってるのかなぁって？」

「あ、これ？　髪と一緒。あとブラッシングとか……」

「そうなんだぁ」

　アミラが答えたことで、シェリーが遠慮なく尻尾の観察を始める。

「あんまり、見られると……。その……」

　堂々と見つめられて流石に恥ずかしくなり、慣れない状況に顔を俯ける。

「ごめん！」

　アミラの反応にシェリーは、短く謝り、慌てて後ろを向いた。

「あっ、別にいいの。……その、あたしが慣れてないだけだから、なんだか恥ずかしくて……。えっと、ちょっとだけなら、触ってみてもいいから」

「えっ、いいの？」

　アミラの発言にシェリーが頬を染めて目を輝かせた。

「あ、うん……先のとこ、触るだけなら別に……」

「嬉しい……」

　シェリーが目許を綻ばせて、そっとアミラの尻尾に手を添える。

「……んっ」

　優しく表面を撫でられるように触られ、アミラは思わず声を漏らした。

「い、痛かった……？」

「ううん。ちょっとくすぐったかっただけ……。もっとぎゅっとしたり、しっかり撫でたりしても、いいよ」

「ありがとう……」

　恍惚とした笑顔に顔を蕩けさせたシェリーが、アミラの尻尾をくまなく撫でて行く。

（あ……、この触り方……気持ち良くて……。変な感じ……）

　尻尾の先の方だけを許可したつもりが、シェリーの手の心地良さに負けて身を任せてしまう。

「撫でるたびに、つやつやして……とっても綺麗……」

　なぞるように尻尾を辿るシェリーの指先が、アミラの尻尾の付け根に迫る。

「……あ、ぅんっ」

　その感覚にアミラの身体がびくりと跳ねた。

「あっ、ごめん！　……痛かった……？」

「ううん。あたしの方こそごめん。……その、気持ち良くて、うっとりしちゃった……」

「……本当に？」

　アミラの応えに意外そうに目を瞬きながら、シェリーが聞き返す。

「うん。シェリーは、ネコとか触るのも上手でしょ」

　アミラが指摘すると、シェリーは恥ずかしそうに首を縮めた。

「……う、ううん。ずっと触りたいと思ってたけど、いいよって言ってくれたのはアミラだけだから……」

　上目遣いの視線が、アミラの髪の隙間から伸びる猫人族の耳にも注がれている。

「……あ、じゃあ、耳も触って……みる？」

「え、い、いいの……？　本当に……？」

　シェリーがぱちぱちと瞬きをしながら問い返す。その視線はもうアミラの耳に釘付けになっていた。

「シェリーの触り方なら、平気だと思うから」

「ありがとう、アミラ。もしよかったら、触るついでに頭を洗ってもいいかな？」

　シェリーがシャンプーに視線を落として囁くように提案する。その言葉に、アミラは思わず尻尾を揺らした。

「……あたしの方こそ、いいの？」

「うん。乾いてるところも、濡れたところも触れるし、アミラの髪もとっても綺麗だから洗ってあげたくなっちゃうの」

　シェリーは嬉しそうにくしゃりと微笑むと、アミラの耳に触れ、指先で優しく撫で始めた。





　結局、触らせてくれたお礼に、とシェリーはアミラの頭と全身をくまなく丁寧に洗い上げた。アミラは目を閉じてその手に身を委ね、夢心地で顔の雫を拭った。

「……ありがとう、シェリー。とっても気持ち良かった……」

「……どういたしまして。良かったら、またお願いしてもいい？」

「もちろん」

　アミラの応えに、シェリーは嬉しそうに顔を上気させて大浴場を後にした。

「ふふっ、シェリーとも仲良くなれて良かったね」

　シェリーを見送ったアミラが振り返ると、湯船に浸かったミリスが、楽しそうに声をかけてきた。

「見てたんですか、ミリス先輩」

「うん。気持ち良さそうにしてるなぁって思って」

「実際、すごく良かったです……」

　シェリーの手つきや優しく穏やかな声は、思いがけない心地良さを与えてくれた。思い出すだけで頬が緩んでしまうほどだ。けれど、勘違いしてはいけないと気を引き締める。

「でも、あたしの尻尾と耳に触りたいってのが動機だから……」

　そこまで言ったところで、シェンフゥのことを思い出した。

「あれ？　でも、あいつにもあるのに、なんで——」

「シェンフゥには、リサがいるから……じゃない？」

　アミラの疑問にミリスが顎に人差し指を添えて、自分の考えを述べる。その声に反応するように、浴槽がぼこぼこと泡立ったかと思うと、仁王立ちのシェンフゥが現れた。

「かかかっ。その通りじゃ。よくぞ見破ったぞ、ミリスよ」

「……あんた、どこから出て来てんのよ。しかも、なんなのよ、それ」

　
散湯魔導器
 シャワー

 を浴びていたリサが呆れた様子でシェンフゥを見つめている。ミリスは楽しそうな笑い声を立てながら、芝居がかった口調でシェンフゥに合わせた。

「おお、シェンフゥよ。簡単に見破られるとは情けない……で良かった？」

「またわけのわからないことを……」

　溜息を吐きながら、リサが石鹸を泡立てている。その様子に気づいたアミラは、素早くリサの元に寄り、声を掛けた。

「あのっ、リサ先輩」

「あ、いつものことだから気にしないで」

「そうじゃなくて……。おっ、お背中、流します！」

「へ？」

　アミラの突然の申し出にリサが素っ頓狂な声を上げる。

「ダメ……ですか？」

　驚いた様子のリサに確かめるように訊ねる。リサは少し迷ってから、手にした石鹸をアミラに差し出した。

「いいわよ、別に……」

「ありがとうございます！」

　リサの承諾を得て、手のひらに載せた石鹸を擦り、たっぷりと泡立てていく。先ほどシェリーがしてくれたように顔の大きさほどの濃密な泡を作り出したアミラは、両手で泡を伸ばすようにリサの身体を撫で始めた。

「どうですか？」

　弾力のある石鹸の泡越しに、リサの体温を感じながら身体の曲線をなぞっていく。

「凄く贅沢な気分だわ。これもママに教わったの？」

　直接肌に触れられないことで緊張を解いたのか、リサが気持ちよさそうにゆったりと目を閉じながら訊ねてくる。

「はい。やっぱり耳や尻尾の毛はデリケートなので……優しくって……。でも、洗い方は、さっきシェリーがやってくれたのの見よう見まねですけど……」

　リサの背から身体の前面に向けて泡を滑らせながら応じるアミラの背後に、ミリスの気配が迫った。

「あっ、いいな。私もやりたーい！」

　その言葉と同時にアミラの背に豊かな胸が押しつけられる。

「な、な、なにしてるんですか！？」

「なにって？　背中を洗ってあげようかなって」

　慌てて振り返ったアミラを、ミリスが不思議そうに瞬きしながら小首を傾げた。

「さ、さっきシェリーにやってもらったんで……」

　背に押しつけられたままの胸の感覚に顔が熱くなるのを感じながら、アミラはやんわりとミリスに身体を離すように促した。

「そういえばそうだったねぇ。じゃあ、私もリサを洗おうかな〜」

　そう言いながらミリスは、鼻歌交じりに石鹸に湯を落とし、手のひらで泡立て直した。

「ずるいぞ、わしも混ざりたい！」

「あんたはダメ」

　慌てて駆けつけたシェンフゥをリサが鋭く制する。

「なぜじゃ〜」

「シェンフゥは私のこと、洗ってよ」

　落ち込みを表現するように足元で四つん這いになったシェンフゥに、ミリスがくすくすと笑いながら声をかける。

「その変態、なにをしでかすかわからないわよ、ミリス」

　リサが念を押すように忠告したが、ミリスは紅い舌で唇の端を舐め、それを歓迎するような表情を浮かべた。

「うふふ。なにをしてくれるのか、ちょっと楽しみなんだぁ」

　いつになく乗り気のミリスに気圧されしたのか、シェンフゥが尻尾を下げて後ずさる。

「……や、やっぱり止めておこうかの……」

　弱気な言葉がシェンフゥの唇から零れるのを聞き、アミラとリサは同時に噴き出し、声を揃えて笑った。


第十九話　野戦演習





　翌週の月曜日、野戦演習参加者たちは、聖拝機関の二番格納庫に集められた。

　格納庫の
鎧戸
 シャッター

 は開かれ、中には駐機姿勢を取っているソルダートとガエ・アッサルが並んでいる。

「あたしたち、あれに乗るんですね」

「そうみたいね」

　声を弾ませるアミラを、先を歩いていたリサが振り返って頷いた。

「ステファン先生たちがいないねぇ」

　ミリスの声に反応し、格納庫の外に駐機していたシュヴァリエル二機が起動音を奏でる始める。

　肩にあるセンサーがエーテルを感知して緑に点灯したかと思うと、シュヴァリエルが、滑らかな動きで駐機姿勢から立ち上がった。

　白を基調とし、関節部分や踵に青の塗装を施した機体の全貌が露わになる。

「呼んだか？」

　その頭部が生徒たちを見渡すように動いたかと思うと、拡声器からステファンの声が響いた。

　背面部に取り付けられた
噴射式推進装置
 バーニア

 が、魔導炉の駆動に合わせて動作を試すように動いている。

　二機のシュヴァリエルのうち、ステファンの搭乗する機体には武装は魔導砲とナイフが、ミランダの機体には
投擲
 とうてき

 用の鉄杭が装備されている。

　執行者による機兵の起動を目の当たりにしていた生徒らは、固唾を呑んでその動きを見守っていたが、二機が静止すると、どこからともなく拍手が湧いた。

「皆、揃ったな」

　拍手を遮るようにミランダの静かな声が拡声器を通じて響く。

「駐機姿勢を取っている機体が見えるだろう。左から一班、二班と続き、右は四班が使用する機体だ。搭乗機体に名札をかけてある。各自回収し、まずはそれぞれの機体に乗り込め」

　ステファンとミランダの指示を受け、アミラたちも四班の機体へと歩み寄り、野戦演習で使用する機体を見上げた。

「ご主人は、ソルダートか。なかなか似合うではないか」

　リサの機体は聖騎士団の主力機体でもあるソルダートだ。

「隊長はソルダートってことね」

　聖騎士団の鎧と良く似た装甲と、鋼鉄の羽飾りのついた兜のような頭部は他の班の機体と共通している。

　リサは納得したように呟いて機体に乗り込んでいったが、アミラはその機体と他の班の隊長に宛がわれた機体の差を注意深く観察した。

「……でも、ただのソルダートじゃないですね。リサ先輩の機体だけ、かなり実戦向けです」

　機体には肩や脚部に装甲が追加されており、装備品も長刀と、明らかに他の機体とは異なっている。

「リサは、機兵操縦の適性がトップだからねぇ」

　アミラの呟きを聞きながらその猫人族の耳をやんわりと撫で、ミリスがアミラの搭乗機体——従機ガエ・アッサルの肩を目指して跳躍していく。

　リサが搭乗するソルダートが甲冑に身を包んだ騎士のようなスマートなフォルムに対して、アミラが乗るガエ・アッサルは胴が短くずんぐりとしたフォルムの機体だ。

「アミラ。早くしないと、遅れちゃうよ」

「は、はい！」

　指示に従い、生徒たちは割り振られた機体を探し当て、手順通りに
操縦槽
 そうじゅうそう

 へと乗り込んでいく。

　アミラも慌ててそれに続いた。

「今日からよろしく」

　機体に語りかけながら操縦槽に乗り込み、操縦席に身体を落ち着ける。

　ガエ・アッサルに乗り込んだアミラは、操縦槽側面下部の計器類に目を通し、メモリがゼロであることを確かめた。

『リサ・エーデルワイスならびにシェンフゥ。さっそくだが、手本を見せてくれ』

　シュヴァリエルの操縦槽からミランダの指示がなされた。

「わかりました」

　即座に応じたリサが魔導炉の起動を開始する。アミラもリサに想いを馳せ、イメージの中でこの後の自分の動きをシミュレートした。

　深呼吸を吐き、意識を深部に集中させ、体内のエーテルを練り上げるイメージを構築する。操縦桿を通じて機体にエーテルを流していくイメージは、ちょうど人間の心臓が、血液を通して体中に酸素を送り込むようなイメージだ。

『そろそろ頃合いかの、ご主人』

『そうね』

　拡声器を通じて、シェンフゥとリサの声が響いてくる。魔導炉にエーテルが流れ込み、計器の針が増大方向へ振れ始めているはずだ。

　転換炉をエーテルが満たすと同時に、エーテルの循環動態が開始され、黒血油を各部魔力収縮筋に注ぎはじめる音が聞こえる。

『魔導炉出力、安定。　
魔導制御回路
 スフィア

 、立ち上げ完了。各間接部、ロック解除。……動作チェック、異常なし。——オールグリーン』

　格納庫には、リサの口頭確認の声が淀みなく響いている。

　詠唱のような響きを持ったその声を一語一句聞き逃すまいと、耳を澄まして集中していたアミラは、起動の瞬間を察知して目を見開いた。

　エーテルを循環させたソルダートの目に光が宿ると同時に、リサが起動を宣言する。

『ソルダート、起動』

『ガエ・アッサル、行きまーす！』
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　リサの凜々しい声に、シェンフゥの声が重なる。膝を抱えるような駐機姿勢を取っていた二機が同時に立ち上がり、生徒たちの中から感嘆の声が漏れた。

「息ぴったりだねぇ」

　ミリスがアミラのガエ・アッサルの肩に乗りながらうっとりとその様子を眺めている。

「リサ先輩、格好いい……」

　ガエ・アッサルの操縦槽のアミラもリサの正にお手本のような機兵の起動に呆けたように、ソルダートを見つめた。

『ねぇ、なんで行きますなの？』

『エースパイロットのお約束という奴じゃ』

　機兵の拡声器を通じて、リサとシェンフゥの通信が漏れ聞こえてくる。

『……っ、拡声器がオンのままだぞ。マイペースなヤツだな』

　ステファンはそれに呆れたように声を立てて笑うと、気を取り直して残りの生徒たちを見回すように機体の首を巡らせた。

『さあ、次はお前らの番だぞ』

「はい！」

　アミラが真っ先に元気の良い返事を返し、ガエ・アッサルの半球状の頭部の取っ手を内側に向かって引く。

「ミリス先輩、しっかり捕まっていてください」

　
倉口
 ハッチ

 に当たる部分が閉じられ、操縦槽がロックされたことを確認しながら中から声を上げると、ミリスの笑顔が映像盤に映し出された。

「もちろんだよ。落ちたりしないから安心して」

「わかりました」

　ミリスの返答を確かめ、操縦桿に腕を通し、足踏板に両脚を乗せる。

「……ガエ・アッサル起動」

　アミラの起動に続いて格納庫のガエ・アッサルが次々と起動され、シュヴァリエルの先導に続いて野戦演習実践地である聖都南東の平原地帯への行軍を開始した。
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　行軍は南に位置する森を横切り、南東の平原地帯を目指している。

　隊列は、ステファンとミランダの搭乗するシュヴァリエルを先頭に、一班から四班の順で編成されている。各班の先頭は、ソルダートだ。

　リサの搭乗するソルダートを先頭に、アミラとシェンフゥのガエ・アッサルが続く。

　ミリスはアミラが操縦するガエ・アッサルの頭部に座り、機嫌良く爪先を泳がせている。

「シェンフゥ、少し遅れてるわよ」

　リサは機体同士の距離に気を配りながら、シェンフゥに声を掛ける。

「わしのせいではないぞ、ご主人。第一、なんじゃこの亀みたいにのろまな機体は！　関節をマグネットコーティングせんかい！」

「従機なんだから鈍いのは当然でしょ」

　余りの鈍さにシェンフゥが不満の声を上げる。

「無茶言わないの。無駄なエネルギーを使うと魔力切れになるわよ」

「稼働時間を考えると、候補生に対して
ガエ・アッサル
 この機体

 が配分されるのは適切だと思いますね」

「そうだよ、シェンフゥ。南東の平原地帯に着く前に、魔力切れになるのは避けなくちゃ」

「……うぅ……」

　アミラとミリスに冷静に返され、シェンフゥが仕方なく機体を歩ませながら
呻
 うめ

 いている。

「あのエースパイロットのなんとかは、どうしたのよ？　最初はノリノリだったじゃない」

　リサが励ますように声を掛けたが、シェンフゥは溜息を吐きながら嘆いている。

「まさかここまで不便じゃとは……。こんな不便なものに乗るぐらいじゃったら、わしが巨大化した方がマシじゃぁ……」

「はいはい。馬鹿なこと言ってないの」

「巨大化ねぇ……」

　リサがいつもの調子で返し、そのやりとりを傍で聞いていたアミラも溜息を吐きながら呟く。アミラの呟きが聞こえたのか、シェンフゥのガエ・アッサルの首がぐるりとアミラの方を向いた。

「さてはおぬし、信じておらぬな？」

「信じてないって、巨大化のこと？　出来るの？」

　半信半疑でアミラが訊ねると、シェンフゥは機体を操作し、無駄にポーズをつけて話し始めた。

「かかかっ、出来るに決まっておるじゃろう。巨大化は浪漫じゃからな。ご主人との『食事』の頻度を上げて、毎度たっぷりと摂れば——」

「却下」

　シェンフゥの言葉をリサがいつになく強く遮る。

「何故じゃ〜！？」

　大仰な叫び声が操縦槽から拡声器を通じて響いてくる。

「ふふふっ、シェンフゥが巨大化したら面白そうだようねぇ。ガオ〜って！」

　ミリスはアミラのガエ・アッサルの肩に乗ったまま、シェンフゥを真似てポーズを取った。

「なんなんですか、それ……？」

　映像盤を通じて二人の動作を見ていたアミラが、不思議そうに訊ねる。

「シェンフゥが好きな面白いお話なんだよ。旧暦時代のだから、アミラはまだ生まれてないけどね」

「アミラじゃなくても、大半の人は生まれてないわよ」

　リサが溜息を吐きながら補足すると、アミラがふと声のトーンを落として話を遮った。

「……待ってください」

　ミリスとリサの発言は、まるでシェンフゥが旧歴時代の人間であると話しているかのように聞こえる。

「どうしたの？」

「それって、シェンフゥは生まれてたってことですか？」

　まさかと思いながら問い返すと、リサは至極当然のことのように答えた。

「そうだけど？」

「……え？　じゃあ、今一体——」

「数えるのが面倒で途中で止めておるが、ざっと千年ぐらいになるかのぅ」

「へ！？」

　シェンフゥの発言にアミラが露骨に驚いた声を上げた。

「あれ？　知らなかった？　シェンフゥは精霊なんだよ」

　くすくすと笑いながら、ミリスが集音器を通じてアミラに呼びかける。

「せ、精霊！？」

「そう。珍しいよねぇ」

「珍しいってもんじゃないですよ……」

　アミラはまだ驚きを隠せず、興奮気味に息を吐きながら呟いた。

「四班、私語はほどほどにしておけよ。魔力切れを起こすぞ」

「は、はい！」

　ステファンが拡声器で、リサたちに向かって呼びかける。他の生徒たちの注目を感じ、リサは操縦槽の中で首を
竦
 すく

 めた。

「怒られちゃったねぇ」

「そうじゃのぅ」

　ミリスが少し反省したように声を落としたが、シェンフゥは特に気にしていない様子でくつくつと笑っている。

「誰のせいよ」

「済みませんっ！」

　他人事のように笑うシェンフゥにリサが溜息を吐くと、なぜかアミラが声を上げた。

「いや、そこまで怒ってないから……」









　野営地に、木箱や布に包まれた荷物が運び込まれている。

　従機ガエ・アッサルの映像盤でそれらを確かめたアミラは、目的地への到達を確認し、機体を静止させた。

「無事に到着だね」

　ガエ・アッサルの頭部にある
倉口
 ハッチ

 の蓋が持ち上げられ、隙間からミリスが顔を覗かせる。

「そうですね。ありがとうございます」

　外の空気が流れ込む感覚と、まだ眩い陽の光に目を細める。吹き込む風は操縦槽の空気よりは幾分も涼しく、草や夏の匂いが心地良く感じられ、アミラは新鮮な空気を肺に取り込むように深呼吸を繰り返した。

「アミラ、お疲れ様」

　吹き込む新しい空気には、ミリスの甘い匂いも融けて紛れている。

「私、重くなかった？」

　どこか甘く、ずっと嗅いでいたくなるようなその匂いに反応して鼻を動かしていたアミラは、ミリスの問いかけに力強く反論を示した。

「ミリス先輩が重いだなんて、有り得ません！」

「ふふふっ。アミラはイイコだねぇ」

　ミリスが立ち上がったアミラに、上体を近づけて抱きつく。その勢いで操縦槽の座席に押し戻されたアミラは、先行して野営地に入ったリサのソルダートから響いた扉の開閉音に素早く反応して猫人族の耳を動かした。

「あっ、リサ先輩！」

　駐機姿勢を取っていたソルダートの操縦槽の扉が開き、リサが操縦槽から降りてくる。ミリスの抱擁から抜け出したアミラは素早くリサに駆け寄り、敬礼と共に声を張り上げた。

「お疲れ様でした！」

「ありがとう、アミラ」

　アミラに迎えられて微笑みながら、リサが地上へと降り立つ。

　全四班で構成された隊列の最後に当たるリサたちの四班が機体から降りるのを確かめ、シュヴァリエルの肩に立ったステファンとミランダが生徒たちの姿を見渡した。

「よし、これで全員揃ったな」

「あれ？　シェンフゥがいない」

　ミランダの言葉に、ミリスが周囲を見回しながら呟く。少し離れたところで駐機姿勢を取っているシェンフゥのガエ・アッサルがあったが、そこにシェンフゥの姿はなかった。

「私、見てきます！」

　いち早く反応したリサが、宣言してガエ・アッサルの機体を上り始める。

「……魔力切れでしょうか？」

　ガエ・アッサルの頭部を開き、リサが中に入るのを確かめながら、アミラが小声でミリスに訊ねた。

「シェンフゥは普通とは違うし、それはないんじゃないかなぁ？」

　ミリスもその様子を見ながら、不思議そうに首を捻っている。

　リサに促され、すぐに機体から降りると思われていたシェンフゥだったが、その姿はなかなか現れない。異変を察したように、すぐ近くに集まっている三班がざわめき出す。

　大浴場で親しくなったシェリーも、不安げにアミラの方を見つめていた。

「リサたち、遅いねぇ」

「……やっぱり、あたしも見てきます」

　操縦槽はそれほど広くない。シェンフゥが自力で出られないほど衰弱しているのならば、手助けが必要だろうとアミラもシェンフゥのガエ・アッサルへと向かった。

「リサ先輩、大丈夫ですか！？」

　機体を蹴り上げ、操縦槽へと一気に迫る。呼びかけながら操縦槽を覗き込むと、驚いた表情で振り返るリサと目が合った。

「あ……、あ……」

　狼狽えた様子のリサが、言葉にならない声を発している。その顔が見る間に赤くなるのに気づき、アミラは気まずくなって目を逸らした。

「あ、アミラ……どうして……」

「先輩想いの後輩じゃのぅ。かかかっ」

　操縦槽に身体を預けていたシェンフゥがむくりと起き上がり、いつもの調子で笑っている。シェンフゥの太腿に
跨
 また

 がるようにして座していたリサは素早く立ち上がり、シェンフゥの頭を雑に叩いた。

「あんたがさっさとしないからでしょ！」

「ぎゃん！」

　ぱん、と乾いた音を立て、頭を叩かれたシェンフゥが頭部を押さえて小さく呻いている。

「……どうかしたんですか？」

「ううん。こいつが変なことばっかり言うから……」

　事情がわからずにアミラが問いかけると、リサは腕で顔を覆いながら口ごもった。

「そうなんですね」

　その顔は赤く、耳まで染まっているように見える。シェンフゥがどんな冗談を言ったのかアミラにはわからなかったが、別段気にならなかった。

「あたし、先に戻ってます」

　自分の力は必要なさそうだとわかり、素直に引き下がる。

（あいつ、リサ先輩のこと、困らせてばっかりなんだから……）

　が、それでも思わせぶりなシェンフゥの言葉が気に掛かり、アミラは機体を降りながら耳を澄ませた。

「さて、ご主人、『食事』の続きを頼めるかのぅ」

「……仕方ないわね……」

　声を潜めた二人の会話を拾いながら、アミラは首を捻る。

（そんなにお腹空いてたの……？）

　一日中、機兵と従機を使った行軍を行えば空腹になるのは頷ける。だが、団体行動を乱して食事を摂るまでの深刻さがあるとは、アミラには思えなかった。









「さて、テントは張れたな。各班に分かれて夕食の仕度を始めてくれ」

　生徒たちが張ったテントが、野営地に並んでいる。

　陽は西の空にすっかり傾き、テントの中心で焚かれた
篝火
 かがりび

 が迫り来る薄闇を照らしていた。

　篝火の周囲には、今夜の食事に必要な調理器具や材料が揃えられていたが、麻の袋から覗く野菜や、生のままの米を前に、生徒たちは飲料水だけを先に引き取り、途方に暮れていた。

「もうお腹ぺこぺこで動けない……」

「ご飯よりも、とにかく寝ちゃいたい……」

　機体を操縦しながら長距離を移動するという初めての経験から、生徒たちの大半が魔力切れに近い状態を起こしている。

「泣き言を言う前に手を動かせ。自分のことは自分で賄えよ」

「言っておくが、マナメイトはないぞ」

　ミランダが冷淡に述べ、ステファンが苦笑を浮かべながら補足する。

「えぇ〜……」

　生徒たちの中から落胆の声が漏れ、数人はその場に座り込んでがっくりと肩を落とした。

「体力的の限界……」

「もうテントで休みたい……」

　弱気な呟きがぽつぽつと聞こえてくる。

「睡眠を優先するのは自由だが、推奨しない。あすの野戦演習で良い成績を残したければ、きちんと食べることだ。行軍は過程に過ぎないぞ」

「…………」

　ミランダの的確な指摘を受け、生徒たちがのろのろと立ち上がり始める。

　空腹を飲み水で紛らわしていたアミラは気合いを入れ直し、自班の分の調理器具と材料を手にすると、機兵の脚部に
凭
 もた

 れていたリサを振り返った。

「あたし、頑張ります！　リサ先輩は休んでいてください」

　鍋と
飯盒
 はんごう

 、材料となる野菜や米などを抱え、準備を始めようと試みる。

　材料をひとしきりテントの近くに運んだところで、リサが慌てた様子でアミラを支えた。

「アミラこそ、足がふらついてるわよ。取りあえず座って」

「リサ先輩こそ、顔色が……」

　アミラの指摘を否定することなく、リサが力ない苦笑を浮かべている。

「みんな魔力切れギリギリだよねぇ」

　ミリスが食材や調理器具をテントの予備シートの上に広げながら困ったように笑っている。

「ミランダ先生の言う通り、食事をすれば、多少マシになるんだろうけど……」

「あ、それでシェンフゥは元気なんですね？」

　同じく苦笑を浮かべて頷いたリサの言葉にアミラが口を挟むと、リサが驚いたようにアミラを見つめた。

「へ？」

　リサが変な声を上げて目を瞬いている。

「え……？　私、なにか——」

「よーし、じゃあみんなの分は、私が腕によりをかけて作ってあげるからねぇ」

　アミラとリサの間に割って入り、ミリスが野菜と包丁を手に立ち上がる。

　包丁を武器のように構えたミリスを見、それまで黙っていたシェンフゥが、慌てた様子で止めた。

「いや。待て、ミリス」

「ん？　どうかしたの、シェンフゥ？」

　ミリスがきょとんと目を瞬き、包丁を構えたままシェンフゥの方を向く。

「……おぬし、料理は出来るのか？」

　咄嗟に半歩飛び退いたシェンフゥは、手のひらをミリスに向けて示し、真剣な表情で訊ねた。

「ううん。でも、元気なの私ぐらいだし」

「あたしも大丈夫です！」

　ミリスを手伝おうと、アミラが声を張る。リサはその場にしゃがみ込んでしばらく俯いていたが、思い出したように顔を上げ、シェンフゥを見つめた。

「……ねえ。そういえば、シェンフゥは料理、出来るわよね？」

「かかかっ、その言葉を待っておったぞ！　わしに任せておくがいい！」

　シェンフゥの発言に、隣の三班とステファンの視線が一斉に向けられる。

「やる気だな、シェンフゥ。俺の分も頼むぜ」

　ステファンが便乗すると、三班の生徒らも懇願するような視線をシェンフゥに向けた。

「ハッ！　お安い御用じゃ。わしがおぬしらに、本物のカレーを見せてやろう。たらららん♪
 」

　歌うような謎の合図を出しながら、シェンフゥがどこからともなくカレー粉を取り出す。

「それ、どこから持ってきたのよ……」

「細かいことは気にするでないぞ、ご主人」

　シェンフゥはそう言って笑うと、ミリスから包丁を受け取り、鮮やかな料理の手腕を披露し始めた。

「頼んだぞ、ミリス！」

「いいですとも！」

　シェンフゥの合図でミリスが次々と野菜を投げ始める。

「えぇ……。どういうこと……」

　野菜が宙を舞ったかと思えば、一瞬にして皮が剥かれて一口大に切り刻まれた野菜が鍋の上に落ちてくる。鍋の下にはいつの間にか明々とした炎が燃えさかっており、先ほどまで袋に入っていたはずの米はもう飯盒に収まって沸々と沸騰を始めていた。

「……すごい……」

「あぁ、美味しそうな匂い……」

　米が炊ける良い匂いがしてくるに至り、生徒たちの間から感嘆と希望の声が聞こえ始める。

「どうじゃ、惚れ直したかの？　ご主人」

「あんたもたまには役に立つわね」

「かかかっ！　もっと褒めても良いのじゃぞ」

　リサの反応に気を良くしたシェンフゥが、さらに腕を振るい、二つの鍋の調理を同時進行で進めて行く。

　生肉の代わりに用意された缶詰の中身が加わり、カレー粉が加えられると、どの班よりも早く夕食が完成した。

　リサとアミラが配膳を手伝い、ミリスが各班のメンバーにカレーを配っていく。全員の手に今夜の食事が行き渡ると、それぞれがシェンフゥに対して感謝の意を述べた。

「なんのなんの。ここでご主人からの評価を上げておかねばのぅ」

「お前の評価は、リサ基準らしいな」

　ステファンが愉快そうにシェンフゥとリサを見比べながらカレーを口に運ぶ。

「んっ！　旨い！　お前、これでカレー屋が出来るぞ」

「かかかっ！　皆も、もっとわしのことを褒めてくれ！」

　ステファンに続いて、他の生徒たちも食事を始める。

「えへへ、シェンフゥのお料理、美味しそうだねぇ。いただきまーす」

　配膳を終えて戻ってきたミリスが、アミラの隣に腰を下ろすと、アミラもスプーンを手にカレーを口に運んだ。

「……こんなに美味しいカレー、初めてかも……」

「そうじゃろう、そうじゃろう。旨さのあまり、巨大化して城を破壊するに違いないぞ」

「うーまーいーぞー！！」

　ミリスがいつかのシェンフゥの真似をしながら、きゃっきゃっとはしゃいでいる。

「なんなのよ、それは……」

　呆れた様子で二人を見つめるリサも、カレーの味には満足げな様子だ。

「お城、ないですねぇ」

「……っ」

　カレーに舌鼓を打ちながらアミラが周囲に首を巡らせると、リサが小さく噴き出しながらアミラの肩を叩いた。

「まともに相手しなくていいからね」

　魔力切れ寸前ということもあり、三班の面々はお代わりをしながら順調に食べ進めて行く。

　一班と二班に懇願され、料理の腕を披露してきたシェンフゥが戻ると、鍋の中はほとんど空になっていた。

「まさにカレーは飲み物じゃなぁ」

「やっぱり、みんなお腹空いてたんだねぇ」

　ある程度食事で満たされたことで、生徒たちはさらに空腹を自覚した様子だ。皿を舐めるように完食していく姿を前に、シェンフゥとミリスは顔を見合わせた。

「……人気なのは嬉しいけど、これじゃあ全然足りないねぇ」

「ご主人、腹の膨れ具合はどうじゃの？」

「うーん……。飢えてるってほどじゃないけど、まだもう少し食べたいわね」

「リサ先輩！　あたしのをどうぞ！」

　リサの返答に、アミラがあと一口だけ残っていたじゃがいもを差し出してくる。

「い、いいわよ。それはアミラが食べて」

「そうですか？」

　さすがにリサが遠慮すると、アミラは少し残念そうに猫人族の耳を下げ、じゃがいもを口に運んだ。

「……だって、シェンフゥ」

「では、ちょっと調達といこうかのぅ」

「調達って？」

　アミラが問いかけるよりも、シェンフゥとミリスが動く方が早かった。

「ステファン先生、ミランダ先生！　あの森で、食材調達をしききます！」

「ミリス、シェンフゥ、勝手な真似は——」

　ミランダが止めようとしたが、二人の姿は既に森の中へと消えた後だ。

「……事前に釘を刺しておくべきだったな。まあ、俺ももう少し食べたいと思って——」

「ステファン」

　二人の行動を笑い飛ばすステファンに、ミランダが鋭い視線を向ける。

「はいはい。何かあれば俺の責任ね」

　視線から察したようにステファンが応じると、ミランダは苦笑を浮かべてシェンフゥ特製のカレーの残りを上品に平らげた。

「まあ、夕刻の偵察では魔族の気配はなかった。森の奥にでも入らない限りは大丈夫だろう」





　シェンフゥとミリスが帰還したのは、それから程なくしてのことだった。

「みんなー、お待たせ！」

「大漁じゃぞー」

　シェンフゥとミリスが、木の枝に刺された緑色の小型魔獣を振り回しながら、駆け足で野営地に戻ってくる。

「マンイーターだよー！」

　三〇センチほどの植物由来の小型魔獣が、一つの枝に三体ずつ串刺しにされている。マンイーターの蕾状の部分にある口のようなものは閉じられ、既に息絶えていることが窺えた。ミリスとシェンフゥの手には、それぞれ一本ずつ枝が握られ、串刺しにされたマンイーターが力なく揺れていた。

「おいおい、良く捕まえたなぁ」

　ステファンが驚いた様子で立ち上がりながら、仕留められたマンイーターを興味深く眺めている。

「これだけ群生しているということもないはずだが……」

　それはミランダも同じらしく、訝しげにマンイーターを調べ始めた。

「餌みたいなのに群がってたんだよね」

「木の実かと思えば、なかなか強烈な匂いじゃったからのぅ」

　篝火の木枠の上にマンイーターの串刺しを手際良く並べながら、シェンフゥとミリスが応じる。

「強烈な匂い……？」

　ミランダが険しい表情で反芻しながら、マンイーターの致命傷の傷を改めている。枝に串刺しにされたことでカモフラージュされてはいたが、シェンフゥが妖術で獲ったらしい痕跡である氷のかけらが微かに残っていた。

「まあ、何か大好物でもあったんだろうよ」

　ステファンが笑いながら、マンイーターの触手の部分を指で擦っている。その匂いを嗅いで唇の端を歪めたステファンは、同じ仕草をミランダにも促した。

「……まさか、デモンズベイ……？　禁制品になったはずだが……」

　微かに残る匂いに気づいたミランダが、顔を
顰
 しか

 める。

「あれ？　もしかして食べちゃ駄目？」

　聞き慣れない言葉にミリスが困ったように首を傾げながら訊ねる。ステファンはすぐにその可能性を否定すると、いつもの笑顔を見せてミランダに目配せした。

「いや、別に構わないぞ。俺にも分けてくれ」

「……ああ、そうだな。私も頂けると有り難い」

　視線を送られたミランダが同意を示す。その唇が微かに動いていることに気づいたアミラは、耳をぴんと立てて、ミランダの声を聞き取った。

「明日の朝までに、もう一度見回っておく」

「頼むぞ。魔族絡みだと厄介だ」

　ミランダの言葉にステファンがほとんど唇を動かさずに応じている。

（どういうこと……？）

「アミラ！　お塩取ってー！」

「はい！」

　怪訝に眉を
顰
 ひそ

 めていたアミラだったが、ミリスに呼びかけられて、すぐに笑顔を作った。





　　　＊
 　＊
 　＊






「さて、おまちかねのマンイーターの丸焼きじゃ！　みんな皿の準備は良いかの？」

「はーい！」

　こんがりと焼けたマンイーターの串刺しを、ミリスが宙に放り投げる。

「はぁあああっ！」

　シェンフゥが跳躍し、鮮やかにマンイーターを
捌
 さば

 くと、それぞれの皿に焼きたてのマンイーターの身が配られた。

「キャンプらしくていいわね」

「本当に美味しいです。野菜みたいな食感なのに、豚肉みたいな味なんですね」

　アミラがマンイーターの肉に齧り付きながら、相槌を打ち、リサと微笑み合う。

「一応植物らしいから、ビタミンも豊富らしいわよ」

「確かにお肉の味なのに、脂っぽくないのがいいですね」

　塩だけで味付けされたマンイーターの身は、淡白でありながら柔らかく、噛むほどにしっとりとした肉汁に似た旨味が染み出して非常に美味だった。

「かかかっ、アミラにもわしの有り難みがわかったようじゃのぅ」

「調子に乗らないの」

「あたしは、目玉焼きがちゃんと出来ないと認めないです」

　胸を張るシェンフゥに、リサとアミラが同時に声を上げる。

「ふふふっ、アミラはとろとろ半熟卵の目玉焼きがだーいすきだもんねぇ」

「満腹なのに食べたくなるわ」

　ミリスがアミラの発言を拾ってうっとりとした調子で話すと、リサがごくりと喉を鳴らした。

「よし、明日は目玉焼きで決まりじゃな」

「へ？　出来るの？　卵は？」

　シェンフゥが機嫌良く応じ、リサが虚を突かれたように目を瞬いている。

「わしの辞書に、不可能という文字はない！　かかかっ！」

「いや、出来ないことだっていっぱいあるでしょうに……」

　自信たっぷりに述べるシェンフゥに、リサが怪訝な目を向けている。

「ご主人のためなら、不可能を可能にしてみせるぞ」

「はいはい」

　話し半分で受け止めたようにリサが適当な相槌を打つ。

「ふふふっ、リサは本当にシェンフゥに愛されてるよねぇ。いいなぁ」

　ミリスはそれを羨ましそうに目を細めて見つめている。

「……あたしは、ミリス先輩の方がリサ先輩にお似合いだと思いますけれど——」

「ありがとうアミラ！　アミラのこともだーいすきだよ」

　思わず本音を零すと、ミリスが皿を足元に置いてアミラに飛びついた。

「あ、ちょっと先輩！」

「ふふふっ、アミラの耳と尻尾、あったかぁい」

　ミリスの手がアミラの猫人族の耳と尻尾に伸ばされ、感触を楽しむように柔らかく握り始める。

「今日はくっついて眠ろうねぇ」

「あ、え……」

　本当に良いのだろうかと思いと、それに甘えたい欲望がせめぎ合っている。

（あれ、もしかして……）

　シェンフゥのことが気に掛かったり、言動に苛々するのが嫉妬からなのだと、ふと思い至る。

「そう言えば、満腹になったら眠くなって来たわね」

　リサはそんなアミラの想いに気づかない様子で、しぱしぱと目を瞬きながら欠伸を我慢している。

「テントに入ってる子もいるみたい」

　ミリスが可愛らしく欠伸をして、うんと伸びをしていると、食事を終えたミランダが糸道を見回しながら口を開いた。

「さて、簡単だが消灯の合図をする。訓練は明日からが本番だ。今夜は早めに休むんだぞ」

「はーい」

　明日からのこともあり、早めの消灯が言い渡される。空腹を存分に満たした生徒たちは、満足げな様子でそれぞれのテントに入った。









　防寒用の毛布にくるまったミリスが、テントの天井に手狐の影絵を作って遊んでいる。

「明日の演習実技は、引率のステファン先生、ミランダ先生を標的として……各班が戦うイメージ……」

　その隣で野戦演習の情報を呟きながらいたアミラは、視線を感じてノートから顔を上げた。

「アミラはまだ寝ないの？」

「もう少し——」

　栞代わりにノートの間に指を挟み、荷物を爪先で探りながら演習実技の概要が書かれた
配布物
 プリント

 を引っ張り出す。

「あ、もしかして、うるさかったですか？」

　配慮が足りなかった可能性に気づき、慌てて問いかけると、ミリスは緩く首を横に振った。

「ううん。アミラの一生懸命な声、好きだよ」

「ありがとうございます。あの、ミリス先輩……」

　ミリスの穏やかな微笑みを見ていると、意識の外に追いやっていた眠気が戻ってくる。

　わざと舌の付け根に奥歯を立てて噛みながら、アミラは眠気に堪えるように瞼を動かした。

「あたし、もう少し明日のシミュレーションがしたいので、先に寝てて大丈夫ですから」

「はぁい。アミラは真面目だねぇ」

　返答しながら、ミリスが毛布の中に潜っていく。

　顔だけをちょこんと出したミリスは、アミラの膝の上にころんと転がり、その顔を仰いだ。

「一ヶ月しかないですからね……。それまでに、リサ先輩に少しでも追いつかないと」

「今の体験入学が終わったら、正式に入ればいいのに」

　ミリスの甘えるような仕草に慣れたのか、アミラが配布物とノートを見比べながら描き込みを始める。

「それは……そうなんですけど……。でも、あたしとリサ先輩たちの学年が変わっちゃいます」

「あ、そっか」

　アミラの答えにミリスが頷くような仕草をする。長い髪がアミラの太腿をくすぐった。

「留年してアミラを待つとかは、リサが許してくれなそうだよねぇ」

「それは、あたしが嫌です」

　ミリスの冗談とも本気ともつかない発言をアミラがきっぱりと拒否すると、それを察していたかのようにミリスが頷いた。

「ふふふっ。アミラって、リサに似てるなぁ」

「似てますか？」

　リサの名に反応して、アミラが顔を上げる。

「うん。ちょっと似てるよ。ほっとけなくなる感じとか、ね？」

　ミリスはノートの陰からアミラを見上げて微笑んだ。

「あっ！」

　その視線にアミラがはっと目を開き、大きな声を上げる。

「どうしたの？」

　驚いたミリスが膝枕から頭を持ち上げると、アミラはそれを待っていたかのように立ち上がった。

「あたし、明日の作戦で、リサ先輩に相談したいことがあったんでした！　ちょっと行ってきます！」





　——明日の朝までに、もう一度見回っておく。

　——頼むぞ。魔族絡みだと厄介だ。





　ミリスとシェンフゥがマンイーターを捕らえてきた際の会話を、頭の中で繰り返しながら靴を履き、リサとシェンフゥのテントへと向かう。

（ミランダ先生とステファン先生のあの会話……。リサ先輩にも教えないと）

　既に他の生徒たちは眠りに就いたようで、辺りはしんと静まり返っている。炎の勢いを落とした篝火の傍で、紫煙をくゆらせているステファンの姿が見て取れた。

（……見張り……。やっぱり、なにかあるかも……）

　警戒心を強めながら、リサとシェンフゥのテントにそっと近づく。

　リサのテントにはまだ薄く携帯魔導灯の明かりが灯っており、中からはぼそぼそと話し声が聞こえた。

「はぁ……。気持ちいい……」

　衣服が擦れるような音に重なって、リサの吐息混じりの声が響いてくる。

「んっ、そこ……もっと強くして……っあ、いいよ……」

　シェンフゥになにかされているのか、リサがうっとりとした調子で呟いている。

「あんたにこんな特技があったとはね……」

「かかかかっ、わしの技もたまには役に立つじゃろう」

　テントの隙間から漏れる明かりを頼りに目を凝らすと、うつ伏せのリサの上に
跨
 また

 がるような姿勢でシェンフゥが座しているのが見えた。

（……あ、マッサージしてるってこと……？）

　その手が肩や背中を揉んでいるのに気づき、アミラは安堵に胸を撫で下ろした。

「あの窮屈な操縦槽に缶詰めだったから、本当に助かるわ」

「長時間の移動は、わしでもなかなかキツイものがあったからのぅ」

「明日の演習はもっとハードなのよね」

　そう問いかけるリサの声には、隊長としてアミラには見せなかった不安めいた響きがあった。

「そういう話じゃったな。まあ、ステファンを倒せばわしらの勝ちじゃ」

「三班と四班で作戦を考えてってことだけど、足元にも及ばないんじゃないかしら」

　楽観的なシェンフゥに対して、リサはあくまで冷静だ。

「わしらにはミリスという隠し球があるからのぅ」

「生身じゃなくて機兵よ？」

　リサが念を押すように訊くと、シェンフゥは快活に笑ってリサの背に手のひらを這わせた。

「まあ、わしにも作戦がある。明日を楽しみにしておくがいい」

「そう？　じゃあ、明日と言わずにその案とやらを聞かせてもらおうかしら」

　マッサージが再開され、リサがリラックスした調子で話を続ける。

「その言葉を待っておったぞ」

「え……？」

　シェンフゥが身体を動かし、リサの太腿を手のひらでなぞる。マッサージとは少し違う手つきに、リサの身体が緊張を帯びたように強ばるのがアミラの目にもわかった。

「のう、ご主人、今のうちに『食事』をして明日に備えるのはどうじゃ？」

「『食事』なら、さっきしたじゃない。緊急時の補給だって付き合ってあげ——」

　リサの言葉を遮るようにシェンフゥが身体を下り、リサの顔を覗き込むようにして顔を近づける。

　シェンフゥの金色の髪が零れて見えなかったが、二人の間からくぐもった声とも吐息ともつかない音が漏れるのをアミラは聞き逃さなかった。

「思いの外、妖力を消耗するのじゃ。わしも、他のヤツらよりはマシじゃが、やはり疲労が溜まっておってのぉ。その点、少しだけでも『食事』を摂れば、気力も体力も充実するじゃが……」

　シェンフゥが上体を起こしながら、切実そうにリサに訴えている。リサは少しの沈黙を挟んだ後、身体を反転させ、仰向けに体勢を変えた。

「その効果、私にも及ぶのよね？」

「もちろんじゃ」

「そう……」

　笑顔で応じるシェンフゥに対して、リサの声の響きにはまだ迷いがある。

（食事、足りなかったってこと……？）

　二人の会話に耳を澄ませながら、アミラは声をかけるタイミングを失っている。

「……でも、ここ、テントしかないわけだし、誰かが通るかもしれないし……」

　聞き耳を立てられていることに気づいたのか、リサが周囲を窺うように視線を巡らせる。

「！？」

　慌ててテントの隙間から外れようと下がったアミラは、その場に落ちていた小枝を踏んだ。

（しまった……）

　声が出そうになるのを辛うじて口を塞いで押さえる。が、リサは枝の折れる音を聞き逃さず、鋭く咎めるような声を上げた。

「だ、誰かいるの！？」

「おっと」

　起き上がり、テントを出ようとしたリサが、不意に動きを止める。

「え、あ……」

　なにが起こったのかアミラにはわからなかったが、リサの身体がその場にどさりと崩れる音がした。

「藪はつつくものではないぞ、ご主人」

「で、でも今、物音が……」

　シェンフゥになにかされたのかと思ったが、テントの中のリサは何事もなかったかのように会話を続けている。

「用があれば、声ぐらいかけてくるじゃろう。そうでなければ、気のせいじゃ」

「……ちょ、ちょっと……」

　リサの声が小さくなり、代わりに衣擦れの音が聞こえ始める。

「待って、シェンフゥ……」

「なんじゃ？　『食事』には賛成ではなかったかの？」

　髪を掻き上げながら、シェンフゥがリサの目をじっと覗き込む。

「それは、そうなんだけど……。だけど、こんなとこ、誰かに見られたり聞かれたりしたら……」

　シェンフゥが慣れた手つきでリサの着衣をはだけさせていく。寒くないようにとの配慮か、自らも前をはだけさせ、柔肌を重ねて口付けた。

「ん……、ん……」

　リサは目を閉じて小さく首を動かしながら、戸惑うように悩ましげな声を上げている。その声を塞ぐようにシェンフゥが唇の合わせ目を変えると、鼻先からくぐもった吐息がもれるだけになった。

「ほれ、こうして声を出さなければすむことじゃ。必要ならわしが塞いでやろうかの？」

　リサの目を見つめながら、シェンフゥがさらに口付ける。

「……ぁ……」

　リサはそれを受け容れ、恍惚とした艶めかしい視線をシェンフゥに送っている。唇を合わせ、唾液を交換するような湿った吐息が、テントの中に響いている。

　アミラの耳はその音から逃れられず、リサの悩ましい喘ぎを聞き逃すまいと集中し始めていた。

「わしとしては、むしろ誰かに見られるかもしれぬという方が、ぞくぞくして良いがのぅ」

　そう言いながら外を見るシェンフゥの目は、はっきりとアミラを映している。目が合ったことに気づいたアミラは、慌てて口許を押さえて首を横に振った。

「馬鹿っ」

「馬鹿で結構じゃ。ご主人のためなら、どんなに愚かなことでもしてみせるぞ」

　シェンフゥがリサの発言を肯定しながら、素肌に舌を這わせていく。シェンフゥの髪で隠れてよく見えなかったが、微かな衣擦れの音や、唾液を含んだ舌や唇が触れ合う音、熱く重なる息遣いにアミラは集中して耳を澄ませてしまっていた。

（『食事』……これが……？）

　肌を触れ合わせ、唇を重ねながら求め合う二人の姿に誘われるようにテントへと忍び寄る。

「あぁ……」

「……ここかの、ご主人？」

「……あ、もっと右……」

　荒くなっていくリサとシェンフゥの吐息の音が、二人の興奮を裏付けている。二人の秘め事に釘付けになったアミラは、二人の熱に当てられたように頬が熱くなっていくのを感じ、もじもじと内腿を擦り合わせた。

（……なんだか、熱い……）

　臍の下あたりから、内腿にかけてむずむずとした感覚が肌の表面にせり上がってくる。

（リサ先輩、気持ちよさそう……。ここ、触ったら私も……？）

　想像しただけで肌の表面が粟立ち、どこからともなく未知の感覚がもたらされる。誘惑のまま下肢にアミラが手を伸ばしたその刹那。
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「アミラ——」

「むぐっ！？」

　すぐそばでミリスの声がしたかと思うと、鮮やかに唇を塞がれた。

「こんなところで、何してるのかなぁ？」

「ミリス先輩……、あたし、あの——」

　その先を遮るようにアミラの唇がミリスの人差し指によって塞がれる。

「しー……。……覗き見なんて、アミラそういう趣味があったんだぁ」

「ち、違います。あたしは、ただ……」

「ふふふっ。わかってるよ。私も混ぜてもらおうっと♪
 」

「え……？」

　ミリスが軽やかな足取りでリサたちのテントに入っていく。

「ミ、ミリス——」

「私も一緒にしたいなぁ?」

　程なくしてリサの驚愕の声とそれを塞ぐミリスの甘やかな声が聞こえたかと思うと、三人のくぐもった声と、微かな水音が聞こえ始めた。

（ああ、ダメなのに……。聴いちゃう……）

　唾液を交換しあう甘美な水音に、アミラの耳がぴくぴくと動いている。立ち去ることが出来ずに呆然として耳を澄ませていると、背後から誰かの気配がした。

「身体、冷えちゃうよ」

「あ、うん……」

　近づいてきたシェリーが、アミラの肩にそっと手のひらを添える。ひんやりとしたシェリーの手が肌に触れ、自身の肌が熱くなっているのを自覚したアミラは、頬を押さえながら目を泳がせた。

「……ふぅん……」

　薄く開いたテントの入り口から、その向こうで艶めかしく動く三人の影が見える。シェリーは目を細めて小さく呟くと、アミラの猫人族の耳にそっと耳打ちした。

「……あれ、初めて見たの？」

「あ、う……うん……」

　全く動じない様子のシェリーに問われ、アミラはしどろもどろになって後ずさった。

「あれはね、シェンフゥの『食事』らしいよ。精霊って普通のごはんを食べて生きてるわけじゃないから」

「リサ先輩は、いつも……その……あんなことを……？」

　シェリーが差し出した手を取って立ち上がる間にも、アミラの耳はテントの中の音に集中している。

「そういうことになるかな。……もしかして、興味ある？」

「あ……、え……えっと……」

　耳の向きに気づかれたアミラが、はっとして目を反らす。だが、シェリーは素早くアミラの頬に手を添えて強引に振り向かせた。

「だったら、私がしてあげるね。アミラ……」

　シェリーが目を閉じ、アミラの顔を引き寄せて口付ける。

「ん……」

　触れ合う冷たく柔らかな唇の感触にアミラも思わず目を閉じた。

　——甘くておいしい……。

　シェリーと自分の唇の合わせ目から、テントの中から聞こえる音と同じ甘美な水音がする。シェリーに求められるままアミラは唇を動かし、舌をちろちろと動かした。

「……ふふっ、アミラの舌……ざらざらしてて気持ち良い……」

　シェリーが触れ合う程度に唇を離し、舌でアミラの舌をくすぐりながら呟く。

「あぁ……」

　頭の芯がぼうっと痺れる感覚にアミラが吐息を漏らすと、その腰にシェリーの手がしっかりと添えられた。

「もっとしたいなぁ。……ねえ、アミラのテントに行ってもいい？」

「……う、うん……」

　シェリーに促されて、テントに移動する。狭いテントに二人きりになると、自分でもはっきりとわかるほど胸が高鳴っていることに気づいた。同じようにシェリーの胸の高鳴りが、アミラの耳に届いてくる。

「シェリー……」

　期待に声がうわずり、もどかしくなって目を瞬く。

「アミラからも、キス……してみてもいいんだよ？」

　吐息が触れるほどの距離に顔を近づけたシェリーが優しくアミラを誘う。

「…………」

　シェリーの腕におずおずと手をかけ、恐る恐る唇を近づける。

　甘い吐息が鼻先をくすぐっただけで、理性を失ってしまいそうなほどくらくらとした悦びがアミラを襲い、アミラは貪るようにシェリーの唇を吸った。

「ん……、好きにして、いいよ……」

　啄むように唇を動かし、触れ合わせる場所を変えながら、シェリーがアミラの口付けに応じる。

「気持ちいい……」

　シェリーがうっとりと目を閉じ、恍惚とした吐息を漏らしている。

「アミラの舌、好き。ざらざらしてるので、もっと舐めてほしいなぁ……」

「……あぁ……、……っ」

　シェリーがアミラに深く口付け、舌を絡めてくる。初めての感覚にアミラはされるがままになり、蕩けるような想いが頬を熱くした。

「もっとしたいなぁ」
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　誘惑に揺らぐ理性をさらうように、シェリーがアミラに深く口付ける。

「んぅっ……ん……」

　優しく押し倒されたアミラもシェリーの背に手を回し、お互いの存在を確かめるように深く深く求め合った。

　肌を触れ合わせ、擦り合わせながら愛しむように互いを掻き抱く。唇の合わせ目を変えるたびに甘い嬌声が漏れ、その口付けはいつしか全身に及んでいった。


第二十話　下級魔族グレムリン三兄弟





　夜が明けるにつれ、闇に融けていた梢が本来の色を取り戻していく。

　早朝にテントを抜けたミランダは、東の空が白く染まり始めているのを確かめ、大きく息を吐いた。

　夜気が薄まった朝の空気の中で、吐息の色は変わらない。

　一晩中燃え続けていた篝火の傍では、ステファンが朝のコーヒーと目覚めの一服を
嗜
 たしな

 んでいた。

「おはようさん」

　ミランダが近づく気配に気づいたステファンが、椅子代わりに腰掛けていた丸太の片方を視線で示す。

　丸太の傍に寄ったものの、腰掛けることはせず、ミランダがステファンの後方に立つ。

「珍しく早いな」

「酒も飲まずに早く寝りゃぁ、な。俺も行くか？」

　煙草を唇で
弄
 もてあそ

 びながらステファンが、ミランダを仰ぐように振り返る。

「いや、お前のことだ。夜通し見張りをしてくれていたんだろう？」

　ステファンから吸いさしの煙草を取り上げたミランダは、深く吸い込んで紫煙を吐き出すと、味わうように目を閉じた。

「まあ、少しは教員らしいことをしないとな」

「私も同じだ。そして、万が一ということがある。生徒たちを頼む」

　煙草をステファンの唇に戻しながら、ミランダがその目を見つめる。

「しかし、デモンズベイか……。どういうことなんだろうな？」

「バジリスクが森の奥に住み着いている。それ故、一般人は立ち入り禁止なのだがな」

「金のためなら命も惜しくないってか？」

　ステファンがからかうように問いかける。

　バジリスクの卵は非常に栄養価が高く、万病に効くとして高値で取り引きがなされる代物ではある。だが、その可能性を否定してミランダは首を横に振った。

「そういうヤツらなら、楽なんだが……」

「なんだ、魔族か？」

「昨日のマンイーターに、兎の毛のようなものがついていた」

　ポケットから取り出した白灰と黒の毛を、手のひらに載せて示す。

　ステファンは既に燃え尽きた煙草を咥えたままで首を捻った。

「シャトーラビットは、こんなところにいないよなぁ。どう思う？」

「私には、グレムリンの毛のように見える」

「はぁ……。そりゃ面倒だなぁ」

　ミランダの答えにステファンが露骨な溜息を吐き、宙を仰ぐ。

「面倒にならないうちに、手は打たないとな」

「その格好で行くのか？　機兵はどうする？」

　そのまま森に入っていきそうなミランダの口ぶりに、ステファンが立ち上がって声を上げる。

「魔族の痕跡を探すとなれば、却って邪魔になる。演習の開始時間までには戻るつもりだが、万一戻らないときは——」

「おいおい。縁起でもねぇこと言わないでくれよ」

　ミランダの言葉を遮り、ステファンが肩を竦める。

　ミランダはほとんど表情を変えずに、抑揚なくステファンに告げた。

「万が一の想定は基本だ。最悪の事態に備えて、機兵に乗って待機しろ」

「ああ、わかった。くれぐれも気をつけろ」

「当然だ」

　念を押すステファンの言葉を背に、ミランダが森へと向かっていく。

　まだ夜の闇の影響を色濃く残している森にミランダが入ると、その姿はすぐに見えなくなった。









「さすがにもう食い尽くされたか……」

　発見から一晩が経過していることもあり、デモンズベイの痕跡は見たらない。

　ミリスとシェンフゥが捕獲したマンイーターが自生していたのか、森に入って程なくしたところで、
塒
 ねぐら

 から抜け出したような跡が至るところに残されていた。

「さて、デモンズベイを使って何をする気だ……？」

　自問しながら森の奥へ進もうとしたミランダは、昨晩はなかった獣道に気づいて歩を止めた。

「昨日偵察しなければ、見落とすところだったか……」

　大蛇が這ったような跡がうねるように続いている。獣道のようなその痕跡を指でなぞったミランダは、湿った土を摘まんで払い落としながら深く溜息を吐いた。

「バジリスク……。もっと森の奥にいるものだと思ったが……。おびき出されたか……？」

　昨日の不可解なデモンズベイの存在が、決して偶然ではないことが導き出される。

「生身では危険だな」

　呟いたミランダは何者かの気配を察し、素早く木の上へと逃れた。

「……気のせいか……？」

　太い枝の上から辺りの様子を窺うが、少なくとも目視出来る範囲にバジリスクの姿はない。

　けれど、森の中をうねるように続いている痕跡は、少なくとも森の奥ではなく、平原の方へと向かっている。

「戻ってステファンに知らせなければ」

「おっと、仲間を呼ぶのは困るんだよぉ」

　木の上に立ったミランダの頭上から、子供のような舌っ足らずの声が降った。

「なっ！」

　頭上を見上げるよりも早く、斬り落とされた木の枝が落ちてくる。

「はっ！」

　不意打ちを受けたミランダは、素早く跳躍し、地面に降り立つと、法衣の隙間から鉄杭を取り出して構え、声の主を探して首を巡らせた。

「女一人で森に入ってくるなんて、間抜けだなぁ」

　小柄なグレムリンが、木の上から嘲るような笑いを向けている。

「ほう。やはりグレムリンか」

　ミランダは鉄杭を構え、グレムリンを睨むように見上げた。

「おっと、オイラの前にこいつらを倒さないと危ねぇよぉ」

　グレムリンが指笛を吹くと同時に、三体のヘルハウンドが低く唸りながら姿を見せる。

「アグ兄の計画は、絶対邪魔させないんだからなっ！」

　グレムリンがそう言い放つと同時に、三体のヘルハウンドが真っ赤な口を開いてミランダに襲いかかった。
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　尻尾を穏やかに撫でる手が、付け根の敏感な部分をなぞりあげている。

「ん……」

　手のひらはそのまま穏やかに背を撫で、愛しむようにアミラを引き寄せた。

「……あぁ、アミラ……」

　恍惚とした声が耳許で囁いている。

「シェリー……」

　柔らかな肌に抱き締められ、アミラもうっとりと呟いた。尻尾の付け根に添えられた指先が優しく動き、毛並みを揃えるように下へと向かっていく。

「気持ち……いい……」

　夢うつつで呟いたアミラが足を動かすと、しなやかなシェリーの脚がアミラの太腿をぎゅっと挟んだ。

「……へ……？」

　夢にしては生々しい感触に、ふと正気に戻って目を開く。間近には、静かに寝息を立てるシェリーの可愛らしい横顔があった。

「……え、あ……？」

　そっとシェリーの細い腕から抜け出しながら、自分の状況を確かめる。朝の空気に触れた肩が肌寒く、毛布の中に身体を潜り込ませたアミラは、そこにあるあられもない姿のシェリーを目の当たりにして息を呑んだ。

「あ……あ……」

　違和感を覚え、自分の姿を改めて確かめる。シェリーと同様、素肌のまま毛布にくるまっていたアミラは、昨晩のことを思い出して毛布から飛び出すと、頬を押さえて悲鳴を上げた。

「ああぁあああーっ！」

　テントの中に散らばった服をかき集めて身に着けながら、頭の中を整理しようと試みる。

（あぁ、あたし、リサ先輩とシェンフゥの『食事』を見ちゃって……ミリス先輩に見つかって……それから……それから……）

　釦を掛け違えるほどの動揺にアミラの指先が震えている。

（シェリーに誘われて、キスして……。テントに戻って……あ、あんなことやこんなこと……）

　シェリーの匂いや柔らかな唇の感触が蘇り、アミラは火照った頬を押さえながらシェリーの枕元に正座した。

「シェリー、ごめん！　あたし、あたし、なんてことを！」

「アミラ……？」

　深く頭を下げるアミラに、シェリーがまだ眠そうな瞳を向ける。その目をまともに見ることも出来ずに、アミラは泣き出しそうな声で叫んだ。

「ごめんなさい！　あたし、リサ先輩とシェンフゥのあの……なんか……見ちゃって……その、シェリーのこと……そのっ、お、ぐちゃぐちゃにして……」

「私が誘ったんだよ、アミラ」

　アミラの話を聞きながら、シェリーがゆっくりと身体を起こす。毛布がシェリーの肩から滑り落ち、柔らかな膨らみが露わになった。

「で、でも、こんな痕まで……」

　シェリーの身体のあちこちに、アミラがつけたと思しき赤い痕がつけられている。中には歯形が混じっており、アミラは謝罪の言葉を探しながら深々と詫びた。

「ううん。これ、私がつけて欲しいってお願いしたの。だから、全然構わないよ」

　シェリーが両手を広げ、優しくアミラを抱き寄せる。

「ひゃっ！？」

　柔らかな胸に顔を押し当てられ、アミラは抵抗も出来ずに目を見開いた。

「アミラが私のこと、求めてくれて嬉しかった。……こういうこと、したいって思ったのアミラが初めてだったから……」

「……あ、あの……」

「またしようね。いいでしょ？」

　アミラが考える隙を与えずに、シェリーが柔らかな口調でアミラを誘う。

「シェリー……」

「本当のことを言うとね、アミラ……。私は、今からでも、昨日の続きがしたくてたまらないの。だから——」

　甘く囁きかけながら、シェリーがアミラの唇に口付ける。

「あぁ……」

　身体中に昨日の興奮が蘇って駆け抜け、アミラの唇から恍惚とした声が漏れたその時。

「アミラ、いつまで寝てるのー？」

「朝食の準備が出来ておるぞ」

　リサとシェンフゥの声がテントの外から響いた。

「わかりました。起こして一緒に行きますね」

　アミラに口付けながら、シェリーが平然と応じる。

「あーあ、邪魔されちゃったね。……続きは残念だけどまた今度。私の部屋でゆっくりと……ね？」

　アミラの頬に口付けながら素早く着替えたシェリーが、颯爽とテントを出て行く。シェリーが残した甘い残り香と、身体に残る熱を感じたアミラは、まだ夢を見ているような気分で頬をつねった。









　テントを出た先の広場では、リサとシェンフゥが昨晩の
竈
 かまど

 を使って朝食の準備を始めていた。

「おはようリサ、シェンフゥ。早起きだねぇ」

「ゆっくり休んだからのぅ」

　ミリスの挨拶にシェンフゥが微笑みながら頷く。その肌が朝の陽の光の中で眩く見えたような気がして、アミラは目許を手の甲で擦った。

（『食事』ってこういう……）

　シェンフゥの隣でパンを遠火にかけて温めているリサの肌も一際輝きを増し、全身から魔力が満ち溢れているような感覚が伝わってくる。

（リサ先輩も、綺麗になって……なんだか、大人になったみたいな——）

　リサの様子を観察していたアミラは、ふと目が合い、びくりと身体を震わせた。

「アミラ——」

「は、はい！」

　リサの声から昨日のテントでのことが鮮明に思い出され、声が裏返る。慌てて応答したアミラは背筋をぴんと伸ばし、リサの次の発言を待った。

「目玉焼きの約束だったんだけど、卵が手に入らなかったみたいよ」

「卵を探しに行こうとしたんじゃが、ステファンに止められてのぅ」

　用意されている朝食は、固焼きパンとジャム、それと小鍋に煮立てた紅茶だけのようだ。

「そ、そうですか！　それは何よりです！」

　内心の動揺を悟られないようにと、はきはきと応えるアミラにリサが怪訝そうに首を傾げている。

「アミラ、逆効果だよ」

　ミリスが唇を動かしてアミラにだけ聞こえるように告げたことで、ようやく自分の不自然な言動に気づいたアミラは、小さく咳払いし、改めて答え直した。

「あ、いいえ。ええと、その……大丈夫です……」

　言葉を紡ぐ間にも、視線はリサの唇に知らず知らずのうちに向いてしまう。

（あの唇で、シェンフゥと……）

　つやつやと潤った薔薇色の唇に、アミラは思わず喉を鳴らした。

「ん？　私の顔になにかついてる？」

「あ、ううん！　全然！　その……、お肌がつやつやして、綺麗だなって思って——」

　下手に誤魔化すよりは、思っていることを混ぜた方がそれらしく聞こえる。母親の教えを思い出したアミラが付け加えると、シェンフゥの快活な笑いがそれに重なった。

「かかかっ、『食事』の効果は抜群じゃなぁ」

「余計なこと言わない！」

　すかさずリサの手刀がシェンフゥの額に叩き込まれる。

「ぎゃん！」

　お約束の短い悲鳴を上げたシェンフゥは、額を抑えて小さく呻いた。

「ふふふっ。リサとシェンフゥは、今日も仲良しだねぇ」

　ミリスが取り皿を手に、リサの元へと寄る。

「そうでもないわよ」

　温め終わった固焼きパンを皿に並べながら、リサは不満そうに唇を尖らせた。

「だって、息ぴったりなんだもん。羨ましいなぁ」

　パンを受け取ったミリスがくるりと踵を返し、アミラの元へと戻ってくる。

「……アミラも、誰かさんと仲良く出来たみたいだね?」

　身体を寄せながらミリスがそっと耳打ちする。

「……は、はい……」

　ミリスの蠱惑的な声にアミラは頷くしかなかった。

　昨晩のシェリーとのことがまざまざと思い出され、頭の中に浮かんでは消えていく。

　朝食を摂る間中、そのことばかりに頭を支配されていたアミラは、固焼きパンにたっぷりのジャムをかけて食べ、シェンフゥが沸かした紅茶にも砂糖をたっぷりと溶かした。

「私のも使っていいよ」

　アミラが甘い物を欲しているのを察したミリスが、砂糖を分け与える。

「あ、ありがとうございます」

　砂糖を念入りに溶かし、ふぅふぅと息を吹きかけて冷ましながら口を付ける。

　いつもよりたくさんの砂糖を入れたはずなのに、それほど甘く感じず、アミラは残っていたジャムも紅茶の中に入れた。

「お子様舌じゃのう」

「うるさい」

　からかうようなシェンフゥの言葉を撥ね付け、平常心を保とうと努めながら紅茶を
啜
 すす

 る。

　紅茶を飲みながらリサの様子を窺うと、リサはパンを一口ずつ千切りながら紅茶とともに優雅に口に運んでいた。その視線は、野営地全体を見渡すようにゆっくりと動いている。

　和やかに食事を摂っていたはずのリサの表情には、警戒の色が浮かび始めていた。

「どうしたのじゃ、ご主人？」

　異変に気づいたシェンフゥが問いかける。リサはその声に視線を戻し、怪訝そうに口を開いた。

「……いや、なにか変なのよね。……ミランダ先生がいないわ。もう演習の時間なのに」

「あれ？　ステファン先生もいないみたいですね」

　リサに言われてみれば、ステファンの姿もない。

「あ、それは、ほら——一班と二班の方に行ってるからじゃない？」

　ミリスの言葉に立ち上がり、野営地全体を見渡すように首を巡らせる。耳を澄ましながら辺りの様子を窺っていたアミラは、機兵の起動音に似た音に気づき、はっと息を呑んだ。

「……あ、あのっ！　搭乗するみたいです」

　シュヴァリエルの操縦槽が開いていることに気づき、指差す。

「え？」

　リサたちが注目するのとほぼ同時に、機兵の起動を終えたステファンの声が拡声器を通じて響き渡った。

「予定変更だ。俺が戻るまで、各自、機兵を起動させて待機。この場を動くな」

　事情の説明はなかったが、ステファンの声には有無を言わさぬ響きがある。雑談やざわめきは一切なく、その場の全員がステファンの次の言葉に耳を澄ませた。

「リサ・エーデルワイス」

「はい！」

　名指しで呼ばれ、リサが片手を挙げて応じる。

「留守を頼む」

「え……」

　その言葉の意味を問う時間さえないようで、ステファンはそのままシュヴァリエルを操縦し、森の中へと入っていった。

「緊急事態……ってことね……」

　呟きながら、リサが制服のポケットを探り、野戦演習のしおりを取り出す。その様子を見て、緊急時に備えた行動が書かれていたことをアミラも思い出した。

「そうみたいだねぇ」

「……確かに、少々臭うのぅ……」

　緊迫感に他の班にもざわめきが広がっている。リサが緊急事態の条項に目を通すのを待ち、アミラはおずおずと口を開いた。

「あの、リサ先輩。あたし、昨日、気になる話を聞いてるんです」

「それはいつ？」

　アミラの発言にリサが鋭く反応する。

「ミリス先輩と、シェンフゥがマンイーターを獲ってきてくれた時です。魔族絡みの可能性がある、みたいなことを先生たちだけが話してました」

「……それは一理あるのぅ。その可能性が高いとみて良いじゃろう」

　不安に声を沈ませながら語るアミラと、ステファンが消えた森の方を交互に見ながらシェンフゥが素早く火の始末をしている。

「それなら、なおさら生身でうろうろしている時間はないわね」

　リサが立ち上がり、改めて他の生徒の様子を見渡して声を張り上げた。

「みんな、ステファン先生の指示に従って。今すぐ機兵に乗って待機」

　リサの合図で、それぞれ機体に乗り込む。

　ガエ・アッサルに搭乗し、手順通り起動させたアミラは、映像盤にミリスの姿がないことに気づき、泣き出しそうに周囲を見渡した。

「みんな、乗った！？」

「リサ先輩、ミリス先輩がいません！」

　リサの声にいち早く反応して声を上げる。泣き出しそうなアミラの声に、上空からミリスの声が降った。

「私なら、ここだよ」

「え……？」

　コウモリのような形の羽を広げたミリスがゆったりと降下してくる。その手に握られた禍々しい九つの宝珠が嵌め込まれた巨大な槍の姿に、アミラは目を瞠った。

「ミリス先輩……」

　温厚なミリスに似つかわしくない、恐ろしい武器の予感に思わず声を上げる。

「これが私の武器——
九罰の槍
 くばつのやり

 だよ。緊急事態なら、色々解禁しなきゃね」

　アミラの声にミリスは普段の調子で舌先を覗かせて微笑み、ガエ・アッサルの手の上にゆったりと降り立った。





　全員が機体に乗り込み、それぞれの背を合わせて待機する。

　森のどこか遠くで戦闘音らしき音が響いていたが、その音は突然鋭い爆発音に変わり、衝撃波が木々の間を駆け抜け、テントを吹き飛ばした。

「なに、今の音！」

「三時の方向！」

　首を巡らせるリサに、アミラが素早く反応して声を上げる。

「何か来る！」

　樹木と草叢の向こうから、何かが迫っている。

「警戒して！」

　アミラの反応に続いてそれを捉えたリサが叫んだその刹那。

「きゃああああっ！」

　真っ赤に口を裂けさせたヘルハウンドの群れが姿を現した。

「ヘルハウンド！」

　鋭く叫び、リサが長刀の柄に手を伸ばすのとほぼ同時にヘルハウンドがソルダートの腕に牙を向ける。

「リサ先輩ッ！！」

　アミラの悲鳴が上がる中、衝撃を覚悟してリサが防御に切り替えたその時。

「俺の生徒に手を出すな！」

　ステファンの吠えるような叫びとともに、ヘルハウンドの身体が両断された。

「おいおい、敵に背を向けるってのは、どういう了見だぁ？」

　
噴射式推進装置
 バーニア

 を起動させ一気に距離を詰めたステファンが、次々とヘルハウンドの群れを薙ぎ払っていく。

「おらぁああああっ！」

　銃剣で力任せに吹き飛ばしたヘルハウンドに、ステファンが素早くブレードを展開して追撃を加えると、激しい煙幕が立ち込めた。

「ステファン先生！」

「おおおっ！　どこぞの地獄先生のようじゃ」

　一気に群れの半数ほどを
屠
 ほふ

 ってもなお、数体のヘルハウンドが残っている。

　ヘルハウンドを引きつけながら森へと追いやるステファンのシュヴァリエルを、アミラは緊張感を持って見据えた。

「みんな、下がって」

　指示するリサの声が悲鳴のように響いている。

　アミラは震えを止めようとガエ・アッサルの操縦桿に通した手を強く握り、他のクラスメイトたちを護るようにしながら機体を下がらせた。

『……ここに近づくんじゃねぇえええっ！』

　森へとヘルハウンドを追いやったステファンが、ほとんど絶叫に近い叫びを上げている。

　指示を出す余裕がないことは、アミラの目にも明らかだった。

（みんなを巻き込むまいと必死に戦ってる……）

　和やかな朝を迎えたはずの野営地には、無数のヘルハウンドの屍が散らばっている。飛び散った血は生徒たちの機体にもかかり、激しい戦闘の痕跡が残された。

「……救援に行くべき……？」

「行くべきだと思う」

　戦闘の音はまだ森の中で響いている。迷うように呟かれたリサの言葉に、アミラとミリスの声が重なった。

「でも、この場で待機って——」

「ああああっ！」

　困惑する生徒が声を上げ、その声に別の生徒の悲鳴が上がる。ステファンがいる方角とは違う場所から、何かを引き摺るような音が聞こえてくる。

「い、今、なにか……。巨大な、蛇みたいなのがッ！」

　迫り来る脅威を目撃した生徒は声を震わせ、危険を必死で訴えている。

「こっちに来ます！」

　耳を澄ませていたアミラが警告を叫ぶ。

　その兆候はすぐに現れ、地面が揺れ始める。みしみしと音を立てて、木々が倒れていくのがはっきりと見て取れた。

「全機、警戒態勢！」

　リサが鋭く命じる中、枝葉を折る音が激しく響き、森の中から鳥たちが一斉に飛び立っていく。その黒い群れを追うように、蛇の頭部のような巨大な頭が伸び、木の梢を追い越した。

「バジリスク……！」

　機体を覆う魔獣の影に生徒たちの中から悲鳴が上がる。鋭い棘のような鱗に覆われた身体を左右に揺らしながら接近するバジリスクの姿に、その場のほぼ全員が恐慌状態に陥った。

「に、逃げろ！」

　誰かの悲鳴が上がり、一班と二班が後退を始める。

「あっ、待って！」

　その動きを察したアミラが引き止めようとしたが、振り向かせた機体の頭部にミリスが覆い被さるように立ちはだかった。

「多分相手にしてない。それより、敵から目を逸らしちゃだめ」

　そうアミラに告げるミリスの声は、いつになく真剣な響きを帯びていた。

「わかりました」

　幸いなことに、バジリスクは逃げ出した一班と二班には目もくれず、三班と四班へと迫ってくる。

「あっ……あ……」

「ママ、パパ、助けて！」

　気丈にも逃げずにその場に残っていた生徒たちからも、動揺と嘆きの声が聞こえてくる。

「もうダメだ、おしまいだ……」

　拡声器を通じて、生徒たちがすすり泣く声が聞こえてくる。

「みんな、落ち着いて！　いずれこうなることは覚悟しなきゃいけないの」

　三班にいるはずのシェリーの声を聞き取ったアミラは、彼女たちを庇うように前へと進み出た。

（あたしたちで、なんとかしなきゃ）

　動きたくても動けないことが、彼女らの呟きから伝わってくる。僅かな声の抑揚や震える声で痛いほどその状況を理解したアミラは、隊長であるリサの指示を待ち、いつでも動けるように操縦桿を強く握りしめた。

「…………」

　だが、リサのソルダートからは、なんの指示も発せられない。

　バジリスクは森を抜け、もうすぐ目の前に迫っている。

「ご主人、どうするつもりじゃ！？」

　シェンフゥが痺れを切らしたように叫び、アミラもそれに続いた。

「リサ先輩！」

「リサ！」

「わかってる……！」

　アミラとミリスの声が重なる中、リサはようやくソルダートを動かし、長刀を鞘から抜き放った。

『……——、こちら、リサ。ステファン先生、バジリスクが出現しました。応答してください。こちらリサ——』

　拡声器からリサの通信が聞こえてくる。

　通信は繋がっているようではあったが、ステファンの声は聞こえず、代わりに魔導砲の発射音が続いている。

『ステファン先生！』

『悪ぃッ！　バジリスク……やはり——』

　ノイズが入り、ステファンの声が乱れる。

『……どうしたらいいですか？』

『……っ、戦えそうか？』

　攻撃音や震動音が通信を遮り、ステファンにも余裕がないことが伝わってくる。

『……やります』

　リサは少しの沈黙を挟み、緊張に声を震わせながら答えた。

『……いい覚悟だ。よし、みんなを頼む』

『わかりました』

　リサの返答にステファンの声が重なる。衝撃音が続いたが、ステファンは間を置かずに通信を再開した。

『……っ、コイツらを倒したらすぐに向かう。絶対に死ぬな』

『そのつもりです』

　リサの覚悟を目の当たりにし、アミラも通信に加わる。

『あ、あたしも！　みんなを護ります！』

『頼りにしてるわよ、アミラ』

『はい！』

　すぐにリサの声が返り、アミラは見えないとわかっていて大きく頷いた。

『…………』

　ステファンからの応答はない。

『ステファン先生？』

　通信は切れていた。

「みんな、聞こえた？」

　リサの呼びかけに、各機体から応答が入り始める。その声は恐怖に震えていたが、リサは努めて冷静に、迫り来るバジリスクを見据えながら宣言した。

「第一優先は、自分の命。ステファン先生が戻るまでは、私たちが時間を稼ぐ」

「あたしもやれます！」

「アミラは後列で、みんなを護って。出来るだけ固まって、バジリスクから離れるの」

　もう話し合う猶予さえ残されてはいない。

　バジリスクは目の前に迫っている

「リサ先輩——」

「出来る？」

　その頭部にグレムリンの姿があるのを見留めたアミラの言葉を、リサは遮った。

「はい」

　余裕がない。

「ミリスは九罰の槍で、攻撃。出来る？」

「もちろん。
あの魔獣
 バジリスク

 が相手なら、使うしかないよね」

　大きな羽を羽ばたかせたミリスが、アミラのガエ・アッサルの頭部へと移動する。

　アミラは大きく開かれたバジリスクの口を注視しながら、拡声器を通じてミリスに話しかけた。

「ミリス先輩、あいつ、口にある毒腺から強力な毒液を出します。機兵の装甲さえ溶かしてしまうほどの威力らしいです。ママが言ってました。生身で浴びればひとたまりもないです」

「それは厄介じゃのぅ……」

　唯一生身であるミリスへの忠告にシェンフゥが口を挟む。

「まずいわね。シェンフゥ、妖術でどうにか出来る？」

「かかかっ！　そのための『食事』じゃからのぅ。任せておくがいい！」

　リサの問いかけにシェンフゥはガエ・アッサルを停止させ、
倉口
 ハッチ

 を開いて外へと出た。

「ちょっと！　聞いてなかったの！？」

　バジリスクは、頸部を膨らませてシューシューと噴気音を出しながら威嚇している。

「生身で毒液を喰らったら溶かされちゃいますよ！」

　リサの悲鳴とアミラの悲鳴が重なる。シェンフゥは間近に迫ったバジリスクに手のひらを向けて構えた。

「わしの理想の美少女が溶かされたりなぞしようものなら、この世の終わりじゃ。それならば、一か八か——」

　ガエ・アッサルの機体の上に立ったシェンフゥが、妖術で無数の氷狐を生み出す。

「ハッ、なんだ？　そんな小細工が
バジリスク
 こいつ

 に通用すると思ってるのか？」

　シェンフゥの行為を嘲笑うような気味の悪い笑い声がバジリスクの上から響いたかと思うと、頭上に立つグレムリンの指示でバジリスクが、氷狐を食い荒らした。

「おお、おお……。やっぱりダメじゃったか〜」

　シェンフゥが苦笑を漏らしながら素早く機体へと戻る。

「……グレムリン……」

　シェンフゥの攻撃でその存在を露わにしたグレムリンに気づき、リサが低く呻いた。

「あいつが、バジリスクをおびき寄せたってこと……」

「そうらしいね。じゃあ、上のグレムリンを倒せば、いいのかな？」

　リサの呟きに応じたミリスが、アミラのガエ・アッサルから飛び立つ。

「ミリス先輩！？」

「はははっ！　無駄だ！」

　飛翔するミリスを撃ち落とすよう、グレムリンがバジリスクを操る。バジリスクは頭部を後ろに引いたかと思うと、毒腺から毒液を吐き出した。

「ミリス！」

　リサの悲鳴が上がる中、ミリスが九罰の槍を盾にして毒液を受ける。

「あぁっ！」

　最悪の事態を覚悟してアミラは顔を背けてしまったが、その耳にシェンフゥの感嘆の声が届き、弾かれたように顔を上げた。

「おお、まさにチート武器」

「毒液も無効化出来るのね」

　リサとシェンフゥは、ミリスの持つ九罰の槍を熟知しているような口ぶりだ。

「どういうカラクリだ、これはよぉ！」

　グレムリンが苛立ったような声を上げ、黒い靄でバジリスクの頭部を覆って使役する。

　尾を持ち上げたバジリスクは、飛翔するミリスをはたき落とそうと、巨体を左右に揺らした。

「……ミリス先輩！」

「良く見てて、アミラ！」

　ミリスが九罰の槍を使って攻撃を防ぎながら、バジリスクを翻弄するように飛び回っている。

（攻撃が、無効化された……？）

　槍で攻撃を受け止めたほんの一瞬、不可視の結界のようなものが槍全体を覆っていたように感じられた。

　バジリスクの尾はミリスの槍に触れるほんの少し手前で威力を失い、ぴったりと静止したのだ。

「ちょこまかと動きやがって。溶かしてしまえ！」

「無駄だよ！」

　グレムリンの命令で、バジリスクが再び毒液を噴射する。ミリスはそれを九罰の槍を構えて防いだ。

（……すごい……）

　毒液によって結界のかたちが垣間見える。不可視の結界に触れた毒液は、色を失って霧のように立ち消えた。

「おいおい、どうなってる！？」

「ふふふっ、やっぱり装甲を溶かす毒液は強力だよねぇ」

　困惑の叫びを上げるグレムリンに対して、ミリスは余裕の表情を浮かべている。槍に埋め込まれた宝珠が三つ、真紅の色を宿して光を点しているのが見えた。

「あと六つ……」

　集音機から微かに聞こえたミリスの呟きを、逃さずに聞き取る。

「なんだか知らねぇけど、早めに叩き落とした方が良さそうだな」

　同じ呟きを聞き取ったグレムリンは、バジリスクの頭部を漆黒の靄で覆い始めた。

「アミラ！」

　バジリスクの頭突きを受けたガエ・アッサルが、吹き飛ばされ、地面に叩き付けられる。機体はリサの目の前で横倒しになり、土煙が上がった。

「アミラ！　返事をして、アミラ！」

　衝撃で頭を打ったのか、アミラからの応答はなく、機体は横倒しのまま動かない。

「敵から目を離さないで、リサ！」

　アミラに駆け寄ろうと機体を操作しかけたリサを、ミリスの鋭い声が止めた。

「そうじゃぞ、ご主人！　おりゃあああああっ！」

　シェンフゥがバジリスクの胴に潜り込み、森へと押し返そうと試みているが、巨大な身体は全く動かない。

「今行く！」

　刀を構え直し、リサも機体をバジリスクの腹部へと潜り込ませる。刺突を試みたが、焦りと動揺で機体はがくがくと揺れ、攻撃に移るどころかぎこちなく数歩進んだところでバジリスクの尾に足を払われた。

「……くっ」

　鋭い棘状の鱗が装甲を削ぐ嫌な音が響いている。

「なんだぁ、その、のろまな機体はよぉ！？」

　横転した機体の勢いを利用して素早く起き上がらせたリサに、グレムリンの嘲笑が浴びせられた。

「焦るな、ご主人」

「わかってる！」

　バジリスクの胴にしがみつくようにして攻撃を止めようとしていたシェンフゥが、バジリスクから一旦離れ、リサの元へと退避する。

「さて、あの厄介な半魔はいなくなったことだし、どいつから片付けてやろうか……」

　ゆったりとバジリスクが鎌首を持ち上げ、赤い舌を覗かせながらリサとシェンフゥの機体を見下ろしている。

「あぁ……。ごめんなさい……」

「誰か助けて……」

「死にたくない、死にたくないぃ……」

　バジリスクの毒液によって溶かされた生徒たちの機体から、嘆きと祈りの声が聞こえてくる。

「あははははっ。もっと泣け、叫べ！　ユリアン様もさぞお喜びになるだろう！」

　鎌首の上に立つグレムリンは、甲高く笑いながら、生徒たちを見下ろしている。

　リサは操縦桿を握る腕に噛みつき、震えを止めると、機体を歩ませ、刀を構え直した。

「……殺すなら、私からにしなさい」

「言われなくても、てめぇらから殺ってやるよ！　あとのヤツらの恐怖も最高潮になるだろうからなぁ！」

　グレムリンがバジリスクの頭部を踏み鳴らし、攻撃の合図を送る。バジリスクはそれに身体をくねらせ、じりじりとリサのソルダートとの距離を詰めた。

「……行くわよ、シェンフゥ」

　バジリスクの巨体の影にソルダートを潜り込ませたリサが、鱗のない腹部を狙う。

「させるか！」

　攻撃の意図に気づいたグレムリンが、バジリスクに頭部を下げるように命じる。

　バジリスクはグレムリンの命令通りに身体をくねらせて、口を大きく開き、リサのソルダートに噛みついた。

「はぁああっ！」

　バジリスクの牙を避けながら、シェンフゥのガエ・アッサルと息を合わせ、左右から攻撃を図る。だが、腹部以外の胴部は鱗が硬く、リサとシェンフゥの攻撃はほとんど通用しなかった。

「硬すぎて刃こぼれしそうね」

　胴部に斬り付けるたびに、衝撃で機体がびりびりと揺れる。手指の感覚を確かめるように拳を握りながら、リサが
呻
 うめ

 いていると、バジリスクの胴部をシェンフゥのガエ・アッサルが指差した。

「ご主人！」

　示されたバジリスクの背部に、アミラの槍剣が刺さったままになっている。

「あそこだけ、鱗が剥げてる……。そういうことだったのね」

　わざわざ鱗のある背部を狙った理由に気づき、リサは操縦桿を強く握る。勝機を見出したリサは、迫り来るバジリスクを引きつけながら側面に回り込むと、機体を跳躍させ、その場所を目がけて刀を振るった。

「はぁあああっ！」
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　剥がれかけていた鱗がばらばらと散り、バジリスクが大きく身体をうねらせる。

「シェンフゥ！」

「おうよ！」

　リサの合図でシェンフゥがガエ・アッサルを跳躍させてバジリスクの背に飛び乗り、鱗の剥がれた胴部に槍剣を勢い良く振り下ろした。

「な……っ！」

　突き刺されたバジリスクの表皮が裂け、赤褐色の体液が噴き出す。

「喰らいなさい！」

　リサもソルダートを跳躍させ、刀を振り下ろす。二者の攻撃を同時に受けて、バジリスクの傷口はさらに広がり、鮮血を散らしている。

　バジリスクは背に乗った二人を振り落とそうと鎌首を持ち上げ、激しく身体を揺らした。

「おろ〜っ！？」

　シェンフゥの悲鳴が、ガエ・アッサルの拡声器を通じて響いてくる。投げ飛ばされた二機は受け身を取って機体を着地させ、その勢いに任せて転がりながらバジリスクから離れた。

「少しは効いたかしら？」

　映像盤を確認しながらリサが機体を起き上がらせる。バジリスクは苛立ったように鎌首を振り回し、毒液を吐く予備動作に入った。

「いかん、くるぞ！」

「二人とも離れて！」

　リサとシェンフゥの機体の前に、飛翔したミリスが割って入る。

　その直後、バジリスクから噴射された毒液は、九罰の槍によって防がれ、色を失っていく。

「まだ生きてやがった！」

　悪態を吐きながらグレムリンがバジリスクの頭を足で踏みつける。バジリスクの身体が反応し、尾の先が持ち上げられた。

「同じ手は通用しないよ」

　毒液の防御から切り替えたミリスが、槍を回転させ、尾の攻撃を防ぐ。

「ミリス！」

「ここ、痛そうだねぇ！」

　リサの呼びかけで全てを察したように、ミリスが攻撃に切り替え、バジリスクの負傷箇所を九罰の槍で突き刺す。

　バジリスクは身体を大きく揺らしながら、グレムリンの使役に合わせて攻撃を続けている。

「もっとちゃんと狙わないと駄目だよ」

　ミリスはバジリスクの動きを翻弄するように急降下と上昇を繰り返し、バジリスクの鱗を削ぐように攻撃を続けて行く。

「ハッ！　その怪我で動けるのは褒めてやるが、こんなモン痛くも痒くもねぇよ」

「致命傷には全然届いてない……」

　愕然としているリサの元に飛翔するミリスが急接近する。

「敵に背を向けてる場合かぁ！？」

　バジリスクの牙が鋭く迫り、ソルダートの前で赤い口が大きく開かれた。

「そうしないと、攻撃してくれなさそうだったから」

　九罰の槍の見えない結界が、今にも噛みつこうとしているバジリスクの口を開かせたままにしている。

「……チッ、半魔もどきが舐めやがって……」

　グレムリンがバジリスクの頭部を引かせ、悪態を吐く。攻撃を止めたバジリスクだったが、間髪入れずに身体を動かし、尾を振り抜いた。

「だが、これはどうだぁ！？」

「「ミリス！」」

　ミリスに向けて伸ばされた尾に、リサとシェンフゥが同時に防御の姿勢を取る。リサのソルダートの上にいたはずのミリスは、いつの間にかその場所を擦り抜け、バジリスクの尾を悠々と受け止めていた。

「……うん、こうするんじゃないかなって思ってたよ」

「……はぁ、絶体絶命かと思ったぞ……」

　シェンフゥの脱力した安堵の声にミリスは少し笑い、リサの機体の上に乗った。

「ごめんねぇ。でも、これで必殺技、撃てるよ」

　九罰の槍ゆっくりと持ち上げながら、ミリスが静かに上昇を始める。

「頼んだぞ、ミリス」

「うん」

　ミリスが掲げる九罰の槍の九つの宝珠は全て紅く点灯し、どこからともなく冷たい風が巻き起こる。

「九罰の槍よ——」

　ミリスの開放句とともに、赤紫色の光が具現し、九罰の槍全体が眩く発光する。

「天を裂け！」

　ミリスの声に従い、九つの宝珠の光が砕けるように散ったかと思うと、槍の先端に集結し、爆発音を立てて炸裂した。

　九つの禍々しい赤紫色の光の槍が具現し、鋭く尖った光の槍がバジリスクに先端を合わせている。

　ミリスが九罰の槍を振り下ろすと同時に、光の槍は一斉にバジリスクとグレムリンの頭上に降り注いだ。
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「————！！」

　バジリスクの頭上のグレムリンが、悲鳴のようになにかを叫んでいる。

　光の槍の勢いは激しく、轟音とともに周囲の木々が薙ぎ倒されていく。その禍々しい光の槍は、森を遙か彼方まで焼き払った。

「……蓄積エネルギーが解放されるって、こういう……」

　リサはその威力に呆然としていたが、バジリスクが立てる噴気音に気づいて映像盤に目を凝らした。

「ごめん、外しちゃったみたい」

　予想外の威力に制御を失ったのか、ミリスが九罰の槍の具合を確かめながら降下してくる。

「外したじゃとぉ！？」

　シェンフゥの驚愕の悲鳴の中、折り重なった木々の下敷きになっていたバジリスクの巨体が、ゆったりと持ち上げられた。

「なんだ、あの得体の知れない槍はぁ！？」

　バジリスクの身体は激しく負傷しているが、それは致命傷ではない。咄嗟に身を守ったらしく、グレムリンに関してはほぼ無傷だった。

「どう？　私のこと、放っておけなくなったよね？」

　ミリスがリサのソルダートから離れ、好戦的に槍を振るう。

「そのようだなぁ！」

　ミリスの挑発に応じたグレムリンは、バジリスクを使役し、飛翔するミリスを追いかけ始めた。

「丸呑みにしてやる！」

　薙ぎ倒された木々を散らしながら、姿勢を低くしたバジリスクがミリスに迫る。がちがちと鳴らされる牙からミリスは巧みに逃れていたが、野営地の方へと追い込まれていることに気づき、はっと息を呑んだ。

「……このままじゃ、まずいよね」

　肩に手のひらを当て、肩甲骨から伸びる羽に黒い靄を
纏
 まと

 わせて補強する。大きく羽を羽ばたかせたミリスは、速度を上げ、横倒しのままのアミラの機体に迫った。

「アミラ、アミラ起きて！」

　ガエ・アッサルの頭部を叩きながら、中のアミラに呼びかける。

『アミラ、アミラぁ……』

　アミラからの応答はなく、代わりに他の生徒たちの嘆きの声がミリスの耳を満たした。

「……バジリスクの毒は機兵の装甲を溶かす……。これじゃあ、もう動けないよね……」

　装甲を溶かされた機体が折り重なって倒れているのを目の当たりにし、ミリスは再びアミラのガエ・アッサルの頭部に顔を近づけ、集音機に向けて囁いた。

「アミラ、大丈夫だよ。私が守ってあげるからね」

　いつの間にか流れ落ちてきた血で、太腿や足が真っ赤に染まっている。

「あーあ、昨日、『夢喰い』までやっておけば良かったなぁ……」

　苦笑を浮かべながら上空を見上げ、ミリスは再び力を振り絞って飛翔を始めた。


第二一話　アミラの涙





（ミリス先輩……？）

　優しい声が聞こえたような気がして目を覚ますと、罅割れた映像盤の一部に飛び去るミリスの姿が見えたような気がした。

　そのミリスをバジリスクが地を這うように追っていく。

「ミリス先輩！」

　思わず叫び、機体を起き上がらせようとしたアミラは、不意に身体に走った鈍い痛みに気づいて腹部へと視線を落とす。

「待って、ま——」

　割れた映像盤のガラス片が、アミラの腹部に深々と刺さっていた。

「あ……」

　震える手を伸ばし、ガラス片を腹部から引き抜く。身体を引き裂かれるような激しい痛みが身体を突き抜け、アミラの意識は再び暗転した。

　野営地に向かって追い込まれていたミリスが、リサのソルダートの前を滑空していく。

「ミリス！」

　拡声器を通じて叫んだリサの声にミリスは視線を向け、飛翔速度を上げながら叫んだ。

「攻撃は私が引きつける。もう一度アレを撃つの！」

「あんなヤバいもの、何度も撃たれてたまるか！」

　バジリスクの頭部のグレムリンが、躍起になってミリスを追いかけさせている。バジリスクは長い胴を伸ばし、天を仰ぐようにミリスに向けて噛みつこうとしているが、ミリスはその間を擦り抜けるように躱し、攻撃を選別している。

『あと、四つ……。毒液でも発してくれれば良いんだけど……』

『体内で生成する以上は無限に湧いても来ぬじゃろうからなぁ』

　まだミリスの九罰の槍の仕組みに気づいていないグレムリンに悟られぬよう、二機の間でだけ通信を行いながら、リサとシェンフゥが囁き合う。

　一方のミリスは、大振りの攻撃に慣れた様子で、森の奥へとバジリスクを誘い込み始めた。

「くそっ！　なんで攻撃が当たらない！」

　苛立ちを込めてグレムリンが叫んでいる。

「こっちこっち！」

　ミリスはそれを煽るように余裕で飛翔を続けていたが——

「……っ！」

　不意に左足に感じた違和感に、顔を歪めて視線を向けた。

「あ……、なに……」

　赤い筋が太腿から流れ落ちている。気づくと同時に痛みが発現し、何かが刺さった感触が太腿に走る。翼を羽ばたかせ、高く上昇し、バジリスクの攻撃範囲から逃れる。

　改めて左足へ視線を落としたミリスは、太腿に刺さったナイフの柄を掴み、引き抜いた。

「敵が
バジリスク
 こいつ

 だけだと思ったら大間違いだ」

　ミリスを見上げながら、グレムリンが冷酷な声音で笑っている。

「そうだよねぇ」

　傷の深さは大したことはなかったが、じょじょに足の感覚がなくなり始める。

「やっぱり、こっちから倒しておけば良かったなぁ」

　身体の痺れを自覚しながら、ミリスは改めてバジリスクの頭部を見据えた。

「出来るモンなら——」

　グレムリンが言い終わらないうちに、ミリスが急降下し、九罰の槍でその胴を薙ぐ。

「な……？」

　目にも留まらぬ速さで繰り出されたミリスの渾身の一撃を喰らったグレムリンは、上半身と下半身が離れる感覚に目を剥いた。

「…………」

　何が起きたかわからないと言った様子で、グレムリンが瞠目している。

　その身体はバジリスクの巨体を離れ、遙か下の地面に鈍い音を立てて落ちた。

「あ……、そろそろダメかも……」

　痺れが全身に及び、羽を羽ばたかせることもままならない。

　上昇を試みていたミリスもまた、力を失って地面へと落ちていく。

「ミリスーーー！」

　届かないとわかっていて、リサは落下するミリスに必死に手を伸ばした。

　リサの叫び声に反応するように木々を薙ぎ倒す音が聞こえたかと思うと、機兵の腕が伸び、シュヴァリエルがミリスを抱き留めた。

「……っ、ハッ！　ギリギリセーフだな」

　機体から荒く息を吐くステファンの声が響いてくる。

「ステファン先生！」

「そのまま伏せとけよ、ミリス！」

　ステファンが鋭く叫び、襲い来るヘルハウンドの残党に向き直る。

「おらぁああああっ！」

　飛びかかるヘルハウンドに
噴射式推進装置
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 を起動させて一瞬で距離を詰め、左腕のバックラーシールドと銃剣を振るい、渾身の力で薙ぎ払う。

「————！！」

　ヘルハウンドはステファンのシュヴァリエルによって、胴や頭部を両断され、血飛沫と共にぐちゃりと地面に落ちた。

「……生徒を護るためなら、どんなピンチにも駆けつけ、底力を発揮する！　そこに痺れる憧れるぅ！」

「真面目にやりなさい」

　絶命したヘルハウンドの胴から、燃えたぎるような胃液が零れ、草木に火が移っていく。

　使役者であるグレムリンを失ったバジリスクは、本能的に危険を察したのか、巨体を揺らしながらのろのろと森の奥へと下がり始めた。

「無事だったんですね」

「ああ。機体の活動限界が近いがな……」

　リサの呼びかけにステファンが苦笑を返し、機体の向きを変える。

　改めて見るシュヴァリエルはヘルハウンドとの戦闘の影響で装甲に幾つもの噛み痕が残されており、溶かされた装甲が至るところに張り付いていた。

「まあ、使役者を失ったならバジリスクも大人しくなるじゃろうて。このまま森に帰ってくれれば御の字じゃのぅ」

　シェンフゥの言う通り、バジリスクは戦意を喪失した様子で後退を続けている。

「確かにそうね」

　リサが安堵の息を吐き、刀を戻そうとしたその時。

「あっ！」

　バジリスクの毒液が突然リサに襲いかかった。

「ご主人！」

　咄嗟に機体を倒したシェンフゥが、毒液からリサの機体を遠ざける。バジリスクの毒液は二機の頭上を通過し、後方の木々を溶かした。

「畜生、よくも、よくもアグ兄を！！」

「なんじゃぁ！？」

　バジリスクの頭上に、先ほどまでとは違う新たなグレムリンが乗っている。

「グレムリン！　もう一体いたの！？」

　驚愕の叫びを上げるリサの機体を見下ろすように、バジリスクの頭部を近づけながらグレムリンが怒りに任せて足を踏みならしている。

「どいつだ、アグ兄を殺ったのはよぉ！」

「かかかっ、わしじゃよ！」

　グレムリンの叫びに間髪入れずにシェンフゥが返し、ガエ・アッサルを歩ませ始める。

「ハッ！　てめぇから八つ裂きにしてやるぜぇ！」

　のろのろとした歩みは次第に速度を上げ、ステファンのシュヴァリエルからバジリスクの注意を逸らし始める。

「シェンフゥ！」

　シェンフゥの意図を察したリサも、ソルダートを可能な限りの速度で走らせた。

『ステファン先生、ミリスを頼みます！』

『お、おい！　どうするつもりだ！』

『私たちだけで、なんとかします』

『なんとかって……おいっ！』

　一方的に通信を切り、リサのソルダートとシェンフゥのガエ・アッサルが木々の間を擦り抜けながら森の奥へと向かっていく。

「逃がしてたまるかよぉおおおっ！」

　二人の思惑にはまったグレムリンが、バジリスクを使役し、木々を薙ぎ倒しながら二機を追い始める。

「待て！　無茶だ！」

　ステファンが拡声器でリサとシェンフゥに呼びかけたが、応答はない。両機を追おうにも、機体はもうぎこちなく機械音を響かせるだけで、ステファンの操作に追従しなくなっていた。

「……くそっ！」

　操縦槽を叩き、悪態を吐くステファンの声が拡声器を通じて痛々しく響いてくる。ミリスはその音を耳にしながら、シュヴァリエルの指を支えにゆっくりと立ち上がり、遠ざかるバジリスクの巨体を眺めた。

「……リサに頼るしかないと思うなぁ」

「頼りねぇ教員で悪かったな」

　ミリスの言葉にステファンが大きく溜息を吐く。

「ううん」

　ミリスはそれに振り返り、映像盤を通じてステファンに微笑みかけた。

「違うと思う。リサは、ステファン先生とミランダ先生に助けてもらったから、その恩返しのつもりなんじゃないかな？」

　ミリスはそう言いながら目を閉じ、意識を集中させながら
邪法
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 で羽を補強させていく。

「お前、動けるのか？」

「まだ身体は痺れてるんだけど、少し休んだから、もうちょっとだけ戦えると思う」

　目を開いたミリスが苦痛に歪んだ笑みを向け、大きく羽を羽ばたかせる。

「ミリス！」

　ステファンの制止も聞かずに飛び立ったミリスは、シュヴァリエルの映像盤の中で瞬く間に小さくなった。

「そこまでの恩を売ったつもりはねぇんだけどなぁ」

　一人残されたステファンが、脱力して操縦席に身体を預ける。

「……そういうのは、一人前になってからでいいんだよ」

　乾いた笑いを漏らしながら呟いたステファンは、苛立ったように操縦槽の側面を強く叩いた。
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「どうしたぁ！？　逃げるしか能がないのかぁ！？」

　グレムリンの操るバジリスクがリサとシェンフゥの機体の数メートル後ろに迫っている。

「シェンフゥ、駄目！　もう追いつかれる」

　機体を全速力で動かそうにも思うように速度は上がらず、リサは足踏み板を渾身の力を込めて踏み続けながら叫んだ。

「ぬぉおおおおっ！　この、のろまな機体のせいじゃあぁああっ！」

　リサと辛うじて併走を続けるシェンフゥが、息を切らせながら絶叫する。その背後に大きく口を開いたバジリスクが迫った。

「そのままドロドロに溶けやがれ！」

　グレムリンの命令でバジリスクが、毒液を吐き出す。

「！！」

「リサ！」

　防御の姿勢を取る間もなく、リサの機体はシェンフゥのガエ・アッサルの激突によって横転した。

「シェンフゥ！」

　叫びながら機体を起き上がらせ、状況を把握しようと努める。リサを庇ったシェンフゥの機体は著しく破損し、毒々しい紫暗色の毒液と黒血油が混じり、装甲がしゅうしゅうと音を立てて溶け出していた。

「おおおっ！？」

　毒液を浴びた機体が平衡を保つことが出来ずにぐらぐらと揺れている。シェンフゥが機体を立て直そうとする動きに伴い、漏れ出した
黒血油
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 の量は一層激しくなった。

「燃料漏れを起こしてる！」

「そのようじゃな」

　リサの悲鳴のような声に、シェンフゥが落ち着いた声で返す。普段ならば冗談のひとつも言うシェンフゥのいつになく冷静な声に、リサは思わず息を呑んだ。

「ちょうどいい。お前から溶かしてやる！」

　グレムリンがバジリスクを使役し、シェンフゥのガエ・アッサルに止めを刺そうとする。

「止めてっ！」

　リサの懇願を嘲笑うようにバジリスクの毒腺から毒液が発射され、ガエ・アッサルの頭部の操縦槽に浴びせかけられた。

「シェンフゥ——！！」

　リサの悲鳴が上がる中、ガエ・アッサルの頭部がどろどろと崩れて落ちていく。

「ははははっ！　アグ兄の仇はこんなもんじゃ済ませねぇよ！」

　グレムリンが勝ち誇ったように嘲笑に身体を揺らしていたその刹那。

「弐の秘技！　グレンアーム！」

　突如として具現した巨大な狐火が、腕の形を成してバジリスクの上のグレムリンに襲いかかった。

「な、なんだぁ！？」

「シェンフゥ！」

　機体から飛び出したシェンフゥが、狐火を飛ばしながらグレムリンを追撃する。

「まさか生身で出てくるとはな。馬鹿め！」

「馬鹿で結構じゃ！」

　崩壊を始めるガエ・アッサルから跳躍し、シェンフゥがリサのソルダートへと手を伸ばす。

「ご主人！」

　受け止めようとする指先に僅かに及ばず、シェンフゥが落下する。

「シェンフゥ！！」

　リサが悲鳴のように叫んだ次の瞬間。

「任せて！」

　疾風のように現れたミリスがシェンフゥを抱え、リサの操縦槽の前を横切った。

「
餞
 はなむけ

 にくれてやるぞ！」

　シェンフゥが狐火を飛ばし、燃料漏れを起こすガエ・アッサルの動力部を狙う。

「なにぃ！？」

　グレムリンの叫びを遮るように、ガエ・アッサルが激しい爆発を起こす。

「————！！」

　バジリスクの巨体も至近距離でガエ・アッサルの爆発に巻き込まれ、絶叫を上げた。

「ミリス！？」

　黒煙で
烟
 けぶ

 る映像盤に目を凝らしながら、リサがミリスの姿を探して叫ぶ。

「……ここだよ。間に合ったねぇ」

　集音機からミリスのおっとりとした声が返り、シェンフゥの快活な笑いがそれに続いた。

「間一髪じゃった。まさにヒーローの登場に相応しいのぅ」

　ミリスとシェンフゥは、リサのソルダートの背に乗って爆風を
躱
 かわ

 している。

「ふふふっ、切り札は最後まで取っておく方、ミリスです！　でいい？」

「かかかっ、さすがミリスじゃ」

「またわけのわからないことを……」

　安堵と呆れの混じった溜息を吐きかけて止め、リサは映像盤を見つめながら背面部に乗る二人の気配に感覚を研ぎ澄ませた。

「でも、無事でよかったわ」

　安堵の息を吐きながらも、リサの視線はバジリスクの動向を注視し続けている。

「ご主人を残して死ぬわけにはいかんじゃろう。ところで、『食事』の効果はまだ残っておるかの？」

「なにをするつもり？」

　シェンフゥが跳躍したのか、ソルダートの頭部にその気配を感じる。

「なに、おぬしのエーテルを分けてもらうのじゃ」

「エーテルを……？　そんなこと、出来るの？」

　問いかけに応えるように、機体を通じてシェンフゥのエーテルの流れが伝わってくる。

「ああ、わしとご主人の繋がりを以てすれば容易いぞ」

「『契約』があったわね。それで、次の策は？」

　シェンフゥのエーテルと通じ合うことで、安堵に似た感覚が戻ってくる。

　リサの問いかけにシェンフゥは快活に笑い、高らかに叫んだ。

「わしもここまで来れば最終手段じゃ。アレをやるぞ、ご主人！」

「アレって……まさか！？」

「そのまさかじゃ！　わしが巨大化して
天狐
 てんこ

 となるのじゃ！　今こそ、三人の力を一つにする時！　いくぞ、リサ！　ミリス！」

　シェンフゥのエーテルの流れがうねりに変わり、リサのソルダートからエーテルを引き上げ始める。

「あ……あ……」

　全身を粟立つような感覚が突き抜け、それはリサの頭の天辺へと達する。

　その感覚が巨大化したシェンフゥの像を結び、
天狐
 てんこ

 の首飾りに似た鎧の戦士のイメージを形成していく。

「チェェェンジ！」

　シェンフゥの身体が宙を舞い、眩い光に包まれる。見る間に巨大化したシェンフゥの身体は、光の中から具現した鎧を頭部から順に
纏
 まと

 っていく。

「シェンフゥゥゥワンッ！」

　鎧を身に着け、天狐の姿となったシェンフゥが両腕を交差させて肘を引き、鋭く身構える。

「すごーい！　本当に巨大化しちゃったぁ。……あ、でも、三人の力……って、私、なにか役に立ったのかなぁ？」

　天狐への変身を見届けていたミリスが、シェンフゥの回りを飛翔しながら小首を傾げている。

「もちろんじゃ！　このロボは、三人いないと合体できないのじゃ！」

「いや、そもそもロボじゃなくて、巨大化したシェンフゥでしょ？　そんな設定なかったわよね！？」

　シェンフゥが巨大化に使用したエーテルの減衰に肩で息を吐いていたリサは、それを悟られまいと声を張り上げる。

「かかかっ！　設定とは創り、増やすものじゃ」

　リサの状況を知ってか知らずか、シェンフゥはいつもの調子で快活に笑い、鎧を纏(まと)った姿でバジリスクと対峙した。

「活動限界まで三分！」

　リサからのエーテルがもう供給不可能であること察したように叫びながら、シェンフゥが自らの妖力を練り上げるように虚空に向けた腕を動かしていく。

「一気にケリをつける！　シェンフゥゥゥゥトマホォォォク！」

　どこからともなく斧を作り出したシェンフゥは、斬れ味を確かめるように虚空を斬った。

「なんで斧なのよ！」

「ばかもん！ あの変身口上でトマホークを使わなかったら原作に失礼じゃろう！」

「なんの話よ！？」

　操縦席に身体を預けながら、普段の調子を意識してリサが突っ込みを入れる。シェンフゥは斧に狐火を纏わせると、バジリスクに向けて勢い良く振り下ろした。

「ぬぉおおおおおっ！　ぶったぎってやるからのぅ！」

　斧はシェンフゥの口上に反応して狐火を燃えさからせる。

「もう一丁ぉおおおおっ！」

　深々とバジリスクに刺さった斧を引き抜き、シェンフゥがさらに火力を上げたその時。

「いかん、もう限界か！」

　狐火の火力に堪え切れず、斧は追撃を待たずに砕けた。

「……くっ。ならば……、シェンフゥゥビィィィム！」

　間髪入れずにシェンフゥが上体を折り曲げ、狐面の兜に包まれた頭部を突き出す。

「ぬぉおおおおおおっ！」

　気合いを入れるように全身が緊張したかと思うと、天狐の頭部から稲妻のように雷弧が[image: u+8ff8]
 った。

　雷撃をまともに受けたバジリスクは、力なく開いた口から煙を出し、ゆらゆらと揺れている。

「おい、なんだよ！　なんなんだよぉ！」

　頭部に立つグレムリンは、悲鳴を上げながらバジリスクを蹴っていたが、バジリスクは目の色を失い、その頭部は地面に落ちた。

「さて、止めといくかのぅ」

　シェンフゥが数歩離れて間合いを取り、呼吸を整える。

「妖術の恐ろしさを味わわせてやるぞ！」

　声を張り上げたシェンフゥは、そのまま手のひらを合わせるようにして、妖力を練り上げ始めた。

　妖力は次第に増幅し、手のひらの間に狐火の球体が出現する。

「食い殺せ、バジリスク！！」

　グレムリンがバジリスクの頭部を漆黒の靄で覆い、
邪法
 ゲヘナ

 で吊り上げるようにして意識を回復させる。

　バジリスクの目が禍々しい深紅の光に変わったかと思うと、頸部から威嚇を示す噴気音が響き始めた。

「シェンフゥ！」

　バジリスクが頭部を後ろに引き、毒液を噴射する予備動作を始めている。

　その動きに気づき、リサは悲鳴のようにシェンフゥの名を呼んだ。

「わしを……わしを信じろ……」

　シェンフゥが静かに念じるように応じながら、手のひらの中の狐火をさらに練り上げていく。

　球体状の狐火の周囲に稲妻を
[image: u+8ff8]

 ほとばし

 らせながら雷狐がまとわりつき、光の珠がバジリスクの頭部を呑み込むほどに増大した。

「おぉーりゃぁあああああっ！」

　雷狐を纏った巨大な狐火を支えたまま、シェンフゥが肘を引いて構える。

「シェンフゥゥゥサァァンシャィィィン」


[image: ]



　放たれた狐火は激しく稲妻を[image: u+8ff8]
 らせながらバジリスクの頭部に直撃した。

「————！！」

　グレムリンの悲鳴がバジリスクの頭部ごと呑み込まれ、一瞬にして掻き消える。

　頭部を吹き飛ばした狐火はバジリスクの巨体を呑み込み、稲妻とともに焼き尽くしていった。





　　　＊
 　＊
 　＊






　失血の影響か、目の前に靄がかかったように視界が霞んでいる。

　自らを鼓舞するように太腿を叩いたアミラは、腹部に刺さった残りのガラス片に手をかけ、息を止めて抜いた。

「……こんなところで、気絶してる場合じゃないのに……」

　震える手を離しながら、大きく息を吐き出す。暗転した映像盤は割れ、外部の状況を知ることは出来ない。耳を澄ませてみたが、戦闘音が遠くで聞こえる他は、手掛かりになりそうな音はなかった。

「……この機体の気配は……っ、クラスの誰かのものよね……」

　止血のために痛みを堪えながら強く腹部を押さえる。着衣で護られてすらいないアミラの肌は血に濡れ、傷口を押さえる手指の隙間から、血が滲んで零れた。

「内臓は、平気……」

　言い聞かせるように呟きながら首を巡らせ、機体の状況を把握する。操縦席の位置を手掛かりに、ガエ・アッサルが横転していることを確かめたアミラは、何度か大きく息を吐きながら、目を閉じて痛みに耐えた。

「……ぁ、ぐ……」

　這うようにして身体を引き摺りながら操縦席を離れ、ガエ・アッサルの
倉口
 ハッチ

 に手を掛ける。

　血で塗れた手で苦心しながら倉口を開け、
擱座
 かくざ

 した機体から抜け出したアミラの前に、別の機体の手が差し伸べられた。

『アミラ』

　機体から聞こえたのは、三班のシェリーの声だ。

　差し伸べられた巨大な指を掴んでアミラが機兵の手のひらに乗ると、シェリーはゆっくりとアミラを持ち上げ、森の方角に手のひらを向けた。

「あ……」

　鬱蒼と木々が生い茂っていたはずの森は、樹木が倒れ、至るところで黒煙が上がっている。

　キャンプ地から遠く離れたところで衝撃音が響き、その音に続いて衝撃波が森を吹き抜けた。

「リサ先輩たちが……戦ってる……」

　ガエ・アッサルの指の陰に身を潜めながら、衝撃波の発生源を見遣る。木々が倒れる凄まじい衝撃が見えたかと思うと、激しい火柱が上がり、地を揺るがすような震動音が続いた。

「ああっ」

　負傷した身体では立っていることもままならず、ガエ・アッサルの手のひらの上で尻餅をつく。

　他の生徒たちも身を護りながら戦いを見守るのが精一杯らしく、次の衝撃を警戒するように後退を始めた。

「私たちも、下がるよ」

「……うん」

　シェリーがアミラに告げ、機体を後方へと移動させる。機体の手のひらの上で、のろのろと立ち上がったアミラは、泣き出しそうな目で森を見つめて唇を噛んだ。

「……あたし、なにも出来なかった……。何でも出来るって、思ってたのに……」

　あれだけ見下していたはずの他の生徒と同様、自分にはもうどうすることも出来ない。自分の無力を認めて声を震わせるアミラに、シェリーがおずおずと声をかけた。

『……アミラは凄いよ。逃げなかった。逃げないで戦ったじゃない……』

「でも、あんな凄い戦い方は、あたしには——」

　頭を振るアミラの言葉を遮り、シェリーが続ける。

『ここの人たちは、みんな凄いんだよ。……でも、その人たちだけじゃダメだから、私たちみたいな候補生の力も必要なんだって……ミランダ先生はそう言ってた……』

　そう伝えるシェリーの声は震えている。恐怖と不安で泣き出しそうになるのを、必死に堪えているような声だった。

　事実、拡声器を通じて発せられたシェリーの言葉を聞いた生徒たちのなかには、堪えきれずに泣き出している者の姿もあった。

『……先生たち、無事かな……』

　ずっと涙を堪えていたシェリーにも限界が近づいている。

　他の生徒たちに触発されたように涙声を発したシェリーに、なにも応えることが出来ないまま、森を見据えたアミラは、戦闘音の消失と、近づいてくる機兵の駆動音に気づいて声を上げた。

「……あっ！」

　ガエ・アッサルの指につかまりながら、遠くから近づいてくる機影に目を凝らす。

　その機影は、紛れもなくステファンのシュヴァリエルと、リサのソルダートであることを確信したアミラは脚を踏み鳴らしながらシェリーに訴えた。

「帰ってきた！　リサ先輩と、ステファン先生が、帰ってきた！」

　機体が近くなるにつれ、その全貌が明らかになっていく。

　双方の機体は激しく損傷していたが、リサのソルダートの頭部に寄り添うように座っているミリスの姿を見留め、アミラは声を震わせて叫んだ。

「ミリス先輩……！」

　アミラの声に反応し、ミリスが立ち上がってゆったりと手を振る。

　機体の頭部を挟んで反対側の肩に座っていたシェンフゥもミリスに倣って立ち上がり、両手を振って応えた。

「リサ先輩！」

　近づく機体にアミラは、シェリーのガエ・アッサルから飛び降り、必死に駆けていく。腹部の傷が痛み、血がぱたぱたと滴る感覚があったが、アミラは痛みも忘れて先頭を歩くリサのソルダートの足元を目指した。

『被害状況の確認をしないとな。お前ら、無事か？』

　リサの機体からやや遅れて進んでいたステファンが、拡声器を通じて声を張り上げる。

　そのステファンの声で、残されていた生徒たちはようやく落ち着きを取り戻し、仲間の無事を確かめ合うように周囲を見回し始めた。

　先に逃げ出していた一班と二班も戻り、野営地の隅に固まっている。その姿を振り返って確かめたアミラは、歯を食いしばって腹部の傷を強く押さえ、リサのソルダートと、ステファンのシュヴァリエルを見上げて声を張り上げた。

「アミラ・クラウゼル、ガエ・アッサル一機、全損です！」

『……そうか、よく頑張ったな』

　アミラの報告を受け、ステファンが穏やかな声で返す。

　その声に全てが終わった後であることを悟ったアミラは、安堵に唇を引き結んで頷いた。

「……はい」

　涙声を抑えながらどうにか応じ、リサの無事を確かめるようにソルダートに更に接近する。

　アミラの存在に気づいていたリサは、報告を終えたアミラを迎えるように機体を屈め、手を伸ばした。

『怪我してるじゃない、アミラ……』

　拡声器を通じてリサの泣きそうな声が聞こえてくる。その声の震えを間近で感じたアミラは、差し出された機体の指先に抱きつき、大声を上げて泣いた。
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「こちらカズ、アグ兄、助けてくれよぉ！」

　息を切らせながら、グレムリン三兄弟の三男、カズが必死に叫んでいる。

　
邪法
 ゲヘナ

 を使って兄に助けを請う彼の腕は不自然に折れ曲がって肩からぶら下がっており、全く機能していないように見えた。

「あの執行者はヤベぇよ。ヘルハウンドの攻撃が通用しねぇんだぜ……ッ」

　森を疾走するグレムリンを、枝葉を揺らしながらミランダが追走している。

「……なあ、アグ兄、アグ兄ってばよぉ！」

　手負いのカズは背後を振り返る余裕すらなく、助けを求め続けているが、兄アグからの応答は返らない。

「アグ兄、アグ兄——！？」

　叫ぶカズの声を掻き消すように、地を揺るがすような轟音が森の奥から響いてくる。爆発音と衝撃波に身体を取られ、地を転げたカズの上に、影が舞い降りた。

「お前の兄とやらも、それどころではないらしいな」

　木の上から降下したミランダが、地面に転がったカズの脚を鉄杭で貫く。

「ぎゃああああっ！」

　地面に足を縫い止められたカズは、絶叫を上げ、激痛に喘ぎながら鉄杭を抜き、
縋
 すが

 るように木に飛びついて樹上へと逃れた。

「たかが人間ごときに、バジリスクとアグ兄がやられるなんて、あってたまるかよぉ」

「執行者を侮った報いだ」

　ミランダが木を上っていくカズを見上げながら冷たい声を返す。すぐには追わずに、冷静に周りの状況を見極めるように目を細めた。

「……こうなったら、あいつを呼ぶしかねぇ」

　頭上からは、ぶつぶつと呟くカズの声が聞こえてくる。
邪法
 ゲヘナ

 を使って別の相手への通信を試みたカズは、通信が繋がった瞬間に相手の名を鋭く叫んだ。

「……ゼリグ！　作戦が失敗した、救援が必要だ。今すぐ、こっちに来てくれ」

　肩で息を吐きながら、カズが必死に助けを呼んでいる。だが、通信相手の言葉は彼の予想を大きく裏切った。

「……はぁ！？　なんでだよぉ」

　苛立ちとも絶望ともつかぬ声を上げ、カズが悲鳴のように叫んでいる。

「俺たちがやられたら、『白棺計画』にも遅れが出るだろ？　そうなったらお前だって——おい、おい、待てよぉ！」

　懇願を聞かずに一方的に通信が切られたらしい。

「痛ぇ……、痛ぇよぉ……」

　カズは虚空を見上げ、負傷の激しい利き腕を押さえると、低く呻いた。

「ゼリグのヤツ……、俺たちが助からないって、どういうことなんだよぉ！」

　カズは呆然と呟きながら木の枝に座し、肩で息を吐いていたが、恐ろしい殺気を感じて目を見開いた。

「……どうやら見捨てられたようだな。では、もう泳がせる必要はない」

「えぁ！？」

　振り返る間もなく、ミランダの鉄杭がカズの身体を貫く。背中に突き刺された鉄杭は、胸を破ってその先端を突き出し、鮮血を滴らせた。

「……あ、……あれ……？」

　カズが、何が起きたかわからない様子で身体からはみ出している鉄杭の先を不思議そうに見ている。その身体はすぐにぐらりと傾ぎ、どさりと木から落ちた。

「救援が来ないということはわかったが……」

　地面に叩き付けられたグレムリンの死体を見下ろしながら、ミランダは今聞いたばかりの通信の内容を記憶に刻むように唇の中で繰り返す。

「白棺とは、一体何だ……？」

　その疑問を嘲笑うように、生温い風が森を抜けていった。


第二三話　体験入学最後の日





　どれだけ泣いたのかわからない。

　耳に涙が零れる感覚で、ようやく自分が意識を手放していたことに気がついた。

「……ここは……？」

　手のひらに滑らかなシーツが触れ、ベッドに横たえられた身体の下からは細かな振動が伝わってくる。

　足元に設けられた円い窓を見て、アミラは自分が置かれているおよその状況を理解した。

「輸送艇の中だ。お前の怪我が一番酷かった」

　治療用の器具を手に、ミランダが振り返る。

「……先生、無事……だったんですね」

　その顔を見た途端、安堵に泣き出しそうになり、それ以上を紡ぐことが出来ずに唇を噛む。

　ミランダは苦笑を浮かべてアミラの傍に座し、手当を終えたばかりのアミラの腹部を眺めた。

「ああ、そうだ。行軍は不可能と判断し、アルデナート経由で聖騎士団の輸送艇を頼んだ。間もなく本部だ」

「…………」

　身体を起き上がらせようとしたが、思うように力が入らない。腕で上体を支えながら身体を反転させて横向きになり、それからゆっくりと身体を起き上がらせた。

「……大丈夫か、アミラ？」

　アミラを止めるでもなく、静かに見守っていたミランダが穏やかな口調で問いかける。

「あ、はい。傷の方は少し痛みますが、これくらいなら——」

「そうではない」

　アミラが傷の具合を確かめながら応じると、ミランダはその言葉を途中で遮った。

「今回のことで、予定が狂った。体験入学の期間内ではあるが、早めに切り上げても構わない」

「……え……」

　思いもよらない応えにアミラが目を瞬く。

「両親にも連絡済みだ」

　ミランダは念を押すように続け、アミラの反応を窺うように目を細めた。

　——体験入学が、終わる……？

　それはつまり、自分はもう実技に参加出来ないことを示している。

　突然告げられた別れの予感にアミラは、俯いて呟いた。

「……ママは、なんて……？」

「お前の意思に任せる、とのことだ」

　アミラに訊かれることを想定していたのだろう、ミランダが淡々と応える。

「どうする？　このままヘイゼルニグラートへの定期便に接続して、家まで送り届けるか？」

　少し前の自分であれば、迷わずにその道を選んだだろう。けれど、今は違う。

「……あたしは……」

　今回のことで、執行者がいかに凄いのかを理解した。ステファンはもちろんのこと、候補生であるリサやミリスのような戦いは今の自分には出来ない。

　自分は特別な人間だというのは、狭い世界での思い込みに過ぎなかったことも、痛いほど思い知った。

　もっと凄い人たちはいくらでもいる。

　だからこそ——

　あたしも、この人たちみたいになりたい。

　自分の意識が変わっていったことを、はっきりと自覚しながら顔を上げ、アミラはミランダを見つめて口を開いた。

「ここに、残ります」

「……そうか。わかった」

　頷いたミランダは穏やかに微笑むと、椅子から立ち上がり、救護室の戸口へと視線を移した。

　ほぼ同時に扉を叩く音がし、リサの声が響いた。

「アミラ、入るわよ」

「リサ先輩」

　ベッドから降りて迎えようとするが、傷が痛んで立ち上がることが出来ない。扉を開いたリサは、アミラがしようとしていることを察し、眉を下げて制した。

「そのまま寝てて。具合はどう？」

「ミランダ先生の処置が早かったから、思ったより大丈夫そうです」

　リサと入れ替わるように、ミランダが救護室を後にする。扉が閉められるのを待ち、リサは改めてアミラを見つめた。

「傷に響くわ。横になっていて」

「はい……」

　険しい表情のリサに泣き出しそうな声で言われ、ベッドに身体を横たえ直す。

　リサはアミラの傍に寄り、薄掛けでアミラの身体をそっと覆った。

「あの……」

　沈痛なリサの面持ちから、彼女が今回の責任を感じていることが伝わってくる。

　どうにかしてその誤解を解きたいと、アミラは口を開いた。

「リサ先輩のせいじゃ、ないですから。これはあたしが未熟だったせいで——」

「ううん」

　アミラの訴えに力なく微笑み、ベッドの傍の椅子に腰掛けながらリサが緩く頭を振る。薄桃色の髪が重く揺れ、俯いたリサの表情は見えなくなった。

「その未熟なアミラよりも、もっと未熟だった私の責任よ。ステファン先生から、留守を頼まれたのに酷い被害を出して……」

　声だけでなく、膝の上に置かれたリサの手も震えている。

「で、でも！」

　アミラは、痛みに耐えて身体を起こし、リサの手を両手でしっかりと握りしめた。

「誰も死んでないですし、リサ先輩たちは、立派に戦ってくれました。あたしこそ、足手まといになってしまって——」

「そんなこと、思ってない」

　顔を上げたリサの目に瞬く間に涙がにじんでいく。

「……足手まといだなんて、思ってないわよ、アミラ。あんたが居てくれたから、あの危機を脱することができた」

　リサがアミラの手をそっと解き、椅子から立ち上がってアミラを抱きしめる。

「生きていて、本当に良かった……」

　アミラの怪我を気遣って怖々と抱きしめるリサの腕にアミラも応じ、リサの身体に手を回して強く抱き寄せた。

「戦い方は、ママ仕込みです。そう簡単にやられたりしません。今なら、模擬戦でリサ先輩が言っていたこと、理解出来ます」

　ピンチの時、どこをどう守れば、命を落とさずに済むかは、ずっと叩き込まれていたのだ。

「訓練が厳しくて嫌になったこともあったけれど、それは自分のためだけじゃなかった……」

「……ええ……」

　アミラの告白に相槌を打ちながら、リサがゆっくりと身体を離す。アミラの肩を手のひらで包み、そっと腕に滑らせたリサは、迷うように顔を歪めながら、口を開いた。

「……正直な話、私がここにいるのは、自分の意思じゃなかったの」

「…………」

　椅子に腰掛け直しながら、リサが静かな口調で語り始める。

「シェンフゥと『契約』してるから、普通の生き方が出来ないって……。選択肢のひとつでマシな方を選んだだけだったのよね」

　リサの告白に相槌を打つのも忘れ、アミラもベッドに腰を下ろした。

「でも……」

　そこで言葉を切ったリサは、アミラの目を見て穏やかに微笑んだ。

「今は違う」

　泣き出しそうに潤んだ目には、強い意志を秘めた光が宿っている。

「あの時、心の底からみんなを守らなきゃって思った。そのために、バジリスクとあの魔族を倒さなきゃって……。だから今は、自分の意思で執行者になりたい。もっと強くなって、今、人類を脅かしている脅威から一人でも多くの人を守りたい」

　そこまで言って、リサは少し困ったように小さく笑った。

「アミラ、私もあんたと同じ。……座学でわかったつもりでいたけど……。私だって、全然、わかってなかった」

「リサ先輩——」

　自分の非や弱さを認めたアミラに、リサが同じように自分の弱さを認めて告白している。その言葉にアミラは声を詰まらせ、泣き出しそうに潤んだ目でリサを見つめた。

「でも、あんたは私とは違うと思う。良い意味で、帰れる家があって、自分のことを理解してくれる家族がいるんだから。……だからこそ言っておくわ。ママが立派な執行者だったからって、その跡を継がなきゃいけないわけじゃないんだって」

　リサが言葉を選びながら、アミラの目を見つめて言う。

「あ……」

　その言葉は、誰より自分の母親からアミラが聞きたかった言葉だ。アミラが驚きに目を見開くと、リサは照れたように少し笑って、アミラの手を取った。

「あんたの進路はあんたが自由に決められるの、アミラ」

「……自由に……」

　握られた手の温かさから、リサの本心からの言葉が伝わってくる。アミラはリサの言葉を頭の中で繰り返しながら、自分の決意が揺るがないことを確かめ、リサを真っ直ぐに見つめ返した。

「その……、執行者になるっていうのも、選択肢のひとつですよね？」

「……本気？」

　リサが驚いたように目を丸くして、それから緊張の糸が切れたように笑い出した。

「……ふふふっ。だって、あんたは執行者になりたいわけじゃなかったのよね？」

「……そうなんですけど……。でも、気が変わりました」

　笑うリサにつられて微笑み、アミラは改めてリサの目をじっと見つめた。

「リサ先輩、あたし——」

「アミラ！」

　言いかけたアミラの声に、扉が開く音が重なる。

「ミリス先輩！」

　救護室に飛び込んで来たミリスの姿に、アミラは思わず歓喜の声を上げた。

「わしもおるぞ」

　ゆったりとベッドに歩を進めるミリスの後ろをシェンフゥがついてくる。アミラはその姿を確かめて黙礼すると、ミリスを見つめて目を潤ませた。

「よく頑張ったね。もう大丈夫だよ」

　ミリスの柔らかな肌には、激しい戦闘の痕跡が幾つも残されている。そのほとんどが既に完治に近づいてはいたが、それでも肌に残る傷痕は痛々しくアミラの目に映った。

「……ミリス先輩、本当にありがとうございます。あたし、ミリス先輩があんなに強いなんて全然知らなくて……失礼なことを——」

「ううん。私が凄いというより、あの武器が凄いんだよ。扱えるのは私しかいないしね」

　アミラの謝罪を遮ってミリスがアミラの髪を撫でる。その指先がアミラの耳へとつと動き、くすぐるようにゆったりと美しい毛並みをなぞった。

「本当に、チートのような武器じゃのぅ」

「ふふふっ。シェンフゥが巨大化出来たのにもびっくりだったよねぇ」

「どうじゃ、見直したじゃろう？」

　シェンフゥがアミラに褒めてくれとばかりの自信たっぷりの表情で迫る。その顔に苦笑を浮かべながら、アミラは視線を逸らし、素っ気なく応じた。

「あんたに、あんな特技があるとは思わなかったわ」

「かかかっ。あれは『食事』をたっぷり摂った効果もあるからのぅ」

（『食事』……！？）

　シェンフゥの口から『食事』という言葉が漏れ、記憶の中のリサとシェンフゥの姿が蘇る。

　テントの中で口付けを交わし、肌を寄せ合う二人の姿がありありと思い出され、アミラは瞠目して動きを止めた。

「……アミラ。どうしたの、顔が真っ赤だよ？」

　ミリスがくすくすと笑いながら、額を近づけて合わせる。

「え、ぁ……」

「あれは秘密にしておこうね」

　アミラにだけ聞こえるように、ミリスの唇が蠱惑的に動く。

「……うん。熱は……ないみたい。でも、無理は禁物だよ」

　ミリスが微笑みながら、アミラに横たわるように促す。

「そうですね。あたし、その……ちょっと疲れたのかもしれません……」

　アミラもそれに合わせて頷き、ベッドに身体を横たえた。

「それもそうね」

　リサが苦笑を浮かべながら椅子から立ち上がり、シェンフゥに部屋を出るように促す。

「怪我人の部屋に大勢で押しかけるべきじゃなかったわ」

「あ、いいえ！」

　今にも立ち去りそうなリサを引き止め、アミラはベッドの上で深く頭を垂れた。

「……来てくれて、嬉しかったです。……その……残りの時間、一緒に授業を受けたり、もっとお話しても……いいですか？」

　アミラの申し出に、リサとミリスが顔を見合わせる。

「もちろんよ」

　二人の笑顔の応えにシェンフゥも続き、アミラは密かにまた執行者養成機関へ戻る決意を新たにした。





　　　＊
 　＊
 　＊






　野戦演習の帰還から数日後。

　執行者養成機関に招かれた神官による治癒魔法がアミラに施され、心配されていた体験入学も予定通り継続された。

　そうして迎えた最終日は、講義もそこそこに切り上げられ、シェリーらが企画した夕食会が和やかに行われた。

　アミラは終始笑顔で彼女らの厚意に応じ、同じクラスの生徒だけでなく、他のクラスの生徒や上級生も加わってアミラの野戦演習での健闘を讃えた。





「……ありがとう、シェリー」

　夕食会が解散となった後もその場に残っていたシェリーに近づき、改めて礼を言う。シェリーは微笑んで頷くと、アミラの手を取ってそっと引き寄せた。

「私の方こそありがとう、アミラ。アミラがいなかったら、私、ここに居られなかった……」

「シェリー……」

　俯くシェリーの手が微かに震えている。野戦演習の時は無我夢中でわからなかったが、自分の行動がシェリーたちを守ったのだと思うと改めて誇らしかった。

「……あたし、ここに来て良かった。最初はママに言われて嫌々だったけど、シェリーにも会えたし——」

「本当？」

　アミラの発言にシェリーが反応し、ぱっと顔を上げる。その目は今にも泣き出しそうに潤んでいた。

「うん。シェリーを助けられたのも、もしかしたら運命かなって……」

「……嬉しい。私もそう思ってたの。アミラはきっと、私の運命の人なんだって……」

　シェリーが目を潤ませながらアミラの手を持ち上げ、頬を寄せる。愛しむように目を閉じたシェリーの目尻から、一筋の涙が零れた。

（……きれい……）

　シェリーの頬を伝う涙に目を奪われながら、アミラは無意識に尻尾を動かす。シェリーを抱き締めて繋がりたくなる衝動が強く湧いて、それを抑えるのに苦心した。

「アミラ……」

　シェリーがアミラの手の甲をさすりながら、そっと手袋を外す。

「あ……」

　アミラの目の前に片膝をついて屈んだシェリーは、その手の甲にそっと口付けた。

「きっときっと、帰ってきてね。私、ずっと待ってるから——」

「……うん」

　誰にも秘密にするつもりだった決意が唇から零れる。思わず頷いたアミラは、はっとして目を見開いた。

「大丈夫。誰にも言わないよ。これは私とアミラだけの秘密だから」

　アミラの手袋を戻しながらシェリーが微笑み、ゆっくりと立ち上がる。

「お別れの前に、もう一度だけ——」

　囁きながらそっと距離を詰めたシェリーは背伸びをすると、アミラの猫耳に食むように口付けた。









　部屋に戻り、トランク型の鞄に荷物を詰め込むアミラをミリスが覗き込む。

「荷物、これで全部？」

　野戦演習地でのバジリスクの襲撃により、元々少なかった荷物はさらに半分ほどになっている。

「忘れ物はなさそうですし……全部ですね」

　数少ない着替えの衣服の上に私物のノートを重ねながらゆっくりと部屋を見回したアミラは、名残惜しく鞄の蓋を閉じた。

「ミリス先輩……。本当にお世話になりました」

　今日までの感謝を込めて深く頭を垂れ、熱くなった目頭に力を込める。

「ふふふ。明日の朝までは、一緒だよ。明日から寂しくなるねぇ」

　ミリスはアミラの猫耳を撫でながら、腰を屈め、アミラの顔をそっと覗き込んだ。

「……そうですね。でも、また戻ってきますから」

「……そっか。もう決めたの？」

　問いかけるミリスの目には穏やかな光が宿っている。微笑む唇は、アミラの決意に対して好意的なように思われた。

「はい。ママの長年の希望でもありましたし、あたしも納得しました」

　ミリスと目を合わせ、姿勢を元に戻しながら大きく頷く。

「アミラが決めたことなら、歓迎するよ。リサが聞いたら喜ぶと思——」

「リサ先輩には、まだ言わないでください。万が一、入学試験に落ちたら最悪ですから。結果を出してからにします……」

　そう自分で決めたのだとアミラが告げると、ミリスはアミラを引き寄せその髪をゆったりと撫で始めた。

「……アミラは真面目だねぇ。イイコイイコ。学年が違っても、仲良くしようね」

「いいんですか！？」

　願ってもない申し出にアミラが顔を上げて反応する。

「もちろん」

　ミリスは微笑んで頷き、アミラを抱きしめ直した。

「この部屋に戻りたくなったらリクエストしていいんだよ」

　ミリスの吐息が囁くようにアミラの耳をくすぐっている。その艶めかしい響きにアミラは目をぱちぱちとさせ、鼓動が早くなるのを感じながら応えた。

「……あ、でも、あたし——」

　シェリーとの約束が思い出され、返答を
躊躇
 ためら

 う。

「ふふふっ。どうしたのかなぁ？　顔が真っ赤だよ」

　抱擁を解いたミリスがアミラの表情を確かめるように見つめた。

「……えっ、えっ！？」

　慌てて両手で押さえた頬は確かに熱く、アミラは恥ずかしさに低く唸った。

「うぅ……」

「あっ、そうだ。今日は最後の夜だし、私も、アミラとももっと仲良くなりたいなぁ。どう？」

　追い打ちをかけるようにミリスが冗談とも本気ともつかない言葉を投げかけてくる。

「そ、それは……、あの……」

「遠慮しなくていいよ。ぜーんぶ秘密にしてあげるから」

　そう言いながらミリスは妖しい手つきでアミラの尻尾をつと撫でた。

「ああああ、あの……あ、あたし……」

「お互いのこと、深くまで知れるのって、いいことだよ。とっても気持ちも良いからねぇ」

　動揺に揺れる尻尾をやんわりと握ったり放したりしながらミリスが、アミラの耳許に唇を寄せる。

「……あの、あたし……。きっ、気になる人がい、い……いるので……」

　吐息がかかる距離に近づいたミリスの甘い香りにアミラは目を泳がせながら、辛うじて理性を保った。

「ふふふっ、かぁーわいいっ。……もしかして、それってシェリーのことかな？」

　アミラが次の言葉を紡ぐ前に、ミリスが悪戯な笑みを浮かべながら問いかける。

「そ……そうです……。あんな気持ちになったの、実は初めてで……その……。あれからどうしていいかわからなくなっちゃって……」

「……良かったぁ。実は、シェリーからも相談、受けてたんだよね。運命を感じてるって話してたよ」

　ミリスがアミラの胸元に指先を這わせ、ゆったりと円を描くように動かしている。

「わ、私もなんです。それで、さっき、食堂で……待ってるって言ってくれて……」

「じゃあ、なーんにも心配いらないね」

「そう……だといいんですけど……」

　約束を果たすためにも必ず合格しなければならない。微かな不安に声を詰まらせたアミラだったが、聞き覚えのある足音に気づき、弾かれたように扉の方へ視線を巡らせた。

「あっ、リサかな？」

「わかるんですか？」

　ミリスが頷きながら、爪先立ちで踊るように扉へと向かっていく。

「リサからは、とっても良い匂いがするからねぇ」

　そう言いながらミリスが扉を開くと、ノックをしようと拳を上げたリサの姿があった。

「……よくわかったわね」

「ふふふっ。リサのことならなーんでもわかっちゃうよ」

　ミリスの発言にリサは柔らかく笑い、それから室内のアミラへと視線を移して呼びかけた。

「アミラ」

「はい！」

　尻尾を揺らしてアミラが駆け寄ると、リサは改めてアミラを見つめ、微笑んで口を開いた。

「今日で最終日だから、みんなからプレゼントがあるの」

「プレゼント？」





　そうしてリサたちと共にアミラが移動した先は、寮の大浴場だった。

「ゆっくり寛いでほしいからって、私たちの貸し切りにしてくれたのよ」

　リサが案内しながら、浴室へ続くガラス扉を開く。シェリーの姿がないのが少し寂しかったが、これでお別れではないのだからと言い聞かせ、アミラはゆっくりと息を吸い込んだ。

「……良い匂い……なんだか落ち着く」

　脱衣所に入る前から柔らかで甘い香りが漂っていたが、浴室に入るとその香りは湯気に混じり、一層濃くなった。

「みんなで薬草を集めて、シェンフゥが、特別に調合してくれたんだよ」

　ミリスの説明を聞きながら湯船に足先を浸すと、肌当たりの良い湯がしっとりと身体を温め始めた。

「それで、講義にいなかったんですか？」

「なに、ちょっとした餞別じゃの」

　アミラの問いかけに湯気のなかからシェンフゥの声が返る。

「シェンフゥ……。あんたって意外と良いヤツなのね」

　姿を現したシェンフゥに微笑みかけると、シェンフゥは満足げに頷き快活に笑った。

「かかかかっ、今頃気づいたかの？」

　素肌にバスタオルを巻き付けた姿で、シェンフゥが自慢げに胸を張る。

「あたし、てっきりリサ先輩をたぶらかすエロ狐かと……」

「あははははっ、すごーい、的確！」

　ミリスが無邪気に笑う隣で、リサが困惑に目を見開いている。

「え、あ……？」

　リサの反応から自分の失言が原因かと気づいてアミラも絶句した。

「……あっ、これ秘密だったねぇ」

　ミリスがアミラの腕を引きながら、ひそひそと囁く。

「ミリス……？」

　湯に浸かった二人を見つめるリサの顔には動揺の色が浮かんでいる。

「なんでもないよ。リサは、なーんにも気にしなくていいからねぇ」

　そう言いながら、ミリスはリサの腕を引き、自らの胸に飛び込ませた。

「わぷっ！」

「うふふっ。みんなで温まろうねぇ」

「ミリス、ずるいぞ。わしのご主人なのにぃ〜」

　誤魔化すようにミリスがリサとじゃれ合い、そこにシェンフゥが便乗する。

「せっかくの広いお風呂なのに、なんでくっついてるのよ……」

「はぁい」

　リサが苦笑を浮かべながら二人をやんわりと引き離す。ミリスは小さく笑いながらゆったりと身体を泳がせるように湯の中を動き、アミラの元へと戻ってきた。

「……痕、残りそうだねぇ」

　アミラの傷痕を見つめるミリスに気づき、リサが不意に顔を曇らせる。

「私がもっとしっかり戦えれば——」

「ううん。リサ先輩は、立派に戦ってくれた。だから、あたしも戦おうって思えたんです」

　リサの悔恨の言葉を遮り、アミラは大きく首を横に振った。

「逃げ出さずに、立ち向かえた……。あの時は、それしか出来なくて悔しかったけど、今はちょっと違います」

　リサの手を取り、傷痕にそっと触れさせる。アミラに誘われ、傷痕に指先を触れたリサは困ったように顔を歪めた。

「アミラ……」

「これは、あたしの勲章です。そう思えるように、リサ先輩がしてくれたんです」

「……そっか……」

　その言葉を受け容れようと努めているのか、何度も首を縦に振って頷くような仕草を見せていたリサは、思い直したように改めてアミラを見つめた。

「……——あぁ、体験入学も今日で終わりなのよね。明日からどうするの？」

　なにかを言いかけて止め、リサが話題を変える。アミラはそれに頷き、湯気で
烟
 けぶ

 る天井を仰いだ。

「予定通り、ヘイゼルニグラートに帰ります。ママも心配してると思いますし」

「それがいいわ……。じゃあ、お別れね」

「……そうですね……」

　短い期間ではあるが、別れの予感に目の奥が熱くなる予感がある。

「でも、ここに来て、本当にたくさんのことを学びました——」

　戻ってくることは告げずに、アミラはこの学び舎での想い出をひとつひとつ語り始めた。


第二四話　体験入学最後の日





　一年後——、聖華暦八二八年四月。

　胸を張り、前を進むたびに尻尾が小さく揺れる。

　入学式に当たる式典が行われる聖拝機関中央棟一階の講堂には、執行者養成機関の在校生たちが集められていた。

（やっと、リサ先輩に会える……。シェリーにも……）

　尻尾はアミラの気持ちを代弁するかのように服の下で動き、講堂に集まった在校生たちの目を惹いた。

「……アミラ……」

　講堂を進むアミラの耳が、懐かしいシェリーの声を拾う。

　手を振って応じたくなるほど嬉しかったが、自制して視線を向けるだけに留めた。

　——おめでとう。

　アミラにだけ聞こえるようにシェリーの唇が動く。その近くにはミリスとリサ、シェンフゥの姿があった。

　顔の高さに手を持ち上げて拍手を送るミリスにアミラは小さく頭を垂れて応じ、機関長アルバレック・ストラヴァウリの立つ壇上を見上げて一礼した。

　程なくして入学資格を得た候補生たち全員を迎えた講堂にはアルバレックの祝辞が響き、それが終わるとリサが壇上に招かれた。

「本日のこの良き日に、覚悟を持って執行者養成機関を志望し、適性試験に合格した皆様へ、敬意を込めて、この言葉を贈ります。——入学、おめでとうございます。……候補生代表、リサ・エーデルワイス」

　壇上に立ったリサが淀みなく祝辞を読み上げる。彼女が一歩下がり、頭を垂れるのを待ち、アミラは惜しみない拍手を送った。

（リサ先輩、やっぱり格好いい……）

　ヘイゼルニグラートへ戻ってから約半年の間に、リサはより凜々しく成長しているようにアミラの目に映った。

（あたしも、リサ先輩みたいになるんだ）

　憧れだけを抱き続けたアミラは、久し振りに目の当たりにするリサの姿に、さらに思いを募らせた。









「シェリー！」

　拍手に包まれて式典が終了した後、アミラは新入生の列を抜け出し、シェリーの元へと駆け寄った。

「アミラ！　……私、信じてたよ。あれでお別れじゃなかったって」

　アミラに抱きつきながら、シェリーが目を潤ませて何度も耳を撫でる。

「ありがとう、シェリー……」

　シェリーの身体に尻尾を回して全身で彼女を抱き締める。互いの頬を寄せながら、二人は再会の抱擁の温もりを確かめ合った。

「……やっぱり帰ってきたのね、アミラ」

「おかえり、アミラ」

　いつの間にか近くに来ていたリサとミリス、シェンフゥが笑顔を向ける。体験入学の最終日に別れたときと変わらない笑顔に、アミラは頷くと、シェリーとの抱擁を解いた。

「あたしのこと、覚えてくれてたんですか！？」

　再会の喜びを改めて実感し、声が弾む。

「もちろん。忘れるわけないわよ」

　深く頷きながらリサが苦笑を浮かべる。その視線は、アミラの腹部の傷痕を探っているように思われた。

「その節は、本当にありがとうございました」

　命の恩人でもある三人に深々と頭を下げ、改めて礼を言う。リサはそれに困ったように眉を下げて苦笑を浮かべ、アミラを確かめるように眺めた。

「でも、驚いたわ。本当に執行者の道を選ぶことにしたのね」

「はい！　ママと話し合って、自分の意志で決めました。あたしに出来ることは少ないかも知れないけど、それでもリサ先輩のような、立派な執行者を目指します」

　再会したらそう言おうと決めて何度も練習していた言葉を、リサの目を見つめながら口にする。ようやくリサに伝えられたこともあり、アミラの目は涙で薄く滲んだ。

「私もまだ、あんたと同じ候補生よ、アミラ」

　アミラの涙に気づいたリサが、ポケットからハンカチを取り出して差し出す。アミラはそれを受け取ると、溢れてくる涙を抑えるように目頭に押し当てた。

「……ふふふっ、またアミラと一緒に過ごせるねぇ」

「ミリス先輩も、ありがとうございます。あの時の約束、守ってくれて」

　執行者への道を選んだことをリサに言わないでいてくれたことに感謝しながらアミラが遠回しに伝えると、ミリスは柔和に微笑んだ。

「うん、約束だったからねぇ」

　唇の前で人差し指を立てたミリスが、片目を瞑ってみせる。

「なんの話じゃ？」

「こっちの話だよ。ねっ、アミラ」

　珍しく黙って不思議そうに首を傾げていたシェンフゥが訊ねたが、ミリスはシェンフゥの尻尾を軽く手のひらで撫でるだけで答えなかった。

「……そうだ、この後って新入生は自由時間だよね？」

「はい、そうです」

　話題を変えたミリスに、姿勢を正して答える。ミリスはアミラの答えを聞いてにっこりと微笑み、リサに耳打ちをはじめた。

「ね、いい考えでしょ？」

「……あぁ、そういうことね」

　ミリスの囁きを聞き取ってしまわないように、耳を押さえる。シェンフゥは狐耳を動かしながら、リサとミリスの囁きに耳を澄ませ、にんまりと微笑んでアミラを見た。

「……盗み聞きは良くないですよ」

「わしとご主人は一心同体じゃからのぅ」

　小さく咎めるように言ったアミラに、シェンフゥは冗談とも本気ともつかない返事をする。アミラが不満に顔を歪めていると、リサがアミラに向き直り、耳許を指で示すような仕草をした。

「そこまで気を遣わなくてもいいのに」

「いえ、そういうわけはいきませんから」

　そう言いながらもリサはアミラの配慮を歓迎している様子だ。気遣いを褒められて緩む頬を引き締めながら、アミラは謙虚に答えた。

「暫く見ないうちに、随分成長したのね。それで、自由時間なんだけど、一緒に講義に出ない？」

「いいんですか？」

　予想していなかった誘いに、思わず顔が
綻
 ほころ

 ぶ。

「私も一緒に行きます！」

　アミラの反応に、それまで傍で黙っていたシェリーが素早く参加の意思を示した。

「上級生との交流を兼ねた選択制の講義なら、みんな一緒に行けていいですね」

　きょとんとしているアミラに、シェリーが付け加える。

「うん。
回復薬
 ポーション

 作り、みんなで一緒にやろうねぇ」

　ミリスの補足を聞き、アミラは大きく頷いた。

「あたし、一度やってみたかったんです。ヘイゼルニグラートでは、なかなか材料が調達出来なくて——」

「かかかっ。わしが手取り足取り教えてやるぞ」

　喜びを露わにするアミラの言葉を遮り、シェンフゥが得意気に腕組みをして声を上げる。

「あんた、どさくさに紛れて変なもの混ぜたりしないわよね」

「あたし、見張っておきます！」

　自分と同じ危惧をリサが抱いているとわかり、アミラは片手を挙げて力強く宣言する。

「どうしてこうなった……」

　リサだけでなくアミラが目を光らせるとわかり、目論見が崩れたのかシェンフゥが露骨に肩を落としている。

「あんたが変なこと考えてたせいでしょ」

　リサはそれをいつものようにあしらい、ミリスが力なく垂れた狐耳を宥めるように撫でている。

（本当に、リサ先輩たちは仲が良いな……）

　その様子を羨ましく眺めているアミラの腕を引き、シェリーがそっと腕を絡めてくる。

「私は、学年が一緒だから、ずーっと一緒だよ。おかえり、アミラ」

　アミラにだけ聞こえるように囁いたシェリーは、目を合わせてにこりと微笑んだ。


あとがき

　皆様こんにちは、作者のエルトリアです。

　この本、『ツンデレご主人様とケモミミ従者がゆく魔族討伐の百合旅』をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。





　——さて、

　『ツンケモ』の愛称でお馴染みのこの作品も無事に続刊を出す事ができました。これもひとえにウェブ連載時から応援してくださった読者の皆さんのおかげです！

　デビュー作で続刊が出せる。こんなに嬉しいことはありまえん。皆さんの応援に応えられるように、これからも創作パートナーの藤本透、しゅんせ竣瀬と共によりよい作品を作っていきます。





　さて、本編についてですが、ウェブ版を読んだことがある方は既にご承知だとは思いますが、ツンケモは第一章以降、『非常に長い』過去編が展開されます。余りにも長すぎて過去編が本編なのでは？と言われる始末。

　今回の物語ではリサとシェンフゥの出会い。執行者を目指すことになった経緯を説明しました。えぇ、リサはまだ執行者になっていません。展開が非常に遅いですね。

　ですが、安心してください。ちゃんと最後には一巻の時系列に戻ってきます！　ここから５巻程かけて、一巻の時系列まで帰って行きますので、今しばらくリとシェンフゥの過去にお付き合いください。そして、こんなシナリオ展開にもオーケーを出してくれた、たいあっぷノベル運営様には頭が上がりません。エルトリアのわがままを聞いてくれてありがとうございます！





　最後に、宣伝関連を。

　本作は創作シェアワールド『聖華世界』を舞台にした物語となっています。ツンケモ以外にも多数の作品を聖華文庫レーベルから出版していますので、一度著者ページを見に来てくれると嬉しいです。





　著者ページ






　ツンケモお楽しみ頂けましたらアマゾンレビューで☆
 を贈って頂けると大変励みになります。





　ではでは、次巻でまたお会いしましょう。



ツンデレご主人様とケモミミ従者がゆく魔族討伐の百合旅 （２）






著者　　　エルトリア


＊
 本書は（株）ボイジャーのRomancer
 で作成されました。
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